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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







『君は、呪のろわれているね』

　この世界に、これほど穢けがれを知らない白があるだろうか──。

　厚さ数ミリというディスプレイを見上げた〝彼〟は、そんな思いを抱いだいた。

　暗くら闇やみに浮うかんだ大画面の中で、一人の少年が微笑ほほえんでいた。少年の瞳ひとみは赤く、髪かみはこの世で最も純じゆん粋すいな白に侵おかされている。

「呪い？」

　暗闇に支配された空間で、〝彼〟は白い少年の台詞せりふを一笑に付した。

「そのようなもの、現実には存在しない。あるのは概がい念ねんだけだ」

　笑いながらも、〝彼〟は少年の言葉の意味を脳内で検けん索さくする。

　眼前にいる少年が、無意味な言葉を口にすることはありえない。なぜなら、この少年は地球上に存在する生物の中で、最も無意味から遠い存在だからだ。

「世界の先導者たる天才であるはずの果か須す田だ裕ゆう杜とは、いつから占うらない師になったのだ？」

　結局、〝彼〟は〝呪い〟の意味を理解できなかった。かわりに皮肉を口にしてやる。

　白はく髪はつの少年──果須田裕杜が、目を細めた。

　果須田裕杜の年ねん齢れいは十代の後半だというが、静かに微笑む少年は年齢などという束そく縛ばくを超ちよう越えつしているようにさえ見える。これまでも、そしておそらくこれからも、果須田裕杜と対たい峙じした時の感想と威い圧あつ感は変わらないだろう。

『君は呪いから解放されるために、この僕に挑ちよう戦せんするんだろう、〝アキヒコ〟？』

「我が一族の悲願を達成するためだ。それは決して、呪いなどではない」

　自分の声は、闇やみに包まれた空間に凜りんと響ひびいたはずだった。だが、裕杜とそう変わらない年齢である自分の声は、少年のそれとは違ちがって反はん響きようすることもなくすぐに消える。

『呪いは、どうやら強力なようだ』

　果須田裕杜が、百分の一オクターブも変わらない口調で言う。

『友人として君に言おう。いまの君に対する僕の興味は、皆かい無むだ。挑戦を受ける意志も、意味もない。それでも挑戦するというのなら、招待状を送ろう。近い未来、僕は世界中の挑戦者たちと戦うことになる』

「私がこの地から離はなれることができないということを、あなたは知っているはずだ。今ここで勝負を挑いどみたい」

『勝敗が明らかだとしても？』

「……今、人類の頂点との差を確かく認にんしておく必要があるのだ。私は、ようやく〝鍵かぎ〟を手に入れようとしている。しかし、それが鍵たる自覚を持つには時間が必要だ」

　果須田裕杜が、沈ちん黙もくした。一秒にも満たない沈黙だが、彼の脳内では普ふ通つうの人間の何百倍もの速度で思考が巡めぐっているはずである。

『ならば、今は絶望するがいい』

　果須田裕杜が、王者の笑えみを浮かべた。

『君が闇から再び立ち上がった時、僕はもう世界に存在しないかもしれない。だが同時に、僕より優すぐれた人物が〝生まれて〟いるかもしれない』

　果須田裕杜が口にした台詞せりふは、〝彼〟にとっておよそ信じられないものだった。

「果須田裕杜より優れた人物だと？　そのような人物は、存在しない」

『それが真実だ。しかし、可能性としては存在する。僕がこの世で最も愛し、最も恐きよう怖ふしている人物がたった一人だけいる』

　さらに理解しがたい言葉を耳にし、〝彼〟は今度こそ息を吞のんだ。

「恐怖する？　果須田裕杜が？　その人物とは、一体……」

　果須田裕杜が、微び笑しようした。深しん紅くの唇くちびるを悠ゆう然ぜんと歪ゆがめた少年は、人類の王の威い風ふうを纏まとっていた。

『その人物の名は──』







　１　鈴藤小槙　その一







　雲一つない、澄すみ切った空がひろがっていた。

　目を細めても受け止めきれないほど、眩まぶしい日差しがふりそそぐ。

　潮の香かおりと水気に満ちた、心地ここちよい風が頰ほおをくすぐった。

　大勢の人が賑にぎわう声も、楽隊によるファンファーレも、遠くから聞こえてくる。

　遠方で色とりどりのカラー放水がおこなわれ、薄うすい虹にじを浮かび上がらせていた。

「あたしの心は今、この青空のように晴れ渡わたっとる」

　デッキから海を眺ながめながら、鈴すず藤ふじ小こ槙まきは誰だれにともなく呟つぶやいた。

　数十メートルも眼下で波打つ海面は、おだやかだった。

　デッキは、大勢の利用客で賑わっている。だが小槙をのぞいた他の乗客たちは皆みな、港に接している反対側の柵さくに並んでいた。小槙のように海を望んでいる者は、一人もいない。

　音もなくやってきたそよ風が、小槙の黒くろ髪かみと白いワンピースを揺ゆらした。今の小槙は、まったく飾かざり気がないと言っていい。完全なる無表情と、目め尻じりに浮かぶ涙なみだボクロだけが特とく徴ちようだ。

「海に出たら、詩を書こう。今なら名作を思いつきそうや。大おお儲もうけや」

　小槙は、〝怪かい物ぶつ〟の上に立っていた。

　揺れ一つなく港に寝ねそべる巨きよ大だいなそれは、人の生み出した中で最大級の造形物の一つであることは間ま違ちがいない。高層ビルが港に寝ころんでいるようなものだ。

　小槙は視線を変え、船の全ぜん貌ぼうを見上げた。

　彼女のいるデッキからは、船首が見えないのはもちろんのこと、船社のロゴが入った山のようなファンネルしか視界に入らない。

　小槙が記き憶おくしているパンフレット通りならば、ファンネルの向こうにはデッキよりも広いプール施し設せつ、フラッグと空調のためのファン、さらに操そう舵だ室があるもう一つのデッキがあるはずだ。船の全長は、小槙が所属している私立二ふた美み原はら学園のグラウンドよりも大きい。

　メガシップ、〝うてな〟。

　総トン数、一〇九、〇〇〇トン。全長二八九メートル。全ぜん幅ぷく三六メートル。乗客は最大で二、五〇〇名、乗組員の数だけでも一、〇〇〇名を超こえる超ちよう大型客船である。船せん籍せきこそ日本に属さないものの、日本企き業ぎようによる出資で造られた中では最大の客船だ。

　埠ふ頭とうでは、様々な人種の乗客や見物人に日本酒が振ふる舞まわれている。潮しお天あま市の歓かん迎げいセレモニーの一いつ環かんらしい。一時、船を下りた異国の乗客たちは、珍めずらしいタイプのアルコールを多いに楽しんでいるようだ。

　小槙はまた海を見た。人々の盛り上がりから隔かく離りされた場所で、独り言を続ける。

「今のあたしは、王様や。天敵はおらん。海に出てまえば、もうほっぺたをツネられることもないからな」

　ふいに、人々のざわめきが静まった。

　スピーカを通した女性の声が港に響く。

『スーパー・コンピュータ〝ヘラナ〟との対戦を今夜に控ひかえ、ジョセフ・ヘンリー氏に意気込みをうかがいたいと思います。チェス世界チャンピオンとして五度の防衛を果たしているヘンリー氏ですが、今回の相手はコンピュータどうしによる予選を、圧あつ倒とう的な勝率で勝ち抜ぬいてきた強者です。最強の挑ちよう戦せん者を迎むかえ、自信はありますか？』

　日本語による質問を、通訳が英語に翻ほん訳やくする。

　返答は、余よ裕ゆうさえ感じさせる男性の声だった。

『私には、すでにイメージがあるよ。もちろん、私が勝利するイメージだ。〝ヘラナ〟は今までにない強敵といえるが、彼……名前からすると彼女、かな？　重要なのは彼女はそもそも純粋なチェス・コンピュータではなく、一種のシミュレーション・マシンだということだ。私も本業はコンピュータ・プログラマだから、その違いはよく理解しているつもりだよ。予選で彼女と対決したチェス・コンピュータたちは戸と惑まどったようだが、私にはそれがない。人間に近い思考タイプを有しているなら、むしろ私に有利な戦せん況きように──』

　マイクを通した会話は、埠頭にて行われているのだろう。小槙のいる場所からは見えないが、男性の口くち振ぶりは大きな自信をうかがわせた。

　アメリカ人であるジョセフ・ヘンリーは、チェス──それぞれ特性を持つ駒こまを操あやつり、限られたマス目の中で競きそい合うゲーム──の世界チャンピオンである。これまでに数々の挑戦者たちを退け、チェス界の英えい雄ゆうと呼ばれている人物だ。攻こう撃げき的で、かつ対戦相手のクセや特徴を見み抜ぬく力にも長たけた独特のスタイルにはファンも多い。

　今夜、ジョセフ・ヘンリーの六度目のタイトル防衛戦が開かい催さいされる。

　決戦の場所は、造られて間もない最さい新しん鋭えいの超大型クルーズ船〝うてな〟──小槙がいる、この船である。船上での対決というのは、過去に例のない舞ぶ台たいだった。

　また世界チャンピオンに挑いどむ挑戦者もまた、これまでなかった対戦相手といえる。

　自律思考型シミュレーション・マシン〝ヘラナ〟。

　コンピュータが、チェスの世界王者に挑むのである。

　これまで人間対コンピュータのチェス対決は、幾いく度どとなく行われてきた。対戦成績はほぼ互ご角かくでバランスを保っているとはいえ、それらは全すべてエンターテインメント性の強いデモンストレーションであり、公式の世界タイトル戦は人間どうしの対決に限られていた。

　そんな中、世界タイトル戦に挑戦を申し込んだコンピュータが現れた。そのコンピュータは、世界中のコンピュータたちが戦う予選を圧倒的な戦績で勝ち上がり、各国のマスメディアから注目を集めている話題の主でもあった。

　それが完成したばかりのシミュレーション・マシン、〝ヘラナ〟である。

　正確には〝ヘラナ〟の製作者である、世界的に有名な〝ある科学者〟がタイトル戦に申し込んだのだ。異例といえるコンピュータからの挑戦状を、世界チャンピオンとチェス委員会は受理した。

　かくして、世界初の人間対コンピュータのタイトル戦が開催されることとなったのである。

「せやけど」

〝うてな〟の甲かん板ぱんから海を眺ながめながら、小槙は呟つぶやいた。

「どうして春はる野のくんは、あないな噓うそをついたんやろう」

　いま小槙の頭を占しめているのは、チェスのタイトル戦でも最さい先せん端たんの技術が施ほどこされた〝うてな〟のことでもなく、一人のクラスメートのことだった。

　そもそも、小槙が〝うてな〟への乗船を決心したのも、先日の彼の言動があってのことだ。

「謎なぞや」

　無表情に息を吐はく小槙の頰ほおを、心地ここちよい潮風が撫なでた。







『──以上で二美原学園高等部、一学期の終業式を終しゆう了りようします』

　進行役の教師の声が、体育館に反はん響きようした。

　整列していた生徒たちが、いっせいに疲つかれたため息をついた。各学年入り交じり、ぞろぞろと体育館の出入り口に押し寄せる。

「校長せんせの話が長いんは、生徒の忍にん耐たい力を鍛きたえるためやて誰だれか言うてたなあ……ほどほどにしとかんと、そのうち死人が出るで」

　小槙もまた、フラフラとした足取りで生徒の波に加わる。暑さで汗あせをたっぷりかいている同級生たちとは対照的に、小槙は頭が冷え切っているあたり重じゆう症しようといえる。

　ふと視線の先に、一人の男子生徒がいた。

　夏の制服であるシャツからのびる腕うでは、他の男子生徒と比べても細いように見える。だが腕だけでなく、胸むな元もとや首は脂し肪ぼうが少なく引き締しまっているのが分かった。体育で行われた体力測定では、遠投と長ちよう距きよ離り走でクラストップの成績を収めたらしい。

　友人たちとじゃれあっている姿は、どこにでもいる高校一年生そのものだ。つい数日前まで湿しつ布ぷや絆ばん創そう膏こうを貼はっていた素す顔がおも、〝敵〟と対たい峙じした時とは別人のように明るい。

　彼、春野祥さちが小槙の視線に気づき、こちらを見た。

　だがすぐに目をそらすと、再び友人たちと談だん笑しようしながら先に体育館を出て行ってしまう。

　小槙も特に気にすることなく、無表情に歩いていく。

　春野祥との関係は、以前とまったく変わらない。

　たまに祥が小槙をからかう程度で、話す回数が増えたわけでもない。何より、彼と一言でもあの〝ゲーム〟に関して話したことはなかった。

　あの〝ゲーム〟が終わり二週間が経たった今、二人の関係は完全に元へと戻もどっている。

　すなわち、ただのクラスメートだ。

「ねえ、昨日のニュース見た？」

「裕杜サマの昔の映像が流れてて、泣いちゃったよー」

　小槙の横を歩く女子生徒の会話が聞こえた。

「……」

　小槙は無言で出口を目指す。

　──それまでただのクラスメートだった小槙と春野祥が、偶ぐう然ぜんにもパートナーとして参加してしまったゲーム、〝ルール・オブ・ザ・ルール〟。小槙と祥は、文字通り命を懸かけて、ある一人の少年に挑ちよう戦せんした。

　果須田裕杜。

　世界最高の頭脳として、常に時代を導いてきた天才少年だ。彼の生み出した技術と理論は、他の誰の理解をもはるかに超こえていた。今後十年間はそれらを理解し実現することだけに、労力が費ついやされていくだろうと言われている。実際、彼が数年前に考案した航行システムが、最新の大型客船に取り入れられたばかりだという。

　だがある日、少年は〝暴走〟した。

　自らが開催したアトラクションにおいて、世界中の著名人を相手どり、人命をも脅おびやかすある〝ゲーム〟を行ったのだ。

　常じよう軌きを逸いつしたゲームが実現したのは、果須田裕杜のとてつもない力があってのことだろう。あらゆる手段が駆く使しされ、法や道徳は完全におしのけられた。死者も多数、出たと聞いている。日本を代表する偉い大だいな数学者、祇ぎ園おん寺じ蓮れん博士もその一人である。

　彼の突とつ然ぜんの暴挙は、世界各国で一大ニュースとして報道されることとなった。

　だが、ゲームの結末はあっけなかった。

　果須田裕杜本人の死である。

　崩壊したテーマパーク内の城から果須田裕杜の遺体が発見されたと、正式な会見の場で警察関係者が報告したのだ。

　同時に、犯罪行こう為いに荷か担たんした〝防御人デイフエンダー〟と呼ばれる人々も大半が逮たい捕ほされた。またゲームに参加したプレイヤーも大半が探し出され、厳しい事情聴ちよう取しゆが行われているという。前代未み聞もんの大事件を阻そ止しできなかったことに対する批判を受けた、日本の法機関の必死さがうかがえる。

　本来ならば、未み曾ぞ有うのスキャンダルである。だがこの失態を叩たたくはずの世界中の各メディアは、まったく別の話題を毎日のように報道していた。

　完璧なパーフエクト王・キング、果須田裕杜を倒した人物は、誰か──。

〝ルール・オブ・ザ・ルール〟の中ちゆう継けいは、途と中ちゆうで中断されてしまった。したがってその後、どうなったかを誰も知らないのである。

　現在のところ『ゲームは果須田裕杜の勝利に終わり、彼は人類の王のまま眠ねむりについた』という説が大半を占しめている。果須田裕杜の知能を考えるならば、当然といっていい結論だ。

　しかし、少数派だが『果須田裕杜に勝利した人物は必ずいる。そうでなければ彼がこの世を去る意味がない』という意見も出た。

　果須田裕杜は、なぜあのような狂きよう気きのゲームを行ったのか？

　果須田裕杜に勝利した人物は、実在するのか。

　人類の王の〝後こう継けい者〟は、いったい誰なのか。

　毎晩のように、派は手でなテロップを流す特別番組が放送された。

　小槙はそれらを、いつも自分の部屋にある十六インチのテレビ画面で見ている。そんな時に考えているのは決まって、映りが悪くなったテレビを買い換かえたいと叔父おじに頼たのもうかどうか、といったどうでもいいことだ。両親のいない小槙は、叔父の住むマンションで従姉妹いとこと三人暮らしをしている。

「あっ」

　体育館から出ようとしたところへ、大勢の生徒たちが押し寄せた。小槙は上級生に押されて壁かべにぶつかりそうになってしまう。

　小槙の手首を、誰だれかが摑つかんだ。

「大だい丈じよう夫ぶ、鈴藤さん？」

　いつの間にか、春野祥がとなりにいた。壁に手をかけ、小こ柄がらな小槙を人混みから守っている。

「体力ない上にちっちゃいんだから、空すいてから出てくればいいのに」

　嘆たん息そく混じりに言う少年は、いつも小槙と同じ教室で友人たちとふざけあっている姿と変わらない。喋しやべり方も同様だ。わずかに茶色がかった瞳ひとみが、印象的である。

「ほら、ちゃんとついてこいよ」

　言って、小槙の手を引いたまま歩いていく。

　大勢の生徒たちが入り交じる中、祥はまっすぐに進んでいく。これだけの人数がいるのになぜ直進できるのか、小槙には理解できなかった。他の生徒たちが彼のために道をあけているのだろうか、とすら思う──。

　そこまで考えたところで突然、頰ほおを激痛が襲おそった。

「鈴藤さん！　聞いてるのかよ！」

　自分の名前を呼ばれて、我に返る。春野祥が両手で、彼女の頰をひっぱっていた。

「いひゃいいひゃい、はふほふん、はへへー」

　どうやら自分は春野祥の顔を凝ぎよう視ししたまま、固まってしまっていたらしい。

〝痛い痛い、春野くん、やめてー〟という抗こう議ぎが聞こえたのか、祥が呆あきれた顔で小槙から手を離はなして嘆息する。

「ったく、妄もう想そうにふけるのもいい加減にしろよ。人の話くらい、ちゃんと聞けよな」

「イジメや……これは間違いなくイジメやで。あかん、涙なみだ出てきた」

　頰をさすって涙を浮うかべる小槙を、祥は謝るどころか困った顔で見つめている。

　そこではじめて、小槙はそこが教室でないことに気がついた。

　二人がいるのは、校舎の端はしにある正面玄げん関かんだった。他の生徒たちは皆みな、それぞれの教室に向かっているのだろう。廊ろう下かの先からざわめきは聞こえるが、下げ駄た箱ばこが置かれている周囲に人気はない。小槙と祥の二人きりだ。

　祥とこうして二人きりになったのは、あの〝ゲーム〟が終しゆう了りようした直後以来だ。

「ここ、教室やないで」

「見りゃ分かるだろ。つーか、いま気づいたのかよ」

「どうして、こないなとこ来たん？」

「……やっぱり、聞いてなかったな」

　小槙がたずねると、祥は嘆息した。小槙は超能力者ではないが、少なくとも自分に第六感という特別な感覚があることを確信した。

「やっぱりええわ。イヤな予感が──」

「鈴藤さんさあ、明日から二週間くらい時間とれない？」

　小槙の拒きよ否ひを完かん璧ぺきなまでに無視し、祥が笑え顔がおで言う。

　明日から、というのはつまり、夏休みがはじまってから、という意味だろう。

　小槙は無表情のまま、首を傾かしげた。祥がなぜ唐とう突とつにそのようなことを言い出したのか、理解できない。

「どうして？」

「俺と、ちょっとした旅行に行かない？」

「百パーセントあり得へん」

　考えるよりも先に、本能が返事をした。

　言葉を発してから、ようやく祥が言い出したことの意味を考える。

　春野祥と、旅行──それも二週間という長期的なイベントは、小槙の中では天地がひっくり返ってもあり得ないことだった。教室という限定された場所でさえ、毎日のイジメに怯おびえているのだ。それなのに二週間も春野祥と旅行をしたら……と考えるだけで、小槙に備えつけられた警報が最大ボリュームで危険信号を発していた。

「ほな」

　またほっぺたをツネられないうちに退散しようとした小槙の眼前に、祥の腕うでが伸のびる。祥が壁に手をかけ、小槙の行く手を塞ふさいでいた。小槙の脳のう裏りに、いつか見たドキュメンタリー番組の、ライオンに仔こ鹿じかが捕ほ食しよくされるシーンが思い浮かんだ。

「あかん、春野くん。冷静になってや」

「え？　あっ、悪い」

　間近から見上げると、祥は少し顔を赤らめて手を引っ込めた。

「えーと……」

　祥が頰をかく。

　二人の間に、奇き妙みような沈ちん黙もくが落ちる。

「春野くんは、世間知らずやなあ。年とし頃ごろの男女がいっしょに旅行なんて、そもそも周りが許さへんねんで。うちの叔父おじさんが聞いたら怒いかり狂くるうわ、きっと」

　沈黙を破って小槙が言うと、祥は驚おどろいたようだった。

「はあ？　ち、ちょっと待った、違ちがうって。べつに二人きりってわけじゃ……」

　慌あわてて否定しかけるが、すぐに思い出したように言葉を切る。

「いや、あいつらは行かないっつってたから、俺と鈴藤さんの二人だけになるな……それは、たしかにちょっと問題があるか……？　いや、いくらなんでも相手は鈴藤さんだぞ……」

「それに旅行なら、他の人を誘さそえばええやん。春野くん、クラスにいくらでも友達おるやろ」

「……クラスの連中には全員、断られたんだよ」

　なぜか小槙から視線をそらし、祥が口をとがらせる。

　小槙は無表情に祥を見つめ、言う。

「なんや、いがいと人望ないねんな。けど、春野くんならしゃあないわ。そもそも思いやりゆーもんが足りひんねん。デリカシーもあらへんしな。旅行の誘いかて、もう少し──」

　言いかけた言葉は、小気味よい音と、とんでもない激痛にかき消された。

「悪かったな、思いやりもデリカシーもなくて」

「……さ、殺人未み遂すいや……しゃれにならんで……」

　人差し指で弾はじかれた額をおさえ、小槙は廊下にうずくまる。

「もういいよ、ごめんな、ヘンな話して。先に教室もどってるから」

「用があんねん」

　背を向けようとした少年に向かって、小槙は言う。

「え？」

「明日から遠いところへ行って、人と会うねん。せやから、旅行には行かれへんねん」

　まだ痛む額をさすりながら、立ち上がる。顔を上げると、祥が驚いた顔をしていた。

「人と会うって……友達かなんか？」

「まあ、そうらしいで」

　他人ひと事ごとのように答える。直後、祥がふき出すように笑ったのを、小槙は見み逃のがさなかった。

「なんで笑うん？」

「はやく、教室に戻もどろうぜ」

　口元を隠かくして歩いていく祥を、小槙は早足で追いかける。

「今、笑わろたやんなあ。どうして笑たん？　ひょっとして、あたしが友達とか言うたから？」

「鈴藤さんでも、気をつかうことってあるんだな」

　振ふり返って笑う祥を見て、小槙は先ほど額を指で弾かれた時と同じくらい衝しよう撃げきを受けた。

「友達言うただけで、ウソや決めつけられとる。なんかごっつ悲しなってきた」

「顔は無表情のままだけどな」

　小槙とは対照的に、祥は機き嫌げんをとり戻したようだ。教室へと向かう階段を早足でのぼっていく。当然のように、小槙はすぐに引き離はなされてしまう。

「なんやねん、あたしかて友達くらいおんねんで。中学生の時かて、ミキちゃん言う子と仲良かったしな。……その子くらいしか、すぐに思い出せんけどな。ミキちゃん、元気でやっとるかなあ」

　ぶつぶつと独り言を呟つぶやきながら、教室に入る。

　担任はまだ戻ってきていないようだ。自分の席に座って横を見ると、祥は友人たちの輪に入って談だん笑しようしていた。

　小槙の席は、窓まど際ぎわにある。一方、春野祥の席は廊ろう下か側だ。距きよ離りにしてみればたったの十数メートルだが、今こうしていると、その距離はあの〝ゲーム〟で離ればなれになっていた時よりも遠いように感じられた。

「ねえ、鈴藤さん」

　声をかけられ、前を向く。

　同級生の少女が三人、椅い子すに座る小槙を見下ろしていた。

「なんか最近、春野と仲良くない？　もしかして二人って、つき合ってたりする？」

「二百パーセントあり得へん」

　再び、思考よりも先に本能が反応していた。つき合うという言葉と交際しているという言葉が、頭の中でイコールで結ばれるよりも早かった。

　すると三人の女の子たちは、なぜかそろって安あん堵どの表情を浮うかべた。小槙と祥が交際するという現象に、彼女たちの存在を脅おびやかす事件性でも潜ひそんでいるのだろうか？

「そうだよねえ、いくらなんでも鈴藤さんはナイよねー」

「あたしの何が無いん？」

「でもさっき、二人で正面玄げん関かんのほうに行くの、見えたからさあ。なんかあるのかって……」

「それに関しては、原因はクラスのみんなにあんねんで。みんなが断ったから、あたしが旅行に誘われたりすんねん」

　小槙が言うと同時に、少女たちが顔色を変えたのが分かった。

「ちょっ……えっ？　旅行？」

「そんなの、誘さそわれた？」

「あたし、知らないよ……」

　ひそひそと囁ささやきあったかと思うと、今度は三人そろって小槙の顔を凝ぎよう視しする。

　意外なのは、小槙も同様だった。祥は先ほど、同級生を誘ったのに断られたといっていた。

「でもあたしに友達がおるんは、ほんまやねんで」

　言う小槙を完かん璧ぺきなまでに無視し、少女たちが祥のほうへと駆かけ寄っていく。

　小槙は少し考え、机の横に下げた鞄かばんから、一通の封ふう筒とうを取り出す。

　──親愛なる遠き友人へ──。

　そのように書かれた封筒の中には、便びん箋せんとカードが一枚ずつ入っている。一週間ほど前に小槙あてに届いたそれは、短い手紙と、ある大型客船への乗船券だった。

「こんなん、面めん倒どうやから行く気なかってんけどなあ。春野くんにああ言った手前、行かんわけにはいかんやろな」

　裏返した封筒に送り主の名はなく、円形の内部に何かの植物──おそらくワレモコウという草花だろう──らしきマークが描えがかれている。ある限られた分野、人間工学や遺伝子工学などを志す科学者ならば、その家か紋もんを知らない者はいない。

「誘ったんだけど……見事にフラレたんだ……」

　いかにもわざとらしく落ち込んだ祥の声に続いて、教室が騒そう然ぜんとなった。

　殺意すら感じさせる視線を向けてくる女子三人組から顔をそむけ、小槙は窓の外を眺ながめた。

「もう夏やし、海もええかもな」

　空に浮うかぶ太陽が、グラウンドから立ち上る陽炎かげろうで揺ゆらめいて見えた。







　かくして、小槙は最さい新しん鋭えいのメガシップ〝うてな〟に乗船することとなったわけである。

「まあ、ええわ。あんなん忘れて、旅を楽しむべきや」

　小槙の目的地は、〝うてな〟の航程で寄港する予定のある場所だった。

　その名を、灰火秋うたびし島という。

　灰火秋島は、潮天市から百数十キロの沖おき合あいに浮かぶ孤こ島とうである。

　パンフレットによると、人口はおよそ五百人。面積は潮天市と同じくらいだそうだから、居住人数はかなり少ないといえる。島の中央には〝灰うた雪ゆき山〟という活火山がそびえ立ち、現在も地質学者の間では噴ふん火かの予兆の噂うわさが絶えない場所である。

　今回の〝うてな〟のクルージングは、ハワイ諸島からはじまった。日本の潮天港を経由し、その後、南海の島々を観光していく航程になっている。

　だが、あくまで航程のメイン・イベントは、今晩からはじまる世界初の人間対コンピュータによるチェスのタイトル戦であり、明日の灰火秋島への寄港だろう。灰火秋島には、タイトル戦における挑ちよう戦せん者である〝ヘラナ〟の製作者が住んでいる。その人物は人間工学、心理学、医学において研究を認められている科学者だ。

　一時間ほど前に乗船した小槙が見かけただけでも、テレビや学会で見かけたことのある顔がいくつもあった。中には観光などとは無む縁えんそうに見えるスーツ姿の者もいたが、彼らはチェス対決よりも、〝ヘラナ〟やその製作者がいる灰火秋島が目的だろう。世紀の一戦に立ち会うべく、チェス・ファンはもちろん科学者、マスコミ関係者も多く乗船していた。

　かくいう小槙の目的もまた、灰火秋島にあった。そこである人物と対面するためである。チェス対決には、さして興味は抱いだいていない。そもそもチェスは、過去に幼なじみの姉弟に完かん膚ぷ無なきまでにたたきのめされて以来、彼女の嗜し好こうから排はい除じよされている。

　灰火秋島は、領土としては日本に属している。だが小槙が知っているかぎり、その風土は世界でも珍めずらしいと言って良いだろう。

　一番の特とく徴ちようは、実質上の自治区である灰火秋島を、ある一族が代々所有しているということだ。それが、島の名の由来ともなっている〝灰火秋うたびし一族〟である。遡さかのぼること約二百年、灰火秋一族の開祖となる人物が、当時は無人島だったその島へ移り住んだことが始まりらしい。

　その人物は、江え戸ど時代だった当時の日本としては珍しい〝科学者〟だった。研究内容は人間に関するものが主だったとされているが、医学や心理学にも精通していたそうだ。彼が造ったとされる品々──臓器を模した機械式の機関、表情を動かす人形、精せい巧こうな関節部を持つ義ぎ肢しや義手など──は、今も灰火秋家に保管され外来者に披ひ露ろうされている。

　灰火秋一族の開祖に関する伝説の一つとして、彼は〝予言者〟とよばれていたことも記録に残っている。特とく殊しゆな能力を有しており、火山噴火や津つ波なみを予言して島民を災わざわいから救ったという。ただしこの類たぐいの伝説は、各地に残されている神話としては珍しくない。

　そして現在も、灰火秋島は〝科学者〟であり〝予言者〟であった開祖の末まつ裔えいを中心に自治が続いている。さらに〝人間〟を追究する研究もまた、現在まで引き継つがれていた。

　シミュレーション・マシン〝ヘラナ〟は、まさに灰火秋一族の研究の結けつ晶しようといえる。二百年続いた研究を生かし、一族の当主が製作したものだ。〝ヘラナ〟は限りなく人間に近い思考タイプによって、情報を処理することができるという。

　今夜のチェス対決は、〝ヘラナ〟の完成発表会も兼かねていた。長年の灰火秋一族の研究が、ついに終しゆう焉えんを迎むかえたというのだ。世界の注目が一気に集まったのは、言うまでもない。

「人間対コンピュータのチェス対決なんて、どうでもええわ。それより、灰火秋島てどんなところなんやろう。怖こわい人とかおったらイヤやなあ。祇園寺くん誘ったら、ボディガードになってくれたかもしれへんなあ」

　海を眺めながら、〝ルール・オブ・ザ・ルール〟で出会った少年を思い出す。

　祇園寺新あら汰たは、数学者祇園寺蓮の孫である。彼のことはテコンドーの達人であるだけでなく、紳しん士し的で心優やさしい人物として小槙の印象にインプットされていた。ゲームで重傷を負い、入院した彼のもとへ一度だけ見み舞まいに行った。退院したらまた会おう、と彼は嬉うれしそうに話していた。そんな自然な誘い方に加えてさりげなく電話番号をくれるあたり、女の子の扱あつかいには慣れているようだ。

　ちなみに、同じように入院していた祥のもとへ見舞いに行ったことはない。勝手にパートナーに登録してゲームをかき回した小槙のことを、絶対に怒おこっているはずだと思ったからだ。彼が退院してからも、ほとぼりが冷めるまでは逃にげ続けるつもりだった。

　そこまで考えて、小槙は矛む盾じゆんに気がつく。

　年とし頃ごろの男女がいっしょに旅行なんて──そう言ったのは、他ほかならぬ小槙自身だ。

　春野祥とはあり得なかったというのに、なぜ祇園寺新汰とならば平気なのだろう？

　結論は、すぐに導き出された。

「祇園寺くんは、あたしのことイジメんからな」

　小槙は頷うなずき、デッキから移動しようと後ろを振ふり向いた。

　すると、ちょうどそこへ通りかかった女性と向き合ってしまった。互たがいに行く手を遮さえぎられ、動きが止まる。

　小槙の視点から見ると、ビキニの水着で隠かくした女性の豊満な胸が正面にアップに迫せまった。水着の上から着ているのは大きめの白衣で、へそのあたりで前のボタンをしめている。

　視線を上げると、穏おん和わな笑え顔がおが飛び込んできた。スリムな長身を見て外国人かと思ったが、顔つきを見るかぎり二十歳はたち前後の日本人のようだ。艶つやのある黒くろ髪かみを腰こしまで伸のばし、細い眉まゆは目め尻じりに向かって下がり気味に曲線を描えがいている。小槙が男性だったら、その微笑ほほえみだけで簡単に恋こいに落ちていただろう。

「申し訳ありません、もう少しで可愛かわいらしいウサギさんの脚あしを踏ふんでしまうところでした」

　日本語で、それも丁てい寧ねいな口調で女性が謝罪する。

　小槙は無表情に目の前の女性を見上げ、口を開いた。

「どうしたら、そないに大きくなれるん？」

「え？」

「ぜひとも教えてくれへんかなあ」

　小槙の突とつ然ぜんの問いかけに、女性は動どう揺ようしたようだ。言葉に詰つまり、何かを考えるように黙だまりこんでしまう。だが結局は気の利きいたリアクションが思いつかなかったのか、助けを求めるようにオロオロと辺りを見回す。

「あ、あの……」

「教えてくれへんかなあ」

　相手が困っているのは分かったが、小槙も引き下がるわけにはいかなかった。目の前の女性と自分が同じ日本人であるからには、二人を区別する決定的な何かがあるはずだ。それさえ分かれば、同級生の少年に「ちっちゃい」などとからかわれることもなくなる。

「ええと……牛乳を飲むと、身長が伸びるという話を聞いたことがあります」

　良い答えを思いついた、とばかりに女性が言った。だが小槙は即そく答とうする。

「あかん。冷たい牛乳飲むとお腹なかこわすねん」

　女性が口ごもる。だがすぐに何か思いついたように、表情を輝かがやかせる。

「水泳なんていうのも、背が高くなるそうです。ほら、泳ぐ時にめいっぱい背伸びして」
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「泳げへん」

「そ、そうですか。ええと、他には……うーん……バスケットボールとか」

「球技は基本的に……というか、運動は壊かい滅めつや」

「……」

　向かい合ったまま、二人は黙り込む。

　気まずい沈ちん黙もくに耐たえかねたのか、女性が深呼吸し、小槙に笑いかける。

「身長というものは、個体を識別する上で特徴の一つにすぎません。貴女あなたの本質がそのような表面的な要素で左右されるのは、とても悲しいことだと思いませんか？」

「ようするに、諦あきらめろゆうことやな？」

「そ、そうではなくて、貴女はそのままでじゅうぶんキュートで魅み力りよく的です。貴女は今の自分に不満があるのですか？」

「いろいろあるで。おもに体力的な問題やけどな。あなたは──」

「晶あき良ら、です」

　女性が、ニコリと微笑んだ。

　眩まぶしさに目を細めるような、余計な装そう飾しよくが一いつ切さいない穏おだやかな笑みだ。よく見ると、晶良という女性が化け粧しようをしている様子もない。にもかかわらず晶良が大人びて見えるのは、相手を包み込むような穏やかな笑みのせいだろう。

「セカンドネームはありません、ただの晶良です。灰火秋島ではファーストネーム、もしくはニックネームを使うことが多いんです」

「晶良さんは、灰火秋島に住んどるんや」

「〝ヘラナ〟製作の助手と灰火秋一族の主治医を兼かねて、灰火秋家にお世話になっています。このクルージングには、〝ヘラナ〟の製作者である当主様の代理人として参加させていただいているんですよ」

「あたしは小槙や。ただの観光客や」

　あえて姓は名乗らなかった。

　自己紹しよう介かいしながらも、小槙は違い和わ感をおぼえていた。

　灰火秋島は、灰火秋一族に惹ひかれた研究者たちが多く移り住んでいると聞いている。何代も天才的な才能ばかりを産み落としている灰火秋一族は、伝説に近い存在として世界的に有名である。また灰火秋島は、世界に珍めずらしいほどの多た国こく籍せきの島でもあるそうだ。研究に理想的な環かん境きようが揃そろっている灰火秋島を、〝科学者たちの楽園〟と呼ぶ者すらいる。

　だが灰火秋一族は、みずからの研究に、決して他人を近づけないことでも有名だった。一族が蓄ちく積せきした研究内容を、決して世に公表しないのである。発表されるのは決まって、〝ヘラナ〟のように研究の結果として出来た創作物のみだったはずだ。

　晶良は、灰火秋一族に非常に近しい存在なのだろう。〝ヘラナ〟製作に関かかわっているということは、そういう意味である。

「晶良さんは、自分に不満を持ってないん？　少なくとも外見は完かん璧ぺきやもんな。あたしととりかえっこしたいくらいや」

　小槙が見上げながら言うと、晶良は微笑ほほえみを浮うかべたまま少し首をかしげる。

「私は、私以上でも以下でもありません。それに身体の成長という点なら、小槙さまも私と同じ年ねん齢れいになればきっと解決すると思いますよ？」

「晶良さんは、いまいくつなん？」

「もうすぐ二十歳はたちになります」

「……あと四年で晶良さんと同じになるには、もう遺伝子レベルで変わってくしかあらへんなあ……」

「え、ええ？　ということは、小槙さまは十五歳？　申し訳ありません、私、もっと幼いものとばかり……」

　慌あわてて言い繕つくろう晶良は、十九歳という年齢よりも若く見えた。少女の仕草と大人の微笑みを併あわせ持つ晶良は、やはり同性の小槙から見ても魅力的だった。

「ええねん。あたしはきっと、普ふ通つうの人より遺伝子が一個か二個くらい足りひんねん。諦めとるから、気にせんといて」

　無表情に言い、晶良から埠ふ頭とうへと視線を移す。ジョセフ・ヘンリーのインタビューが終わり、港がにわかに活気づいていた。出航まで間もないようだ。

　他の乗客たちに混じって、小槙は反対側の柵さくへと向かう。そのあとを、晶良が追いかける。

「あの、本当に申し訳ありません……私、日本人の年齢の判別が苦手で……」

「晶良さん、何色がいい？」

「え？」

　振ふり返って、晶良に向かって両手を差し出す。

　小槙の小さな手のひらには赤と青、二色の紙テープがのっていた。

「船が出る時、港に向かって投げんねん。前から一度、やってみたかってん。晶良さんにも一つあげるわ」

　晶良が驚おどろいたように目を見開いた。だがすぐに、心から嬉うれしそうに微笑む。

「いただいて、よろしいんですか？」

「うん。せーの、で投げるんやで」

「はい」

　頷うなずき、晶良が赤色のテープを受け取る。

　鼓こ膜まくを通り越こして心臓を震ふるわすほどの汽笛が、港に鳴り響ひびく。足元から振しん動どうが伝わり、唸うなるような機械音が聞こえる。錨いかりを巻き上げ、モータを起動させているのだろう。

　小槙と晶良は人混みをかき分け、柵の前に到とう着ちやくした。埠頭は巨きよ大だいな客船を見上げて手を振る人々で、溢あふれかえっていた。

　海岸で、何色にも染められたカラー放水が噴ふき上がる。

　どこからか、吹すい奏そう楽がく隊の盛せい大だいなファンファーレが鳴り響いた。

　思っていたよりも少ない振動が収まっていき、足元が動くのが分かった。

　埠頭と〝うてな〟の間に、隙すき間まができた。

　小槙と晶良は、視線で頷きあい、声を合わせる。

「せーのっ」

　港に、いっせいに色とりどりの軌き跡せきが描えがかれた。

　たった一つ、小槙の手をすっぽ抜ぬけた海色の紙テープだけが、太陽に向かって姿を消した。







　２　春野祥　その一




「ん？」

　春野祥は、窓の外を垂直落下していく青い線を見た。

　荷物を入れたバッグをベッドに放ほうり投げ、引き上げ式の小さな窓のほうへと歩いていく。

　祥が乗る十万トン級超ちよう大型客船〝うてな〟は、ちょうど出航した直後だった。いくつもの紙テープが、船を見送る人々との架かけ橋をつくっている。ただどんな投げ方をしたのか、それらの中で一本だけ青い紙テープが港ではなく海へ落下している。

「どんな下手クソが投げたんだ？」

　窓の上を見上げるが、祥のいる船室からは当然、真っ青な大空しか見えない。

　興味は、すぐに消えてなくなった。ふう、と肩かたで息を吐つきながら、体の向きを百八十度変える。白を基調とした清潔な部屋が、視界に映る。

「……」

　ざっと見たところ、テレビや冷蔵庫、電話機などの電気製品は一通り揃そろっていた。扉とびらがいくつかあるのは、バスタブやトイレなども備わっているからだろう。ベッドは部屋の両側に二つある。

　広くはないが、生活に最低限の設備は調ととのっていた。最も安いクラスの船室だが、それでも本来ならば約二週間のクルージングで百数十万円という料金を要するのだ。ただの高校生にすぎない祥に、もちろんそのような大金が支し払はらえるはずがない。

　横を見ると、壁かべに細長い全身鏡がたてかけられていた。

　鏡の向こうからこちらを見ているのは、不ふ機き嫌げんそうな顔をした少年である。茶色がかった瞳ひとみは何年たっても変わりようがないが、瞳と同じ色をした髪かみは一週間ほど前に、少しだけ短めに切った。薄うす地じのＴシャツから伸のびた腕うでには、何枚かバンソウコウが貼はってある。それだけではない、腹や背中、脚あしにはまだ包帯を巻いているところもある。あと一週間もすれば、それらもとることができるだろう。

「……結局、この船に乗ったのは、俺一人かよ」

　静まりかえった船室を見て、嘆たん息そくする。

　ここは二人部屋だが、乗客は祥だけしかいない。なぜならば、相部屋になるはずだった人物が先日、乗船をキャンセルしたからだ。

　──悪い、急な出張が入った。というわけで俺は今回、抜けることにする。

　珍めずらしく向こうから電話がかかってきたと思ったら、その人物、安あ住ずみ蔵人くらんどはあっさりとそんなことを言い放った。彼は現職の警察官である。それも二十五歳の若さで警部という、いわゆる上級資格の持ち主だ。今回のキャンセルも、突とつ然ぜんの事件をまかされたからのようだ。

　すぐにもう一人の仲間へも、蔵人が連れん絡らくしたのだろう。その人物からの電話は、数分後にかかってきた。

　──祥クンと二人きりで旅行なんて……は、恥はずかしすぎて……死ぬ……。

　今回の旅の、いわばスポンサーともいえる少女、詩し音ね間まチカもそうやってキャンセルを申し出た。「死なねーよ！」と祥が怒ど鳴なった時にはすでに、電話は切れていた。

　詩音間チカは、祥よりも一つ年上の高校二年生だ。彼女は流行のポップスを世間に提供する作曲家という側面も持ち合わせている。普通ならば手に入れることが困難な乗船券を入手できたのも、彼女の資金力とコネがあってのことだった。

「あいつら……特に、あのバカ女！　死ぬって、なんだ？　俺といっしょに旅するのが、そこまで恥ずかしいのか？　ああ、思い出したら、またハラが立ってきた。帰ったら二人とも、泣いて謝るまでイジメてやる。……後が怖こわいから、蔵人はほどほどにしとくけどな」

　ぶつぶつと呪のろいの言葉を吐はき、壁に背中をあずける。

　安住蔵人と詩音間チカは、いわゆる祥の〝仲間〟である。友達、と呼ぶにはそれぞれが依い存ぞんしあっているわけでも──チカは最近になって、頻ひん繁ぱんに祥につきまとってくるが──ないし、他人というには互たがいの人格や事情を知りすぎている。同じ目的を持つ仲間というのが、今のところ最も的確な関係といえよう。

　世界の天才と呼ばれる者たちに挑ちよう戦せんするという共通の目的を持つ三人は、ある事件によって偶ぐう然ぜんに出会い、その後もたびたび行動を共にしている。仲間、という言葉を言い換かえるならば、腐くされ縁えんともいえる間あいだ柄がらだ。今回の計画も、ある人物と対面するために数ヶ月前から企き画かくしていたことだった。

「鈴藤さんも、鈴藤さんだ。下手くそな言い訳までして断らなくてもいいだろ。乗船券が余ったから、なんとなく声かけただけなのに……つーか、べつに二人きりだからどうって関係でもないしな。そんなに俺のこと、信じらんないのかよ。そりゃ確かに、誘さそうのは急すぎたかもしれないけど……」

　祥は仰あお向むけにベッドの上に倒たおれ込む。真っ白に見えた天てん井じようには、よく見ると細かい模様が描かれていた。祥は右手を伸ばすが、もちろん届くはずもない。

「……」

　天井にかざした手のひらに、小こ柄がらな同級生の顔が重なる。

　鈴藤小槙──黒い瞳。黒い髪。背が小さく、動きも遅おそい。奇き妙みようなしゃべり方と、どこかズレた会話。友達とよべる人物はなく、いつも一人でいる。

　祥の頭にまず浮かんだのは、小槙に関する表面的な情報ばかりだ。これらは祥だけでなく、彼女に関かかわった人物なら誰だれでも知っているだろう。

　だが次に思い浮うかんだのは、最近まで知ることのなかった彼女の意外な一面だった。

　世紀の天才少年、果須田裕杜の幼なじみ。祥と同じ、一時的に思考能力を加速させることができる能力、超ウルトラ・飛躍ジヤンプの持ち主。そして──。

　果須田裕杜に勝利した、世界でたった一人の人物。

　あの〝ゲーム〟の結末は、誰も知らない。実際にゲームに参加した、数多くのプレイヤーたちですらそうだ。──たった一人、ゲーム終しゆう了りようを見届けた少女、鈴藤小槙をのぞいて。

「鈴藤さんは、果須田裕杜に勝ったんだな……」

　天井に向けて握にぎりしめた拳こぶしを見つめ、祥は無意識に呟つぶやく。

　──俺は、果須田裕杜に勝つことができたのか？

　ゲームが行われる前と何も変わらない、普ふ段だんの生活に戻もどってからも疑問は消えなかった。

　何度も、同級生の少女にたずねようとした。

　だが、なぜか問いかけることができなかった。

　鈴藤小槙が、ゲーム前とあまりにも変わらなかったからだ。入院していた祥に会いに来るわけでもなく、祥が退院した後、学校ですれ違ちがっても目を合わせることもない。

　生死を分けるゲームをともにくぐり抜けたパートナーは、今も変わらず〝鈴藤さん〟という一人の同級生のままだ。

「俺なんか、視界に入らないってことかよ……」

　人類の頂点、果須田裕杜に対する挑戦は、終わった。

　勝利したのか、それとも敗北したのかも分からない。しかし、終わった。なにがなんだか分からないうちに。

　しかし、一つだけ分かっていることがある。

「俺は結局、鈴藤さんには追いつけなかったんだな」

　一人、小さく呟く。無意識に力がこもった拳とは対照的に、頭は冷え切っていた。

　小槙は〝ルール・オブ・ザ・ルール〟において、はるかに祥よりも上を行っていた。

「あんな思いは、もうごめんだ」

　反動をつけて、立ち上がる。

　窓の外を見ると、すでに陸地が遠くなっていた。

　デッキに散歩にでもいこうと考える。今の自分にまず必要なものは気分転てん換かんのようだ。

　キャビンのドアを開いた祥の視界を、一面の黄金が覆おおった。

「ソーリィ……」

　金色の壁かべがどいたかと思うと、そこに天使の微笑ほほえみがあった。

　祥と同い年くらいだろうか、異国の少女がこちらを見ていた。マリンブルーのワンピースを着た、長い金きん髪ぱつの少女である。あまりに現実離ばなれした金髪と青い瞳ひとみのコントラストに、少女の背中に翼つばさが生えているのでは、とすら思ってしまう。

　言葉を忘れて立ちつくす祥に目礼し、少女は廊ろう下かの先へと小走りに去っていく。

　祥は無意識に少女の背中を見送り、我に返った。

　少女の向かう先、廊下の奥には、白シャツを着た数人のスタッフらしき人ひと影かげがあった。少女は彼らを追いかけているように見える。

　スタッフに用があるのだろうか──そう考え、ふと疑問をおぼえた。

　メガシップの内部は、一四階構造となっている。三階までがモータ室や電気室、自家発電機室など、動力に関わる機関が置かれている。一○階から四階までは、主に船室やレクリエーション施し設せつといった居住区だ。カジノやサウナ、ロック・クライミングなど娯ご楽らく施し設せつだけでなく、医い療りよう室やライブラリまで各種設備がとり揃そろえられている。

〝うてな〟の内部で最も大きな施設は、一○階にあるメイン・ホールだ。三階分のフロアを吹ふき抜ぬけにし、コンサートホールほどの面積を誇ほこる大広間である。ジョセフ・ヘンリー対〝ヘラナ〟のチェス対決は今夜、メイン・ホールで行われる。

　祥のいる場所は、四階の最も奥──チケットを取ったチカが故意に選んだのかどうかは分からないが、最も安い三等船室だ（ちなみにチカが泊とまるはずだったのは、一○階のセミスウィートである）。廊下の奥にはエレベータはなく、三階に下りるための非常階段があるだけだ。

「……散歩に寄り道はつきものだしな」

　祥はしばし考え、少女たちの消えたほうへと歩き出した。

　彼らの動向が気になった、というのもあるが、三階より下にある機関室や電気室に興味が湧わいた。先ほどの少女のように、用があってスタッフを追いかけたといえば口実になるだろう。最さい新しん鋭えいの航行システムの実物を見る機会など、めったにあることではない。

　スタッフと少女の後ろ姿は、すでに見えなくなっていた。足早にあとを追うと、廊下の突つき当たりで今にも閉まりかけているドアが見えた。階下へと下りる非常口だ。

「おっと」

　閉じる寸前で、ドアに手をかける。横の壁には、カード認にん識しき用の機械が設置されていた。オートロックのセキュリティ・システムだろう。

「さっきの子は、この中にまで入ってったのか？」

　スタッフに用があるにしても、もっと早くに声をかければよさそうなものだ。それとも彼女の足では追いつけなかったのだろうか。

　ドアをくぐり、階段を下りていく。

　光源は天てん井じようにある緑色の非常灯のみで、足元はかなり薄うす暗ぐらい。湿しつ気けから機械を守るために空調をかけているのだろう、乾かん燥そうした風が祥の頰ほおをなでる。ファンが稼か働どうする低い音が、足元のずっと下から響ひびいていた。

　３Ｆと壁に書かれたところで、金髪の少女を発見した。階段をはずれた通路の先で、開いたドアの前に立ちつくしている。

「おい、スタッフを見失ったのか？」

　祥が声をかけると、少女は弾はじかれたようにこちらを振ふり向いた。突とつ然ぜん、声をかけられたことによほど驚おどろいたのか、大きく目を見開いている。

「……？」

　眉まゆをひそめながらも、祥は少女に近づいていく。

　すると少女はドアの向こうを見て、じりじりと扉とびらから遠ざかった。

「どうした……？」

　少女のもとへやってきた祥は、ドアの向こうを見た。

　そこは駆く動どう用の電気室のようだ。開いたドアに『制せい御ぎよ盤ばん室』と銘めい打うたれたプレートがかかっている。広い空間の中に電気盤が整列していて、白シャツのスタッフ数人と作業員らしき人物がいた。そのうちの一人が、こちらに向かって笑え顔がおで近づきつつあった。

「どうかされましたか、お客様？　ここは関係者以外は立ち入り禁止となっておりますが」

「いや、キャビンの冷れい房ぼうをつけたいんだけど、リモコンがなくて──」

　考えておいた言い訳を口にしかけ、祥は目を見開いた。

　スタッフが、隠かくし持っていたスパナを祥めがけて振り下ろしたのだ。

「！」

　とっさに身をかわすことができたのは、狭せまいドア付近で男の動きが制限されていたからだった。後ろに退いて少女のそばに立った祥を、スタッフらは驚きの表情で見つめる。

　そこではじめて、祥はドアの向こうにいる作業員たちの手元を見た。彼らは盤の一つに黒い箱のようなものを取り付け、そこから伸のびたコードをノートパソコンに繫つないでいる。

「……用があって、声をかけようとしても気づいてくれなくて……ここまで来たら、あの人たちの様子がおかしくて……」

　祥の後ろで、少女が怯おびえた声で言う。英語だった。

　スタッフの姿をした男が舌打ちし、再びスパナを振り上げる。他の男たちも工具を手に、こちらに向かって駆かけよってきている。

「な、何なんだ、いったい！　離はなれてろ！」

　スパナによる攻こう撃げきをかわしながら、金きん髪ぱつの少女を突き飛ばした。「キャッ」という悲鳴を上げて、少女が遠ざかる。

「本物のスタッフじゃあなさそうだな……！」

　襲おそいかかるスパナをよけ、祥は男の腹にアッパー気味に拳こぶしをたたき込む。うめき声を上げて前のめりになった相手の延えん髄ずいめがけ、渾こん身しんの力を込こめて肘ひじを打ち下ろす。詰つまった悲鳴を上げ、男が床ゆかに倒たおれた。突とつ然ぜんのことで驚いたが、動きを見ると格かく闘とうの経験は少ないようだ。

　しかし、ドアの向こうからはさらに三人の男たちが向かってきている。

「さすがに一度に三人はキツイな……」

　祥は少女を振り返った。

「四階に戻もどれ！　船員にこのことを知らせるんだ！」

　叫さけんでから、少女の様子がおかしいことに気づく。少女は青い瞳ひとみを階段へ向け、息を吞のんでいるようだった。

　祥は少女の視線を追い、目をみはる。

　階段へと繫がる廊ろう下かの先に、小こ柄がらな少女がいた。

　年ねん齢れいは祥よりも年下だろう。両耳の上で束ねた髪かみは色素が薄うすく、光の反射率が高そうだ。大きく見開かれた瞳は、海面のように潤うるんでいる。身体からだつきを考えても、同年代の少女より顔は小さいだろう。ピンク色の唇くちびるは薄く開いたまま、凍こおりついている。キャミソールからのぞく白い手には、薄いアタッシェケースをぶら下げているのが見えた。

「また、女……？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく祥を、少女はきょとんとした顔で見返してくる。

「何してんの、キミたち？」

　固まったままの祥に向かって、男たちが襲いかかる。

「うあっ！」

　回かい避ひするのが遅おくれ、祥は壁かべに叩たたきつけられる。

　油断した……！

　工具による一いち撃げきを覚かく悟ごした祥の視界を、二つの黒い影かげが通り過ぎた。

　同時に、二人の白シャツが声もなく床に倒れる。

「な……？」

　呆然とする祥の目の前で、残る一人の白シャツに奇き妙みような二人組が躍おどりかかった。

　一人は二十代の半ばほどの青年だ。タキシードを着ているが、側頭部に比べて頭頂部の髪が長い、いわゆるモヒカン・ヘアをしている。凶きよう器きを持った男の腕うでを蹴けり上げる瞬しゆん間かんも、不自然なほど表情が動かない。
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　もう一人は、まだ若い女性だ。二十歳はたち前後といったところだろう。短く切りそろえた金髪に、カチューシャをしている。ただ服装はレストランのウェイトレスのような格好──メイド服というのだろうか、とにかく変わった衣い装しようを着ていた。恐おそろしく素す早ばやい動きで、掌しよう底ていを白シャツの顎あごに叩きつける。

　ほんの一瞬の間に、三人の男が床面に伏ふしていた。

「子供を相手に工具を振り回しているので、大人しくしてもらったが……できれば、状じよう況きようを説明してくれないか？」

　モヒカン・ヘアが涼すずしい顔でたずねてくる。メイド服の女性は倒れた男たちから凶器をはぎとり、通路の奥へ放ほうり投げている。

「ザキ！　クロハ！」

　キャミソールの少女が、ドアの前から叫んだ。彼女の視線の先では、作業服を着た男が機械を投げ出して逃にげだそうとしているところだった。

「あ、あれ、キャリア・ボックスだよ……！　なにか外部のプログラムを持ち込んでる！」

「お下がりください、あかりお嬢じよう様」

　モヒカンとメイド服が声をそろえ、作業服に向かって走り出す。

　男は慌あわてて逃げるが、走る速度がまるで違ちがった。あっという間に追いつかれ、肘ひじ関節を捻ねじり上げられる。

　あかりと呼ばれた少女の行動も、早かった。室内へ飛び込み、男が捨てた機械のそばへと駆け寄る。

「セキュリティの確かく認にんだけで済むと思ってたのに……なんでこんな面めん倒どうなもの見つけちゃうかなぁ」

　ぶつぶつと恨うらみ言のようなことを呟きながら、持っていたアタッシェケースを開く。

　ケースの中から取りだしたのは、サングラスにも似たバイザーだった。そこからコードが伸のび、金属質のグローブのようなものに繫つながっている。グローブからはさらに一本の接続端たん子しが伸びていた。

　あかりがバイザーとグローブを装備し、残ったコードを制せい御ぎよ盤ばんに差し込む。すると少女が顔にかけたバイザーが鈍にぶく輝かがやいた。グローブをはめた手で、宙をまさぐるように動かし始める。

「もうアウトプットされちゃってる。どうせデータベース目的の……って、あれ……？　何も……ないのに……」

　虚こ空くうに向かって手を動かしていた少女が、顔色を変えた。

「あかりお嬢様？　いかがされました？」

「どんどん、システムが増ぞう殖しよくしてる……これ──」

　少女が、何かを呟いた。男を拘こう束そくしていたモヒカンとメイド服が、目を見開く。

　ドア付近にいる祥と金きん髪ぱつの少女には、彼らが何を言っているのかさっぱり分からない。二人で顔を見合わせ、首をひねる。

「どうやって、これを……世界を滅めつ亡ぼうさせる気……？」

　あかりが呆然とした表情で、作業服の男を見上げた。

　だが、男のほうも彼女の言っている意味が理解できないようだ。苦痛に顔を歪ゆがめながらも、怪け訝げんそうに眉まゆをひそめている。

　あかりが真しん剣けんな表情で手元に視線を戻もどす。腰こしの前に両手を差し出し、せわしなく動かす。

「〝うてな〟の三階以下の、セキュリティを含ふくめる全システムをシャットアウト！　航行システムを衛星誘ゆう導どうから自動操縦に切り替かえ後、電力系統をバッテリーから発電機に変える！　暗くなるよ、気をつけて！」

　あかりの声がフロアに響ひびくと同時に、天てん井じようの照明がいっせいに消えた。だがすぐにうなり声のようなモータの駆動音が響き、ぽつぽつと照明が点灯しはじめる。多少、薄うす暗ぐらくなったが、真っ暗くら闇やみというわけではない。

「システムをフォーマットして、再起動させるよ。ザキ、間違ってセキュリティが復旧しないように常用電力のブレーカを落としてきて。各階に一つずつ、全部で三つあるから。ついでに他ほかに誰だれか怪あやしい人間がいないかも確認してきてね。セキュリティを落としちゃったから、電子ロックがかかってない場所だけでいいから」

「はっ」

　あかりの命令に従い、モヒカンの青年が動く。

「ウィルスを隔かく離りするためには、航行システムを一から組み直さなきゃ。いったい何時間かかるかなぁ……動かすだけなら、バージョン４くらいで大だい丈じよう夫ぶだよね。セキュリティさえ復旧させれば、ブリッジのコンピュータに入ってるバージョン８で上書きできるし。それにしても、どうしてコレが……灰火秋島で隔離されてるはずなのに……」

「おい」

　何一つ状況が理解できず、祥はあかりという少女に近づいていく。

　祥と金きん髪ぱつの少女の存在を忘れていたのか、あかりは彼らを見て慌てて口をふさいだ。

「え、えーと、何？」

「何？　じゃねーよ。一体、なにがどうなってんだ？　世界が滅亡とかなんとか、物ぶつ騒そうなこと言ってたけど……」

「あ、ああ、ジョークよ、ジョーク。気にしないで」

　祥は金髪の少女を振ふり返り、肩かたをすくめた。

　見ていると何やら大事のようだが、祥にはまるでワケが分からなかった。これまでの会話と状況から推測するに、白シャツたちはどうやら偽にせスタッフで、あかりという少女たちはセキュリティのチェックに居合わせた〝うてな〟の関係者のようだ。ただ船のスタッフにしては、目の前の少女や、やけに戦い慣れた使用人らしき人物たちはそうは見えないが……。

　不安げな顔をしている金髪の少女の腕をつかみ、祥はフロアを出ようとする。

「まあ、いいや。俺たちは関係ないから、上に戻るぜ。あとはよろしくな」

「あ、上には戻れないよ」

　立ち去ろうとした祥らに向かって、あかりが思い出したように言った。

「セキュリティを凍とう結けつしてるから、上に繫つながる階段のドアも、エレベータも使えないよ」

「……なんだって？」

「だから、三階より上には上がれないんだってば。わたしがセキュリティ・システムを作り直すまで」

「作り直すまでって……いったい、どれくらいかかるんだよ？　ちなみに俺はチェスを見に行くために、タキシードまで借りてるんだけどな」

　振り返る祥に向かって、あかりがにっこりと微笑ほほえんだ。

「ほんの五時間……ううん、六時間ってところかな」

　祥は思わず天井を仰あおいだ。

「俺はまだ、海も見てないんだぜ……」

　金髪の少女が、観念したように小さく吐と息いきを漏もらした。







　３　鈴藤小槙　その二




　楽団の緩ゆるやかなテンポによる演奏が、ホール全体に反はん響きようしていた。

　総勢で十人ほどの演奏者が、遠くで演奏しているのが見える。一見するとクラシックなヴァイオリンやチェロなどの管かん弦げん楽器のすべてに、コードのようなものが繫つながっていた。実際の音をマイクで集音するのではなく、電子式の楽器による演奏をスピーカに流しているのだろう。

　正装に身を包む乗客たちを照らしているのは、一定間かん隔かくで天井に吊つり下げられたシャンデリアだ。三階層分の空間を利用しているだけあって、天井はかなり高い。また天井部にぶら下がっているのは、シャンデリアだけではなかった。棒のようなものの先にレンズが備わった、カメラのようなものが無数に吊つるされている。

　メイン・ホールに並べられたテーブルには、色とりどりの食材が並んでいる。各国様々の料理が顔を揃そろえ、日本料理である寿す司しなどもある。またメイン・ホールの四方を囲む渡わたり廊ろう下かにも、無数のテーブルが並んでいた。ホールを一望できるとあって、それらは満席の状態のようだ。

　ホールの中央には、ぽっかりと無人の空間ができている。

　円状に床ゆかに差し込まれた棒と、そこから放たれる青いレーザ光線で囲まれたステージだ。

　ステージの中央には、純白の円えん卓たくと一対ついの椅い子すが鎮ちん座ざしていた。テレビカメラのセッティングを行う各国の報道関係者が、それらを囲んでいる。円卓の上には、白い電子コードが接続されたチェス盤ばんが置かれていた。

　メガシップ〝うてな〟、クルージング第一日目の夜。

　メイン・イベントであるチェス対決は、クルージングを通して二日間隔で全七戦が行われる。通算戦績が高いほうが勝利者であり、チェスの世界王者として認にん定ていされるのだ。約一時間後に控ひかえた対戦は注目の第一戦目とあって、観戦者たちも興奮しているようだった。

　ホールを流れる楽曲が、トランペットの単独演奏に変わる。

『レディース・アンド・ジェントルメン！　世界初の人間対コンピュータによるチェス世界タイトル戦が、約一時間後に迫せまりました。当ホールではこれより、この世紀の対決をいっそう盛り上げるべくプロポジション・ベットを開かい催さいいたします。希望者はお近くのスタッフにお声をかけ、換かん金きんをしたのちにベットしていただきますようお願い致いたします』

　英語、フランス語、日本語、と同じ内容のアナウンスがスピーカを震ふるわせる。

　天てん井じようから吊されたレンズが動き、頭上にいくつもの立体映像を映し出した。ジョセフ・ヘンリー、そして〝ヘラナ〟の戦績予想と決着するまでの時間予想を映した倍率表である。プロポジション・ベットとは、ようするに戦局を予想して金を賭かけるギャンブルのことだ。

「ノンスモークの映像投とう影えい装置や。たしか裕くんが考えた装置やったな」

　液体の入ったグラスを片手に、小槙は頭上の映像を見上げる。

〝うてな〟の製作には、日本の企き業ぎようによる投資も絡からんでいる。かつて果須田裕杜と契けい約やくしていた電子機器メーカーと、灰火秋一族が株主となっている開発会社の共同出資だったはずだ。

「ええな、これ。あたしの部屋にも欲しいわ」

　いつかのメーカーによる発表では、一組で数十万ドルという製作費がかかるそうだ。小槙の小こ遣づかいでは手が届くはずもない。立体映像投影装置の購こう入にゆう計画をあきらめた小槙は、ノンアルコールのシャンパンのお代わりを探すべくホールを歩く。

　プロポジション・ベットは船内の通貨であるアメリカドルを、船内でのみ使用できるチップに換金して賭けるようだ。他の乗客たちはおおいに盛り上がっている様子だが、小槙は興味がわかなかった。なにしろ賭けに費ついやすほど、手持ちに余よ裕ゆうはない。

　タキシードやドレスで着き飾かざった人々の間を、白いワンピース姿の小槙はあてもなく歩いていく。他の乗客と比べ、明らかに小槙は飾り気がなかった。とはいえ、まったく身なりを整えていないわけではない。髪かみをとかし、手首には叔父おじにもらった水色のブレスレットをしている。

「ケーキかプリンはあらへんかなあ」

　小槙がホールにやってきた目的は、チェス対決でも豪ごう勢せいな料理でもなかった。昼間、デッキから船室に戻るなり今まで昼ひる寝ねをしていたため、目が覚めてしまったのだ。小腹もすいたので、何か軽い食料を求めてのことだった。

　人混みの中をフラフラと歩いていると、前方に見知った顔を発見した。

　晶良だ。

　昼間と変わらず、水着の上に白衣という姿だ。彼女がドレスを着たら誰だれよりも夜のホールに映はえていただろうに、と小槙は残念に思う。

　晶良は数人の人物たちと話しているようだった。タキシードに身を包んだ男たちや、ウェイトレスにも似た──メイド姿の女性などがいる。どこかの資産家の使用人たちだろうが、それにしては人数が多いように思った。

　近づいていこうとして、小槙はふと、晶良から少し離はなれた場所にいる少年が目に入った。

　年ねん齢れいは小槙と同じか、少し上くらいだろう。無造作におろした髪は、金色というよりライオンの鬣たてがみを思わせる濃こい山やま吹ぶき色に近い。整った顔立ちは日本人に見えるが、タキシードに身を包んだ長い手足は同年代の日本人よりもスリムに思える。

　少年はグラスを口に運びながらも、ある一点から視線を外そうとしない。視線の先にいるのは、使用人たちの中央にいる長身の女性、晶良である。

「まだここは日本の領海内や。未成年の飲酒は犯罪やねんで」

　近づいていって声をかけると、山吹色の髪をもつ少年は身動き一つせずに目だけを動かした。

　少年の目つきは、外見の年齢に似つかわしくない鋭するどさを秘ひめていた。相手を観察するというより、威い嚇かくするような視線である。

「消えろ」

　少年が口にしたのは、日本語だった。言い放ち、再び視線を晶良のほうへともどす。

「青春やなあ。思いきって声かけたったら？　あの綺き麗れいな女の人やろ？」

　小槙の言葉を、少年は完全に無視する。

「まあ、ええけどな」

　無視されることには、慣れていた。小槙はその場を立ち去ろうとして、向こうのテーブルにシャンパングラスが高く積み上げられているのが視界に入る。まだ手つかずのシャンパン・タワーである。

「……」

　少年の肩かた越ごしに、シャンパングラスの塔とうを見上げる。

　しばらくグラスの塔を見上げていると、少年がちらりとこちらを見たのが分かった。

　無言でシャンパンを見上げる小槙の視線を追い、再びこちらを向く。

　小槙はぼんやりとグラスを見上げ、呟つぶやく。

「あのてっぺんのグラス……あれ、ええなあ」

　少年はやはり小槙を無視し、顔をそむける。

　黙だまり込む二人の間を、楽団の軽快な演奏が流れる。

「……おい、バカ」

　耐たえかねたように少年が顔を上げたのは、楽団の演奏が三曲目にさしかかったころだった。

「人のことをバカいう人が本当のバカらしいで。なんやねん」

「あそこのグラスをとったら、オレの目の前から消えてくれるのかよ？」

「とってくれるん？」

「ずっとこっち見られてると、気持ち悪いんだよ。ヘンな女だな、お前」

　脅おどしてもムダだと悟さとったのか、少年が呆あきれた顔でこちらを見る。その表情は、先ほどとはうって変わって、幼さの残る十代半ばの少年そのものだった。ライオンはいま満腹なんやな、と小槙は妙みような感想を抱いだく。

「でも、君やと身長がちょこっと足りひんで。どうやって伸のびるん？」

「伸びない。乗る」

　言うなり、少年がためらうことなくテーブルの上に飛び乗った。

「だいたい、未成年の飲酒が犯罪だっつったのはお前だろうが」

「飲まへんよ。欲しいだけや」

「バカと煙けむりは高いところが好きって知ってるか？」

「登山家はバカやあらへん」

　言いながらも、小槙はあることに気がついていた。人が一人テーブルに飛び乗ったというのに、音一つしないどころか、シャンパングラスの表面には波は紋もんの一つも浮うかんでいない。

　周りの視線が集まるが、少年は涼すずしい顔でタワーの頂点にあるグラスに手を伸ばした。

　──しかし、小槙と少年が見ている前で、横から伸びた手が目的のグラスを摑つかんだ。

「王子様の役目を奪うばってしまうのは不本意だけどね。そんなはしたない取り方は、紳しん士しとはいえないんだよ」

　発音のよい英語で言ったのは、長身の男性だった。

　真っ白なスーツと肩かたまである金きん髪ぱつが印象的な男である。三十代半ばくらいに見える彫ほりの深い顔には、野性味あふれる微び笑しようが浮かんでいた。少年が野生の肉にく食しよく獣じゆうならば、こちらは調教された大型の猛もう獣じゆうというところだろう。

「てめえ……」

　低く唸うなる少年を無視し、男が小槙にグラスを差し出した。長い指でグラスを摑む手の甲こうには、披ひ針しん形の葉と一ひと重えの白い花のタトゥが彫られていた。キョウチクトウという植物である。キョウチクトウの花言葉は、〝強力な力〟だ。

「どうぞ、可愛かわいらしいプリンセス。名もない騎士ナイトからのささやかなるプレゼントです」

「おおきに。思いがけないところから現れるのは騎士ナイトの得意技わざやね、ミスタ・ヘンリー」

　グラスを受け取りながら、英語で返す。すると男──ジョセフ・ヘンリーが目を見開いた。「私の名を知っていたとは！　これでは、贈おくり物を差し上げて姿を消すわけにもいかなくなってしまった。騎士ナイトの駒こまを最も愛する私の戦い方も、理解してくれているらしい」

「そんなん、ここにいる人なら誰だれでも知っとるで」

　そっけなく言い放つ小槙の視界に、舌打ちして立ち去ろうとする少年の姿がうつる。

「おおきにな」

「オレは何もしてねえ──」

　不ふ機き嫌げんそうに振ふり向いた少年が見ている前で、小槙はシャンパンを一口で飲み干した。

　幸いにも、アルコール度は低いようだ。多少胸が熱かったが、目がくらむほどではなかった。

「……飲まないんじゃなかったのかよ」

「せやった。これであたしも同罪や。いっしょに目もく撃げき者から逃にげよ」

　空のグラスを持ったまま、小槙はジョセフ・ヘンリーのそばを離はなれて少年のもとへ向かう。

「やっぱりヘンな女だな、お前」

　少年が笑えみを浮かべた。両目を細め唇くちびるの片方だけを持ち上げる、独特の笑顔だった。

　その場を離れようとした二人を、背後からジョセフ・ヘンリーが呼び止める。

「プリンセス」

　軽い口調だが、迫はく力りよくが込こめられた声だ。無視することを許さない、息をひそめた猛獣のうなり声のようだった。

　振り向いた小槙を見つめ、ジョセフ・ヘンリーがたずねる。

「賭かけは、もちろん私に？」

「どっちにも賭けてへん。今夜のチェス対決には興味があらへんねん」

　平然と言う小槙を、となりにいる少年が意外そうに見つめる。

「なら、どうしてこの船に？」

「ただの暇ひまつぶしや」

「それなら、ちょうどいい。私に賭けてくれ。退たい屈くつはさせない」

　真しん剣けんな顔で言うジョセフの視線を、小槙は無言で見つめ返す。

　しばし考え、口を開く。

「問題や」

「……問題？　質問クエスチヨンか？」

「ある国では毎年、世界で一番遅おそい車を決める大会があんねん。最後に勝ち残った二台で決勝戦を競きそおうとしたけど、どっちのドライバーもいい加減うんざりや。二人が話しあった後に行われた決勝戦では、なぜか世界最速記録が更こう新しんされてん。なんでか、わかる？　いっとくけど、どっちのドライバーも勝負を諦あきらめたわけやあらへんで」

「なるほど、なぞなぞクイズというわけか」

　ジョセフが面おも白しろそうに笑い、キョウチクトウのタトゥが入ったほうの手で額を軽く叩たたく。

「ドライバーは互たがいの車を交こう換かんしたんだな。だから、相手の車を先にゴールさせようとした」

　男の解答は、早かった。小槙は頷うなずく。

「正解や」

「私に賭ける気になった？」

「一問目は、小手調べや。これからが本当の問題やねん。──この〝うてな〟よりおっきな船の無限にある船室のうち、ミスタ・ヘンリーが一○一号室におるとするで。満室の時、また一人客が増えてもうたらどないすればええ？」

「私が、となりの一○二号室に移ればいい。船室が無限にあるのなら、皆みなが一つずつ船室をずれればいくらでも一○一号室が空く。最初の問題より簡単だな」

「ほんなら、無限のお客さんが増えてもうた時は？」

「増えたぶんだけ、船室を移ればいい」

「ほんならあなたがどこの船室におるか、分からへんな。二度と会えへん。さよならや」

　言って、小槙はひらひらと手を振る。

　ジョセフ・ヘンリーの表情から、笑みが消えた。

「それは、困るな。君を招待できなくなる」

「やはり、一○二号室に移るのですよね？」

　楽団の演奏にも劣おとらない、軽かろやかな旋せん律りつのような声が聞こえた。

　聞き覚えのある声だ。顎あごを持ち上げて上を見ると、長い髪かみの女性が小槙の両りよう肩かたに手を置いて微笑ほほえんでいた。

　晶良である。

「こんばんはグツド・イブニング、小槙さま。またお会いしましたね。キリンさんもごいっしょだったのですね」

「こいつのこと知ってんのか、晶良？」

「私が先に見つけたんですよ。だから、所有権は私にあります。とっちゃイヤですよ？」

　大人と少女の入り交じった微び笑しようを浮うかべた晶良が、背中から小槙を抱きしめる。二人の身長差だと、小槙の頭は晶良の胸むな元もとに位置する。温かく柔やわらかな感かん触しよくが後頭部に触ふれる。

　少年と晶良は、すでに顔見知りのようだ。キリン、というのが少年の名前だろうか。

　キリンが真顔で言い放つ。

「勝手にしろよ。オレはいらねえ、そんなの」

「人のことをモノみたいに言わんといてや」

　小槙は抗こう議ぎするが、晶良は彼女を手放すつもりはないようだ。上じよう機き嫌げんに小槙を抱いたまま、ジョセフ・ヘンリーに向かって笑顔を振りまいている。

　ジョセフが口の端はしを持ち上げた。

「麗うるわしきプリンセスは、すでにそちら側の手におちているということかな？」

　晶良は〝ヘラナ〟の製作者の一人である。ジョセフ・ヘンリーにしてみれば敵てき陣じんの人間だ。

「いいえ、この方は中立ニユートラリテイです。それよりも、解答に納なつ得とくされていないご様子ですね？」

「当然だ。となりの船室に移るだけなら、最初と同じだろう。一つしか船室が空かない」

「移動するのは、ミスタ・ヘンリーだけではありません。乗客全員が、今いる船室番号に２をかけた番号の船室に移るのです。……ね？　奇き数すうの番号の船室が無限に空いたでしょう」

「正解や」

　ジョセフ・ヘンリーの視線が、晶良から小槙へと移る。

「私が間ま違ちがえるまで、問題を出しつづけるつもりだった？」

「さあ、どやろな」

　男が、軽く首を振った。肩をすくめ、射い貫ぬくような視線で小槙を見み据すえる。

「今度は私からの問題だ。なぞなぞじゃない、質問だけどね。欲しいものができた時に、最も重要なものとは何だと思う？」

「代だい償しようと契けい約やくや。代償はお金にかぎらへん」

「不正解。力と、ココさ。代償は必要ない」

　ジョセフが、自らのこめかみを指先で軽く叩いた。笑えみを残し、小槙に背を向ける。

「作戦変へん更こうだ。今夜のタイトル戦で〝ヘラナ〟に勝利したら、あらためて君を誘さそうことにしよう。楽しみに待っていてくれ」

　言い残し、ジョセフ・ヘンリーが人混みの中へと姿を消す。

「気をつけてください、小槙さま。彼は本気です」

「わかっとる」

　囁ささやく晶良に対し、小槙はコクリと頷く。

「こんなのでもモテるんだな。世の中、広いぜ」

　興味なさげに呟つぶやき、キリンが身を翻ひるがえす。

「女の魅み力りよくに国境と年ねん齢れいはないねんで」

「そうですよ、キリンさん。小槙さまは、誰だれが見てもとても魅力的だと思います。……どちらへ？　このあとのイベントは見ていかないのですか？」

「興味ない。眠ねむくなってきた。寝ねる」

「キリンさんは、いつも寝てばかりですね」

「うるせー」

　振り向くこともなく毒づくキリンの声は、たしかに眠そうだ。ホールを歩きながら、あくびまでしている。

「あの人も、灰火秋島に住んでるん？」

　晶良がようやく小槙から身を離はなし、頷く。

「ええ。ある高名な地質学者さまのお弟で子しさんです。でもいつもお手伝いをサボって、島の丘おかでお昼ひる寝ねばかりしているんですよ。今回は他国の学者さまたちの案内役として乗船したと聞いていますが……あの様子では、またサボっているみたいですね」

「怠なまけ者やなあ。人のこと、よう言われへんで。そう言えば、他ほかにも同じようなタキシードを着た人がたくさんおるなあ」

「灰火秋一族の当主様にお仕えする、執しつ事じやメイドさんたちのことですね。ほら、彼らです」

　白い指が指し示す先には、レーザ光線で囲まれた舞ぶ台たいがあった。そこでは船のスタッフらとタキシードを着た男女、さらにメイド服に身を包む女性たちが忙いそがしそうに走り回っている。彼らに指示を下しているのは、中背の老紳しん士しだ。高こう齢れいのようだが腰こしは曲がっておらず、てきぱきと部下たちを誘ゆう導どうしている。

「灰火秋島には、研究者しか住んどらんと思ってた」

「彼らも、もとは研究者、もしくは研究者になることを志した方々です。しかし灰火秋の当主様にお会いし、敬愛することで人生を変えられたのです。彼らは皆みな、当主様をお守りすることを誇ほこりに思っています」

　晶良の言葉に、小槙はある話を思い出していた。

　それは一部の科学者の間で、伝説のように語り継つがれている話だった。

　研究のために生き、研究に疲つかれ、目的を見失った者は灰火秋島へ向かうという。なぜならそこでは予言者の末まつ裔えい、灰火秋一族の長おさがあらゆる人々の未来を予言し、新たな目的を示してくれるからである。──小槙がその伝説を知ったのは、今は亡なき父につれられ他国の大学の講義を聴ききにいった時のことだ。もう何年も前の出来事だが、当時、小槙にその話を教えてくれた大学教授は、数日後に姿を消した。

「〝予言者〟の伝説やな」

「よくご存じですね。でもそれは、ただの迷めい信しんですよ」

「でもあたしは、何年も前から信じとった。〝ヘラナ〟の開発がはじまったのは、ちょうどあたしが生まれた頃ころらしいしな。予言者の伝説を教えてくれた人がいなくなった時、きっとあの人も〝ヘラナ〟に食べられてもうたんやなって思っとった」

「〝ヘラナ〟に……？」

「あたしが子供の頃の話や。かってに伝説の続きを考えてん。〝ヘラナ〟は灰火秋島の予言者が生んだ怪かい物ぶつで、島にやってくる人をみんな食べてまうんや」

「子供らしいお話ですけど、怖おそろしいですね。灰火秋島の人たちが皆いなくなってしまうなんて……想像したくありません。皆、良い人たちなのに」

「ごめんな」

「許しません」

　にっこりと微笑ほほえみ、晶良が小槙の頭をなでまわす。なでられているうちに、頭頂部が火ほ照てってきた気さえする。このままやと大火事や、と小槙はぼんやり考えた。

「それに怪物なら、もういません」

　小槙の頭をなでる動作をやめ、穏おん和わな表情でたずねる。

「小槙さま。私からも質問をしてよろしいですか？」

「別にええよ」

「小槙さまは、天才という人種の定義をどう考えていますか？」

　唐とう突とつな質問だった。しかし小槙は即そく答とうする。

「真実を愛する人たちのことや」

「もう少し聴かせていただいても？」

「天才なんてもんは、必要性に応じているだけの存在や。偉い大だいな彫ちよう刻こく家が、まだ彫ほってもいない石の中に見いだす英えい雄ゆう像のようなものやねん。あるべきところに、ある。でもそれと分かる人は少ない。ただの優すぐれた人は、どこまでも広い有限を見ることができる。天才は無限を見ることができる。それだけの違ちがいや」

「心理学者の鈴藤敬けい三ぞう氏の理論ですね。彼の論文を読んだことが？」

「ちょっとだけな」

　鈴藤敬三は、小槙の実の父である。晶良に、小槙は姓せいを明かしていない。父、敬三は数年前に病で他界していた。

「鈴藤博士は、自らの論文の中でこうもおっしゃってました。優れた人物は可能なことをし、天才はするべきことをする。……その論理が正しいなら、当主様はきっと天才という人種に属しますね。彼は今まで誰もできなかったことを、しようとしている」

「当主様のしようとしてることって、何なん？」

「それはこの後、みなさんの見ている前でご紹しよう介かいします。──しかし、鈴藤博士の説が正しければ、世界にはきっと大勢の天才がいるのでしょうね」

「うん、たくさんおるで」

「果須田裕杜も、その一人だったのでしょうか？」

　果須田裕杜──。

　彼はあらゆる学問において、前人未み踏とうの理論を発表している。わずか十九歳の少年は、誰もが見いだせなかった領域を、まるで道ばたに生えた野の花のように次々と発見していった。

「果須田裕杜は、天才ともちゃうな。あれは、言うなら──」

「怪物」

　晶良が、言った。小槙はうなずいた。

「うん。晶良さんの言うとおりや。〝怪物はもういない〟」

「あの怪物に勝利した人物がいるとは、いまだに信じられません。その人もまた、怪物なのでしょうか」

「……」

　小槙は、最さい期ごに裕杜とともにした時間を思い出す。

　なぜ果須田裕杜に勝利することができたのか。

　それは、おそらく──。

「裕くんに勝つことができたんは、一人やなかったからや」

「え？」

「ううん、なんでもあらへん」

　晶良は、不思議そうな顔をした。だがすぐにまた笑え顔がおで問いかける。

「小槙さまは、怪物ですか？」

　その質問は、ただの冗じよう談だんだったのだろう。

　だが小槙はすぐに答えることができなかった。

　ズキン──となぜか胸の奥が痛んだ。

「あたしは、ただの人間や。天才ですらあらへん」

「よかった。こんなに可愛かわいらしい怪物がいたら、きっと世界中の人がだまされて食べられてしまいます」

　晶良は、にっこりと笑った。

「もう行くのん？」

「はい。──よかったら、明日の朝食をごいっしょしませんか？　ごちそうしますよ」

「助かるわ。さっきお土産みやげに灰火秋島名物いうへんちくりんな人形買ってもうて、お小こ遣づかいをほとんど使つこうてもうてん」

「そうそう。たまに灰火秋島名物といってガラクタを売りつける業者がいるので、注意してくださいね」

「……はよ言うてや……」

　キャビンで不気味なオブジェと化している物体を思い出し、気分が落ち込む。

　苦く笑しようを残し、晶良が小槙に背を向けた。

「なあ、晶良さん。〝ヘラナ〟は、本当に完成したん？」

　小槙は、たずねた。

　手すりに手をかけた晶良の脚あしが止まった。小槙を振ふり向き、静かな口調で言う。

「……果須田裕杜は怪物でしたが、人類の王でもありました。しかし、永遠ではなかった。怪物モンスターは姿を消し、これからは多くの人々が彼のあとを引き継ごうとするでしょう。ジョセフ・ヘンリーもその一人のようです。しかし」

　晶良の表情には、絶対の自信と覚かく悟ごが込こめられていた。

「次の怪かい物ぶつになるのは、当主様です。彼は……アキヒコ様は、そのためだけに生きています」

　小槙は黙もくしたまま、何も言わない。

「応おう援えんしてくださいね。〝ヘラナ〟が勝つように」

　晶良の長い髪かみがなびき、階段の下へと消えていく。

　楽団による演奏が停止した。

　数秒の沈ちん黙もくの後、囁ささやくように小さく流れ出したのは、澄すんだ女性のバックコーラスに乗せたテクノ調のＢＧＭだった。

　一人、取り残された小槙は、晶良が消えた階段を見つめる。

　──小槙さまは、怪物ですか？

　晶良の問いが、脳のう裏りをよぎった。

「あたしは……怪物やあらへんよ」

　ぽつりと呟つぶやく小槙には、その音楽が賛美歌ゴスペルのように聞こえた。







　４　春野祥　その二




〝うてな〟の三階に位置している電気室では、床ゆかの下から伝わる機械音しか聞こえない。

　聞いたところによると、唸うなるようなこの音は階下の発電機が動いている音らしい。

「あー、ヒマだ」

　床の上にあぐらをかき、壁かべによりかかった祥は呟く。

「……」

　バイザーとグローブを装着した少女、あかりはあいかわらず作業に集中していた。かれこれ数時間は宙で両手を動かし続けている。祥よりも二つ年下の十四歳というわりには、集中力はかなりのものだ。

「腹もへった」

　祥は呟く。

　あかりの家の使用人という二人、ザキとクロハは少女のそばでじっと周囲を警けい戒かいしていた。時折、非常用の内線でブリッジと連れん絡らくをとりに行くが、それ以外はあかりのそばを離はなれようとしない。常にあかりの身を案じ、祥や金きん髪ぱつの少女とは必要最低限しか口をきこうともしない。

「なんか息苦しくなってきた。空調まで止まってんじゃないか？」

　金髪の少女が、苦笑いを浮うかべた。彼女の名はリリィというらしい。歳としは祥と同じ、十六歳。アメリカからやってきたらしい。

「もうそろそろチェス対戦もはじまる頃ころだよな。なのに俺は、こんなところで何してんだか」

「ああもう、うるさいな！」

　堪こらえきれなくなったように、あかりが叫さけんだ。作業をしていた手を止め、バイザーを外して祥を睨にらみつける。

「こっちは地味な作業のぶっ通しで、アンタなんかよりも疲つかれてるんだからね！　横でブツブツ文句言ってる余よ裕ゆうがあるなら、わたしを励はげますくらいの気き遣づかいしてよ、バカ祥！」

「あかりお嬢じよう様のおっしゃる通りです。少しはリリィさまを見習ってください」

　メイド服の女性、クロハもまた祥を非難する。一方、モヒカン・ヘアの青年、ザキは我関せずでフロアの奥を見つめたままだ。

「いえ、ワタシは……」

　リリィが、微び妙みようにイントネーションのズレた日本語で言った。彼女は祥たちが日本人と知ってから、片言の日本語を使っていた。

「だったら、そっちも説明くらいしてくれよ」

「説明ならしたじゃない」

　祥の言葉を、あかりがそっけなく切り捨てる。

　確かに、現在の状じよう況きように関する説明ならすでに受けていた。

　彼女らの話によると、先ほどの偽にせ者もののスタッフたち──現在は用具室に閉じこめてある者たちは、果須田裕杜が考案した最新の航行システムが目的のスパイだろう、とのことである。この船のシステムを混乱させ、その隙すきに船のデータベースからそれらの情報を盗ぬすもうとしたのだろう。先ほどまでザキが尋じん問もんしていたが、彼らは作業の手順だけ命令されていたようだ。自分たちのしていることの目的も分かっていない様子だという。

　現在は、連絡をうけた本物のスタッフたちが船内をパトロールしているはずだ。ただし船の航行を止めるつもりはないようである。何十億円という金額が動いているクルージングだ。コソ泥どろのような犯罪者が見つかったくらいでは、中止にはできないのだろう。

「ちょっとやっかいなウィルスを入れられちゃったんだってば。この船は人工衛星を使った航行システムを使ってるから、へたすると衛星を通じて世界中にウィルスがばらまかれちゃう可能性だってあるの。だから仕方なく三階以下の管理システムを強制終しゆう了りようして初期化して、一から作り直してるんじゃない」

「灰火秋島がどうとか言ってたな」

　あかりの手が一いつ瞬しゆん、止まった。

「その箱みたいなのを見つけた時、お前が言ってたのが聞こえたんだよ」

　それに、世界が滅めつ亡ぼうするってのは──。

　たずねようとして、言葉を吞のみ込む。あかりや二人の使用人が、厳しい顔で黙だまり込んでしまったからだ。追つい及きゆうしても無む駄だなようだ。かわりに別のことをたずねる。

「あんたら、灰火秋島の人間なのか？」

「うん」

　あかりが頷うなずき、口をとがらせる。

「〝うてな〟のセキュリティのチェックをするっていう口実で、この船に乗ったのに……こんな面めん倒どうなことになるんなら、島にいればよかった。せっかく外の世界を見れると思ったら、見れたのは潮天空港から港までの道路だけだったし……」

　どうやらあかりは、灰火秋島から出たことがないらしい。

「灰火秋島の人間はみんな、おまえみたいにコンピュータに詳くわしいのか？　十四歳のガキにセキュリティのチェックをまかせる〝うてな〟もどうかと思うが……」

「あそこは研究者の島だからな。しかしあかりお嬢様は、その中でも特別に優ゆう秀しゆうな方だ」

　ザキという青年が言う。

「へえ、そうは見えないけどな」

　疑いの目を向ける祥に対し、あかりの目つきが険悪になる。

「ホントだよ。──そうだ、ヒマならこっちに来て、座って？　証しよう拠こ、見せてあげる」

「証拠？」

「予備のドギーをかしてあげる。はい」

　祥は言われるとおり少女のとなりに座り、差し出された物体を受け取った。アタッシェケースに入っていた、あかりと同じバイザーである。コードは少女のグローブへと繫つながっていた。

「ドギー？」

「このバイザーのこと。こっちのウェアラブル……手て袋ぶくろみたいなのは、マギー。いいから着けてみて。今、こっちのバイザーと設定を同期させるから」

　言って、あかりはグローブをはめた手を宙で動かしはじめた。彼女が何をしているのかまったく分からず、祥は眉まゆをひそめながらバイザーを装着する。

　その途と端たん──。

「うわっ……！」

　突とつ如じよとして、目の前の空間に無数の文字が浮うかんだ。

　慌あわててバイザーを外すと、再び殺風景な電気室に戻もどる。

「大だい丈じよう夫ぶ。すぐに慣れるよ」

　笑う少女の言葉を信じ、祥は再びバイザーをかけた。

「……！」

　たちまち、現実離ばなれした光景が目の前にひろがった。

　場所は、それまでいた電気室に間ま違ちがいなかった。しかし、自分の膝ひざ元もとには、光り輝かがやくアルファベットの群れ──パソコンなどの入力機器と同様のキーボードが浮かんでいる。それだけではない。頭上には、平面上の文字列が幾いく重えも浮かんでいた。その中の一つが眼前でズームアップされていき、目の前で停止する。

「立体映像投とう影えい装置……！　それも、こんなに小さな端たん子しで……？」

「もとは果須田裕杜がオープンソースにしていたソフトを、あたしなりにカスタマイズしたの。ハードは知り合いに造ってもらったんだけどね。本当は灰火秋島の外で使っちゃいけないものだから、秘密にしといてね」

　軽かろやかに指を動かしながら、あかりが言う。彼女の手元には、祥と同じように輝くキーボードが見えているのだろう。

「映像管理システムの復旧、完かん了りよう……と。それじゃ、ホールの映像投影装置に侵しん入にゆうするね」

　祥はあまり詳しくはないが、尋じん常じようでない技術であることは明白だ。あかりの実力はもちろんだが、灰火秋島は技術レベルの水準からして一いつ般ぱん社会とは異なるようだ。

「ただのガキじゃなかったんだな」

「……ログイン」

　むっとした声で、あかりが言う。

　次の瞬間、空中に浮かんだ文字列がものすごい勢いで後方へと吹ふき飛んでいく。まるで、Ｆ１カーで猛もう突とつ進しんしているかのようだ。

「おわっ……！」

　祥の視界で、はるか遠方から回転しながら一枚の扉とびらが飛来する。

　ぶつかる──そう思って身を硬かたくした祥の眼前で、扉はピタリと停止した。西洋の古城にありそうな、古風な観音扉である。バイザーの耳に近い部分から賛美歌のようなものが流れ、それはあたかも扉の向こうから流れてくるかのようだった。
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　扉の前に〝password ?〟という文字が浮かんだ。

　あかりが不可視のキーボードを叩たたく。




　　──Eternal personality──




　エターナル・パーソナリティ。和訳すると、〝永遠の人格〟だろうか？

　──扉が、開いた。

　賛美歌のボリュームが大きくなっていき、祥の目の前に巨きよ大だいな電子機器の群れが現れる。体育館のように、どこか面積の広い屋内施し設せつの映像のようだ。

『〝ヘラナ〟の大きな特とく徴ちようとしては、他のシミュレーション・マシンとは一線を画する新しい発想にあります』

　バイザーに仕組まれたスピーカから聞こえるのは、穏おだやかな日本語だった。喋しやべっているのは、若い女性のようだ。思わず聞き入ってしまいそうな、心地ここちの良い声である。

「ホールにある立体映像投影装置が流している情報を分ぶん岐きして、バイザーに取り込んでるの。話してる声は、晶良さんね。〝ヘラナ〟の完成発表をしてるんだと思う。チェスの映像と中ちゆう継けいも同じ装置で流すから、ここでこのまま見られるよ」

「晶良？」

「〝ヘラナ〟製作の助手をやってる人。優やさしい人で、あたしは島で晶良さんが一番好き」

　あかりがにっこりと笑う。心からそう思っているのだろう、その表情には屈くつ託たくがない。

「……助手？　〝ヘラナ〟は灰火秋一族の当主が、一人で造ってるんじゃなかったのか？　一族の研究は、島の人間にも明かしていないって聞いたことがあったけど」

「よく知ってるね。でも晶良さんだけは、例外。すごく頭が良いし、灰火秋一族の主治医もやってるの。それに──」

「それに？」

「ここだけの話だけど、晶良さんはね、当主様の、その……」

「ああ、なるほど。半分はもう身内みたいなもんってことか」

　あかりが言わんとしていることをさとって、祥は納なつ得とくした。灰火秋一族の当主は男性だときいている。晶良はその恋こい人びとなのだろう。

「ただのウワサだけどね」

　そう言うあかりの横顔から、表情が消える。表情豊かな彼女にしては、珍めずらしい態度だ。二人の使用人たちは、聞こえないふりを決め込んでいるようだった。

「あ、音声はリリィたちにも聞こえるよう、スピーカに伝えるね」

　あかりが手を動かす。すると、電気室の天てん井じように取り付けられたスピーカから音声が響ひびいた。

『……は、〝ヘラナ〟の脳ともいえるスーパー・コンピュータです。約二○○の演算装置を網あみ目め状に接続し、一秒間に五○○兆回の計算を可能としています。人間は脳のうの神経細さい胞ぼうであるニューロン間の情報交こう換かんによって、考え、記き憶おくし、経験していきます。〝ヘラナ〟もまた同じように、外部から与あたえられる情報をこれらのコンピュータによって演算し記憶していきます。そして、みずからにとって有益となる情報の経路を〝経験〟とし、〝ヘラナ〟のプログラムに組み込んだあとで初期化します。つまり、一度おぼえたことをプログラムに直接組み込み、記憶を経験に変へん換かんすることで計算時間を短縮することができます』

　祥の視界でコンピュータ群の映像が消え、次に浮うかび上がったのは意外な映像だった。

　ピンク色の身体からだを丸めた小さな個体──人間の胎たい児じの映像である。

『二つ目の大きな特徴は、〝ヘラナ〟が〝ヘラナ〟たる根こん拠きよともいえるシステムです。たとえどんなに高性能なコンピュータが豊富な情報を生もうとも、それを〝人間〟の形へと近づけるための基き盤ばんが必要です。人間の場合はＤＮＡ、すなわち遺伝子というプログラムに従って細胞を人間の形へと変えていく……たとえば、胎児の手はまず一つの細胞の塊かたまりから遺伝子によってあらかじめ決められた細胞を壊こわしていき、指を形成していきます。〝ヘラナ〟もまた同様に、無限に増ぞう殖しよくする情報や処理経路を人間の思考タイプに近づけるための、いわば〝型かた枠わく〟が必要でした。完成へ近づくための〝正常な自己破は壊かい〟をもたらすプログラム……それは、灰火秋一族の長年の研究なくしては完成に至らなかったでしょう。爆ばく発はつ的な侵しん食しよく性などいくつかのリスクを伴ともないますが、これによって──』

「よし、簡易版オペレーション・システムの組み立て完かん了りよう！　まずは三階以下の非常用電力を復旧させるよ」

　あかりが言って、指先で不可視のキーボードを叩いた。祥はバイザーを持ち上げる。

「ここから出られるのか？」

「三階以下の通路にちょっとだけ電力が戻っただけだよ。これから今組んだプログラムをインストールして肝かん心じんのセキュリティ復旧をはじめるから、もうちょっと待って。あと一時間くらいで、新しいプログラムで起動をかけられると思うから──」

　喋しやべるあかりの口を、ザキの手がふさいだ。

「なにか、聞こえませんか？」

　緊きん張ちようした青年の言葉に、一同は沈ちん黙もくする。

　発電機が動く音しか聞こえなかった室内に、わずかに何かを叩たたくような音が混じっていた。「この部屋の奥のほうからだ。エレベータか？」

「セキュリティはまだ凍とう結けつしたままだから、エレベータが動くはずないよ。もっと奥のほうから聞こえるような……」

　祥たちのいる場所からは、いくつかの扉が見える。別の通路や仮か眠みん室へつながっている扉だ。音はその中のどれからか聞こえてくるようだ。

　音は次し第だいに大きくなっていき、やがて何かが折れるような金属音が響いた。

　一つの扉が開き、中から二人の白シャツを着た男が飛び出した。

　クロハが警けい戒かいした様子で立ち上がる。

「あそこは、貨物室ですね……船のスタッフが、閉じこめられていたのでしょうか？」

　だが男はこちらを一いち瞥べつしただけで、別方向へと走り出していた。その先にあるものを見て、あかりが声を張り上げる。

「違ちがう！　ブレーカ！　今、電源を入れられたら隔かく離りしておいた前のシステムが生き返っちゃう！　非常用電力で通路の電子ロックが外れるのを待ってたんだ！」

「残党か……クロハはあかりお嬢じよう様を！」

　弾はじかれたようにザキが飛び出した。

「おい、ブレーカはこの下にもあるって言ってたよな」

　祥がたずねると、あかりは焦あせった表情でうなずいた。

「うん、二階と一階に一つずつ……！　あっちにも別の階段がある！」

「ちっ……！」

　祥は床ゆかを蹴けり、通路へ飛び出した。

　階段へと向かい、下の階に向かって一気に駆かけ下りる。

　二階に下りたところで、通路へ出る。『発電機室』と銘めい打うたれた扉を開ける。

「あの、ワタシ、一階を見てきます……！」

　背後で、リリィが階段を下りていくのを見て、祥は叫さけぶ。

「バカ！　行くな！」

「様子を見てくるだけですから……！」

「リリィ！」

　祥は、少女のあとを追いかけようとした。だが奥にある扉とびらが開くのが見え、立ち止まる。

　白シャツを着た大おお柄がらな男が、室内に飛び込んでいた。

「くそっ……！」

　やむなく祥は機材で入り組んだ室内に飛び込んだ。

　男と祥、そしてブレーカまでの距きよ離りは等とう間かん隔かくの三角形を描えがいていた。二人はブレーカに向かって全力疾しつ走そうする。

「なんだ、てめえは！」

「こっちの台詞せりふだ！」

　叫び、祥は男に向かって真横からソバットを繰くり出す。

　だが男は片手で祥の蹴りを受け止め、逆に祥の横よこ面つらに拳こぶしを打ちつける。

「ぐっ！」

　直ちよく撃げきを受け、祥は倒たおれそうになる。──どうやら最初に見た工作員とは違い、戦い慣れているようだ。体重差もあるため、やっかいそうな相手である。

　男が再びブレーカに向かって、走り出す。

　だが祥はとっさに男の服をつかみ、ブレーカに手をかけるのを阻そ止しする。

「邪じや魔まだ！」

　男が拳を振ふり回した。

　祥は身を沈しずませて攻こう撃げきをかわし、真下から男の顎あごにアッパーパンチを喰くらわせる。

「ってめえ……！」

　口から血を流し、男が祥を睨にらみつけた。祥はその顔面に、右ストレートを叩き込む。

「ぐあっ！」

「俺だって、好きでこんなところで殴なぐり合ってるんじゃないんだよ！」

　心から叫び、祥は男に向かってさらに殴りかかった。







　５　鈴藤小槙　その三




　囁ささやき声のような、静かな旋せん律りつがホールに流れていた。

　人々は静まりかえっていた。皆みな、息をひそませてその瞬しゆん間かんを待っている。

　ぽっかりと空いたステージに、一人の男が姿を現した。

　真っ白なスーツに身を包んだ、三十代半ばの白人男性である。肩かたまである金きん髪ぱつと、片手に彫ほったキョウチクトウのタトゥが照明に照らされ浮うかび上がっている。口元は自信に満ちた笑えみの形に歪ゆがんでいた。

　ジョセフ・ヘンリーだ。これまで五度のタイトル防衛を果たしている、チェスの世界チャンピオンである。人々の静かな喚かん声せいが、彼の登場を盛り上げた。

　ジョセフはレーザの囲いを抜ぬけ、ステージ中央の円えん卓たくに向かう。ゆっくりとした足取りで近づいていき、椅い子すに腰こしを下ろした。

　次は、挑ちよう戦せん者の登場だった。

　ジョセフの向かいの席に、一人の女性が近づく。

　感かん嘆たんにも似た、喚声が上がった。

　現れたのは、晶良だった。薄うすいドレスに身を包んだ美女に、ホールにいる誰だれもが目を奪うばわれているようだった。

　晶良はジョセフの向かいの椅子に座り、膝ひざの上で両手を重ねる。

　次の瞬間、晶良の胸むな元もとで光が弾けた。雷かみなりにも似た閃せん光こうが瞬またたき、斜ななめに浮かんだ〝ＨＥＲＲＡＮＡ〟の文字が映し出される。立体映像投とう影えい装置による映像だ。

　円卓に置かれたチェス盤ばんに、照明があたる。

　人々の頭上に、無数のチェス盤の立体映像が浮かび上がった。

『第一戦、開始』

　人間対コンピュータの世紀の一戦が、はじまった。

　先手は白の駒こまを手駒とする、ジョセフだった。

『白、ｄ４』

　静まりかえったホールに、無機質なアナウンスが響ひびく。

　頭上に浮かんだ立体映像の中で、白いポーンの駒がみずから前方に移動する。駒を動かすジョセフの手は映っていないところを見ると、円卓上の盤面を実際に取り込んでいるわけではないようだ。

　円卓の上で、黒の騎士ナイトが勝手に動き出した。他の駒の間をすり抜け、前線に出る。

『黒、Ｎｆ６』

　立体映像の中でも、同様に騎士の駒が動く。ジョセフがわずかに考え、静かに手を伸のばす。

『白、ｃ４』

　ホール内は、無言の緊張と興奮に包まれているようだった。誰も何も語らないが、何百といる観衆の息吹いぶきだけが不気味に充じゆう満まんしている。

　小槙は一人、渡わたり廊ろう下かのテーブルで眼下の光景を見下ろしていた。

「どっちが勝つと思う？」

　不意に頭上から声がかけられた。

　どさり、と乱暴に小槙の向かいの席に座ったのは、キリンだった。頰ほお杖づえをつき立体映像に投げやりな視線を送っている。

「キリンくん。眠ねむりに帰ったんとちゃうかったん？」

「灰火秋の連中に見つかったから、逃にげてきた」

「生きつ粋すいの怠なまけ者やなあ」

　言い、小槙はキリンの横顔からホールへと視線を戻もどす。

「キリンくんはチェスなんかよりも、晶良さんのことのほうが気になるんやろ」

「……なんでそうなるんだよ」

「キリンくんは面食いなんやね」
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「お前には何も感じないところを見ると、たしかにそうかもな」

「あたしもええ加減、傷つくで。なあ」

　無表情で抗こう議ぎする小槙の前に、影かげができる。

　横を見ると、いつの間にかタキシード姿の老人が立っていた。白髪をオールバックにした顔には、穏おだやかな笑みが浮かんでいる。

「失礼します、レディ。小槙さまでよろしいでしょうか？」

「どちら様？」

「はじめてお目にかかります。私は灰火秋島の当主様にお仕えしている者です。どうか富とみ二じ郎ろうとお呼びくださいますよう」

　うやうやしく一礼する老人を見て、キリンが「けっ」と顔をそむける。頭を上げた老人が、山やま吹ぶき色の髪かみの少年を一いち瞥べつする。

「キリンくん。君には賓ひん客きやくの案内をお願いしたはずですが？」

「全員、いる場所は把は握あくしてるよ。そっちこそ、あのお嬢じよう様はどうしたんだよ、もう脱だつ出しゆつできたのか？　まあ、オレはあいつとはほとんど面識がないから、どうでもいいけどな」

「それが、まだ……この富二郎、心配で身が裂さかれる思いです」

「あたしに何か用なん？　富二郎さん」

　小槙がたずねると、富二郎という老紳しん士しはこちらを向き直って再び頭を下げた。

「私としたことが……失礼しました。晶良さまより少々、頼たのまれたことがございまして」

「まさかと思うけど、あたしがゲームの途と中ちゆうで帰らんよう見張ってろとか？」

「いえ。観戦中、退たい屈くつをなさらないよう気配りをと。なにかご所しよ望もうのものがございましたら、どうかこの富二郎めになんなりとお申し出ください」

「やっぱり見張りやん」

「そういえば、そうですね」

　にっこりと笑う老人の笑え顔がおは、小槙を信用させるにじゅうぶんだった。小槙はあきらめのため息をつき、宙に浮うかぶ盤面へと再び視線を移す。

「晶良さまの言われた通りでしたので、すぐに小槙さまと分かりました。とても小さくてキュートな方とうかがっておりましたので」

「それは〝とても〟の意味が重要やな。〝とてもキュート〟ならええけど〝とても小さい〟やったら失礼きわまりないわ。なあ、キリンくん？」

「どうでもいい」

　──その後一時間は、戦局に大きな動きはなかった。互たがいを牽けん制せいしあっているのだろう、どちらも大きな手を仕し掛かけようとしない。しかし、それでも戦局は徐じよ々じよにジョセフ・ヘンリーに傾かたむいているように見えつつあった。

　静かに盤面が進行していくのを、小槙はだまって見守っていた。富二郎は、直立不動の姿勢で横に控ひかえている。席に座ることをすすめたのだが、彼は丁てい寧ねいに、しかし断固として座ることを拒きよ否ひした。「どんな時もすぐに動くことが、執しつ事じの最低限の務めですので」だそうだ。一方、キリンはというと、いつの間にかテーブルの上で気持ちよさそうに寝ね息いきをたてていた。

『黒、キャスリング』

　ざわ、と観衆からどよめきが上がった。

　小槙の視界の中で、ジョセフ・ヘンリーが目を見開いていた。

　周囲から「ここでキャスリングだって？」「序じよ盤ばんのサクリファイスは、このために……？」などと囁ささやく声が聞こえる。

　ジョセフが顔つきを変える。

「おお……！」

　そばに立つ富二郎が、歓かん声せいを上げる。〝ヘラナ〟が一転して攻こう勢せいにまわったのだ。灰火秋一族に仕える者ならば、当然の反応だろう。

　盤面で何が起こったのかというと、〝ヘラナ〟が騙しフエイクを行ったにすぎない。

　だが、それは誰だれもが予想しえなかった事態だった。

　これまでのチェス・コンピュータは、何手先まで先読みするかの能力を追求していたといえる。合理性に基もとづき、現在の盤面から発生しうる局面を考察していくのだ。そこにあるのはあくまで可能性の問題であり、ましてや相手の心理などは考えないし、考えることは不可能である。

　しかし〝ヘラナ〟は、ジョセフを騙だました。つまり合理的な手よりも、自らのピンチによって相手が一歩奥まで踏ふみ込んでくるという可能性を重視したのだ。コンピュータとしてありえない選せん択たくであるからこそ、ジョセフはまんまとひっかかってしまったといえる。ましてやジョセフは優ゆう秀しゆうなコンピュータ・プログラマだ、今ホールで一番驚おどろいているのは彼かもしれない。

「あれがほんまに機械なら、恐おそろしいわ。常識ではあり得んことやで」

「当主様がお造りになったものですから」

　富二郎が平静を装よそおって答える。だが上ずった声は、興奮を抑おさえきれていないことが分かる。冷静沈ちん着ちやくに見えて、意外と感情家のようだ。

　しかし、小槙は言った。

「でも〝ヘラナ〟は負けるで」

「……は？」

　ステージ上で、ジョセフが晶良を見つめた。表情に悔くやしさや驚きといった感情は見えない。タトゥの彫ほり込まれた手を、駒こまに向かってゆっくりと伸のばす。

　──数十分後。

　盛せい大だいな拍はく手しゆが、ホールを満たしていた。

　片手を挙げ、笑顔で声せい援えんに応こたえているのは──。

「まだ、ほんの一戦目です」

　小槙の横で、老紳士が不ふ機き嫌げんそうに呟つぶやいた。

　ステージ上で、ジョセフが対面に座る晶良を見つめ、口を動かした。

　小槙の視力は両眼とも二・〇である。チャンピオンの唇くちびるの動きも、はっきりと見て取ることができた。

　──私を、ナメるな。

　ジョセフ・ヘンリーは間ま違ちがいなく、そう言っていた。

　しかし晶良は、困ったような微び笑しようを浮かべただけだ。その表情には、まだ余よ裕ゆうすら感じ取ることができる。

「人類の王を引き継つごうとする者たち……か」

　ステージを見下ろす小槙を、ジョセフ・ヘンリーが顔を上げて視線にとらえる。

　男の目つきは、獲え物ものを狩かる獣けものの目に似ていた。
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「ガキがぁっ！」

　大男が繰くり出した拳こぶしを、祥は横に跳とんでかわす。

　そのまま祥は壁かべを伝う鋼管を蹴けり、宙に舞まった。バック転をする勢いで、男の脳天に膝ひざを叩たたきつける。

「がっ！」

「まともな殴なぐり合いで勝とうなんざ……ハナから思っちゃいねーんだよ！」

　祥は前のめりにうずくまった男の背後にまわり、首に両りよう腕うでを巻きつける。

「くっ……おおっ……！」

「事情は後で訊きくからな。とりあえずは寝ねてもらうぜ」

　男は両手を振ふり回して暴れたが、やがて糸が切れた人形のように脱だつ力りよくした。

「ちっ、思ったよりてこずったな……超ウルトラ・飛躍ジヤンプが使えればこんなヤツ、秒殺だったのに……」

　舌打ちし、そばに転がっていた機材搬はん入にゆう用のチェーンロックの鎖くさりで男を縛しばる。手足の自由を奪うばったことを確かく認にんし、祥は発電機室を飛び出した。

　通路を抜ぬけ、階段を下りる。

「！」

　一いつ瞬しゆん、階段の電灯が明るくなった。

　だがすぐに電灯が消え、非常灯が点灯する。

「ブレーカを入れられたのか……！」

　だが、すぐにまた切れたようだ。

　祥は急いで一階の通路に躍おどり出て、『駆く動どう機室』と銘めい打うたれたフロアに入る。

　低いうなり声を上げて動く、巨きよ大だいなモータの横を駆かけ抜けていく。すると、部屋の奥で床ゆかに座り込んだ金きん髪ぱつの少女の背中が視界に飛び込んだ。

「リリィ！」

　少女が振り向いた。彼女の手には、金属の長いパイプが握にぎられている。

　リリィのそば、壁の前に白シャツを着た男が倒たおれていた。

「大だい丈じよう夫ぶか……！」

「ワ、ワタシ……あの、これで、この人を叩いて……」

　駆け寄った祥に向かって、少女がパイプを持ち上げる。少女の手は震ふるえていたが、どうやら外傷はないようだ。背後から殴りかかったのだろう。

　祥は男のそばに寄り、首に手をあてた。脈は正常だ。気を失っているだけのようである。

「でも、ブレーカを入れられてしまって……すぐに切ったんですけど……」

「大丈夫だ、とりあえず上に戻もどろう。立てるか？」

　少女がこくりと頷うなずいた。

　そばに紐ひものかわりになるものがなかったので、男の上着を脱ぬがし、それできつく両腕を縛りつける。あとでザキかクロハに、倉庫まで連れて行ってもらうことにする。今は少女を安全な場所に連れて行くのが先決だった。

「様子を見るだけって言ってたじゃねーか。危ないマネするなよ、ったく」

「ソーリィ……」

　三階に向かう道すがら、祥はリリィに向かって言う。

「けどまあ、おかげで一人倒す手間が省けた。これでダメだったら、どうしようもないさ」

　階段をのぼる途と中ちゆうでやってきたザキと鉢はち合あわせし、状じよう況きようを説明する。彼は二階と一階に放置しておいた偽にせ者もののスタッフを、監かん禁きん場所の倉庫へ連行するために下に下りていった。

　あかりのもとへ戻ると、彼女は不機嫌な顔で彼らを迎むかえた。

「おかえり、役立たずクン」

「……やっぱりダメだったか？」

「ブレーカが入ったのが一瞬だったから、ウィルスはぎりぎり外部に転送されずにすんだよ」

「なんだ、びっくりさせるなよ」

　バイザーをつけたあかりの額を小こ突づく。そばにいたクロハが「あかりお嬢じよう様に何をするんですか！」と色めき立つ。

「でも、急な電圧変動でセキュリティの記き憶おく装置の中身が全部、吹ふっ飛んじゃったの！　ウィルスもそうだけど、フォーマットして作り直したプログラムもみんなまとめて全消去されちゃったんだから！」

「……おい、それってまさか」

　あかりの額をさすってやりながら、クロハが冷静な声で言う。

「仮か眠みん室に毛布と食べ物があったはずです。空調は利きいているので、風邪かぜを引くことはないと思います」

　祥は天てん井じようを仰あおいだ。

「クルージング初日から、電気室で一泊ぱくかよ……」

「システム間のネットワーク構築からやり直さなきゃいけないから、あたしなんか徹てつ夜や決定なんだからね！」

　涙なみだ目めで怒ど声せいを上げる少女の横に、祥は大の字に倒れ込んだ。

「チェスさえ見れりゃ、もうどうでもいいや……おい、あかり、さっきのドギーとかいうヤツをかせよ」

「やだ！　それより、あったかい紅茶もってきてよ！　仮眠室になかったら、窓やぶって壁かべをよじ登って上から取ってきて！　ダージリンじゃなきゃ飲まないからね！」

「あかりお嬢様。命がけになりますが、どうしてもとおっしゃるのならば私が」

「あの、ゴメンナサイ……ワタシのせいで……」

　──あかりが復旧作業を再開してしばらくすると、ザキが戻ってきた。彼によると、貨物室に隠かくれていた者たちも金で雇やとわれただけらしい。システムを破は壊かいしようとした目的はもちろん、首しゆ謀ぼう者が誰だれであるかは知らされていないようだ。本格的な尋じん問もんは〝うてな〟の警備員やスタッフにまかせるべきだとも言っていた。

　やがて再び映像管理システムの復旧が完かん了りようし、祥はあかりからバイザーを受け取った。

「ゲームが終わって、もうホールに誰もいなかったら笑えるな」

「黙だまって見る！」

　祥はあかりの横に寝ころんだまま、バイザーを装着する。

　空中にテレビ画面のような映像が映し出されていた。ホールのステージを映した映像のようだ。チェス盤ばんの立体映像が、テレビ映像を囲むようにいくつも浮うかんでいる。

「あ、ホントにもう終わっちゃったみたい。晶良さんが席を立ってる」

「勝敗は？」

　たずねる祥に対し、あかりが肩かたをすくめる。電気室のスピーカから女性の声が響ひびいた。

『お楽しみいただけたでしょうか？　結果は私どもにとって残念なものでしたが、これまでのチェス・コンピュータとは違ちがう〝ヘラナ〟の能力に皆みなさま驚おどろかれたことでしょう。念のために申し上げておきますが、この対戦にはチェス委員会の立ち会いのもと公正を期しております。決して誰かがコンピュータを操あやつっているわけではないことを、承知していただきますよう』

　ホールのステージ上で、白いドレスを着た女性が演説をしていた。その後方では、まだ円えん卓たくについたままのジョセフ・ヘンリーが不敵な笑えみを浮かべている。

「〝ヘラナ〟は敗れてしまったようですね……」

　クロハが無念そうに呟つぶやいた。灰火秋島に住む者としては、やはり灰火秋一族の当主が造った〝ヘラナ〟を応おう援えんしていたのだろう。

「勝ったのは、チャンピオンか……」

　祥は真しん剣けんな表情で、映像を見つめる。コンピュータ同士の予選における圧あつ倒とう的な実力から、祥は〝ヘラナ〟の勝利を予想していた。だが、ジョセフのほうも王者のタイトルは伊達だてではないようだ。

　──まだ、様子を見たほうがよさそうだな。

　心中で呟き、祥はあかりを見た。彼女は映像の中の女性に見とれているようだった。

「わあ、晶良さんのドレス姿なんてはじめて見た」

「美人だな。こいつが晶良ってヤツか」

「うん。キレイでしょ」

　言って、あかりが自分のことのように笑った。あまりに嬉うれしそうに笑うので、祥もつられて苦く笑しようを浮かべる。

「〝ヘラナ〟が負けたのに、悔くやしくないのか？」

「どうせ最後に勝つのは〝ヘラナ〟だもん」

　強がりを言う口調ではなかった。〝ヘラナ〟の勝利を信じて疑っていないのだろう。あかりは、さも当然といった感じだった。

『つきましては、〝ヘラナ〟の製作者にして我らが当主である灰火秋アキヒコが、乗客の皆さまがたにご挨あい拶さつをと申し出ております。彼は一族の規則に従って灰火秋島から出ることはできませんが、衛星中ちゆう継けいを通じてリアルタイムでコンタクトをとっています。よろしければ、そのままお聴ききください』

　祥は、身を起こした。

　灰火秋アキヒコ──灰火秋一族の当主の名だろう。これまで常に灰火秋島というヴェールに隠れ、決して表おもて舞ぶ台たいに出ることのなかった天才科学者だ。アキヒコという現在の当主だけではない。何代にもわたって秘密の歴史を守り続けてきた一族である。

　演奏がピタリと止やむ。

　宙に浮かんでいたチェスの盤面が、ノイズの波に吞のみ込まれた。

　次の瞬しゆん間かん、あまりにも意外な人物が映像に映し出された。

「な……！」

　映像を見た祥とあかりの驚きの声が、重なった。

　映し出されたのは、すました顔をした一人の少女だった。静止画像か、それとも写真のようなものを投とう影えいしているのだろう。白いドレスを身に纏まとい首にはチョーカーを巻いている。髪かみをおろしているせいか、映像に映る顔は実物よりも大人びて見えた。

　祥は、声を発することもできず、となりにいる少女を見る。

　少女もまた、声もなくこちらを見つめていた。

　──今まさに祥の目の前にいる少女、あかりが画面に映し出されていた。
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『まずは、諸君らの前に姿を現せないことを謝罪する』

　スピーカから聞こえたのは、男性のものだった。

『私は一族のしきたりで、誰にも顔を見せることができない。したがって代理として、この世で最高の美女をご覧頂こうと思った次し第だいである。私のこの世でたった一人の妹、あかりだ』

　まだ若い声だ。口調は冷静だが、人間の鼓こ膜まくを力ずくで震ふるわせる力強さを秘ひめている。

　ホールを映している映像の中では、人々が笑っている姿がはっきりと映っていた。ステージ上の晶良もまた、可笑おかしそうにくすくすと肩を震わせている。

「お前、灰火秋アキヒコの……？」

　祥は、となりにいる少女を凝ぎよう視しした。

　あかりもまた、耳まで真っ赤に染まった顔をぎこちなくこちらへと向けた。小刻みに震える手でＶサインをつくる。

「灰火秋あかりでぇす。ヨロシク……」

　あまりに予想外な展開に、祥の声はかすれていた。

「マジかよ……灰火秋一族は誰だれにも姿を見せないんじゃなかったのか？」

「それは、当主を継つぐ人間に限定されてるのよね……」

　愕がく然ぜんとする祥から、頰ほおをひきつらせたままのあかりが視線をそらす。

『私が灰火秋一族の当主、アキヒコである』

　青年の声が、堂々と宣言した。

　画面の中で、晶良を含ふくめる使用人と思われる人々がいっせいに頭こうべを垂れる。祥らのそばにいるザキとクロハも、その場で頭を下げていた。

　映像を見上げ、あかりが顔色を変える。

「え……ち、ちょっと！　まさか、このまんま？」

「そうみたいだな」

「ぎゃー！　信じらんない！　ぜったい消してやる！」

　悲鳴を上げ、あかりがグローブをはめた手を必死に動かす。

『あらためて、我が〝ヘラナ〟にふさわしい舞台を与あたえてくれた者たちに感謝する。また、我ら灰火秋一族の挑ちよう戦せんを受けてくれた、誇ほこり高きチャンピオンにも』

　息をのむ観客たちの中、スタッフがジョセフ・ヘンリーのもとへマイクを運ぶ。

『じつにユーモアのある機械を造りましたね、ミスタ・アキヒコ。たしかにこれまでのチェス・コンピュータとは違ちがうようだ。まんまと騙だまされてしまったよ』

　ジョセフの表情は、しかし言葉とは裏腹に余よ裕ゆうに満ちている。

　アキヒコの返答は、早かった。

『ありがとう、チャンピオン。〝ヘラナ〟が実力を発揮できたのも、君の偉い大だいな力があってのことだ。研究者として、また挑戦者としてこれ以上の喜びはない。次の対戦が、楽しみだ』

　平へい淡たんで冷静な口調だ。第一戦目に敗北したことを悔しがるどころか、相手を見下しているかのような悠ゆう然ぜんとした話し方である。

　そんなアキヒコの態度が、気に入らなかったのだろう。ジョセフが笑えみの質を変える。

「まるで二人とも、自分が本当の王様だと言い張ってるみたいだな」

　祥もまた、笑みを浮うかべていた。戦意を剝むき出しにした両者のやりとりを肌はだで感じ取り、胸の奥が高こう揚ようするのが分かった。

　灰火秋アキヒコと、ジョセフ・ヘンリー。

　ジョセフ・ヘンリーは、前評判通りの実力を有しているようだ。第一戦目の成績と、彼の態度がそのことを物語っている。

　そして、灰火秋アキヒコ。声しか聞こえないというのに、祥はアキヒコの存在感に圧あつ倒とうされていた。ジョセフと話す口調に、考えるためのタイムラグがまったくないのだ。

　出会ったことのないタイプの天才たちを前に、祥の口元に自然と挑戦的な笑みが浮かぶ。

　あかりは、あいかわらず必死に手を動かしている。しかし、画面中のあかりの映像が消える気配は、まったくない。

「あかり……もういい加減、あきらめたらどうだ？」

　祥の声も、少女の耳には入っていないようだ。あかりの手を動かすスピードが加速していく。

　ほんの一いつ瞬しゆん、映像の中のあかりにノイズが走ったように見えた。

『ところで、このまま挨あい拶さつだけで去るつもりじゃなかろうね？　ここにいる皆みな、貴方あなたのエキサイティングな講義を期待している』

　ジョセフの言葉に、アキヒコはやはり即そく答とうする。

『もちろんだ。〝ヘラナ〟に関する宣伝をさせていただこう。賭かけの参考にでもしていただければ幸いだ。……第一戦目に関しては、少し遅おそかったようだがな』

　ホールを映す映像の中で、再び乗客たちが笑う光景が見えた。

『〝ヘラナ〟の最大の特とく徴ちようは、ゲームの前に説明があったように、特とく殊しゆな構造と増ぞう殖しよく性にある。人間が人間の形をとるために不必要な細さい胞ぼうを壊こわしていく自じ滅めつ現象、アポトーシスと同様の働きをするプログラムが内在しているのだ。このプログラムがなければ、膨ぼう大だいな量のデータはガン細胞のように増殖して本体を自滅へと追いやってしまう。しかし、リスクもある。それは理論上、〝ヘラナ〟が侵おかせないコンピュータはこの世界に存在しないということだ』

　アキヒコの声がスピーカから流れる。

『〝ヘラナ〟はたとえどのようなプログラム──それが偶ぐう然ぜん性に基もとづいて生まれたバグだったとしてもそれが必要であるか、またそうでないかを判断し、必要なら自らに取り込んでしまう。そして、経路が確保されている空間に増殖し、書き換かえていく。──安心してほしい。〝ヘラナ〟は灰火秋島で完かん璧ぺきに外界から隔かく離りされているので、決して外部に侵しん食しよくすることはない』

〝ヘラナ〟、増殖、灰火秋島──それらのキーワードを聞いて、祥はあかりを見た。

「おい、あかり……増殖だとか灰火秋島だとか、気のせいかさっきお前が言ってたことと似てるような気がするんだけどな」

　あかりはしばらく黙だまっていたが、やがて諦あきらめたように嘆たん息そくした。

「うん。駆く動どう系のシステムに持ち込まれたのは、〝ヘラナ〟に組み込まれてるはずのプログラムと似たものだよ」

「似たもの……？　じゃあ、本物じゃないのか？」

「わたしも最初、本物かと思った。おかげでずいぶん焦あせっちゃったけど……」

　あかりが真しん剣けんな表情で続ける。

「さっき、ブレーカが一瞬だけ入ったでしょ？　本物だったら、それだけでもう完全に生き返っちゃうはずだったんだ。でも、自己再生の速度は、思っていたよりも全然遅かった……ここから侵入したのは、偽にせ物もののプログラムだよ。どこから情報が漏もれたのか知らないけど、プログラムの切れ端はしを見て誰だれかが真似まねて作ったんだ。本物だとしたら……もう、とっくに衛星を通じて世界中に増殖がはじまっちゃってるはずだよ」

「偽物……」

　それまで黙っていたリリィが呟つぶやく声が聞こえた。祥が視線を向けると、彼女はニコリと笑って彼を見つめ返してきた。

「本物だったら、か」

　祥は、天てん井じようを仰あおぎ見た。あかりの話を聞くかぎり、〝ヘラナ〟はかぎりなく危険なプログラムを有しているようだ。それほどのものを造りあげた灰火秋アキヒコという人物に、いっそう興味が湧わいていく。

「なあ、お前の兄貴──灰火秋アキヒコってのは、どんな奴やつなんだ？」

「お兄ちゃん？　うーん、よく分かんない」

　手を動かしながら、あかりが首をひねった。

「分かんないって……そんなわけ、ないだろ。お前の兄貴なんだろ？」

「うん。でも実際に会ったことは一度もないもん」

　意外な答えに、祥は目をみはる。

　だがあかりは、それが当然とでもいうような表情で続ける。

「話をするのだって、いつも決まってパソコンのデジタル・フォンだしなあ。あっちはいつも真っ暗で何も見えないし。灰火秋一族の当主は、絶対に島から出ちゃいけないし、誰とも会っちゃいけないんだって。例外はお兄ちゃんの助手で主治医でもある、晶良さんだけ」

　少女の言葉は、感情を押し殺している様子もない。祥からすれば異質な関係でも、灰火秋島に住む彼女にとってはそれが普ふ通つうのことなのだろうか？

「……さびしくないのか？　実の兄貴と会えないんだぞ」

　祥はストレートにたずねた。

　あかりが苦く笑しようした。思い出したように、わずかな感情の切れ端が表情をよぎる。

「うーん、灰火秋島は、代々の灰火秋一族の当主が中心になってきた島らしいし。当主以外は、あたしも島の人たちも変わらないもん。あたしは灰火秋一族の研究なんて知らないし、〝ヘラナ〟にも触さわれない。コンピュータの勉強も自分でしたんだよ」

　キーボードの操作に集中しているせいだろう。祥の反応など気にしたふうもなく、少女は思い出したことをそのまま口にしているようだ。

「小さい頃ころね、あんまりお兄ちゃんがわたしの相手をしてくれないから、研究の邪じや魔ましてやろうと思って〝ヘラナ〟にハッキングしようとしたんだ」

　話すあかりの横顔は、楽しそうだ。

「その日から、わたしとお兄ちゃんの戦いがはじまったの。私は必死にコンピュータを勉強して、毎日のように〝ヘラナ〟に挑いどんだ。そのうちやっと防衛プログラムを破れるようになって……そしたら、今度はリアルタイムでセキュリティが組まれるようになった。それがお兄ちゃんだって、すぐに分かった。わたしがハッキングして、お兄ちゃんがそれを防ぐの。セキュリティが組まれる速度が遅おそい日は、具合が悪いのかなって思った。わたしは楽しいことがあった日はしつこくハッキングして、いやなことがあった日は何もしなかった。そういう日は決まってお兄ちゃんがデジフォンで話しかけてきて……〝今日の授業はボイコットか？〟って──」

　祥は苦笑した。祥のような外野から見れば異様でも、あかりにとってはそれでじゅうぶんに楽しいらしい。

「わたし、お兄ちゃんに勝つよ。勝ってから、お兄ちゃんに会いに行くの」

　あかりが笑う。彼女独特の、見る者まで笑わせる笑えみだ。「あかりお嬢じよう様……」とザキやクロハは複雑そうな顔であかりを見つめている。一方リリィは、微び笑しようして静かに話を聞いていた。

「さすが伝説の一族だな。世界一、ヘンな兄妹きようだいだ」

　笑いながら言う祥に向かって、あかりが舌を出す。

『それら数々のリスクを抱かかえてさえ、私が望むもの、〝ヘラナ〟が目指すもの……それはたった一つ。灰火秋一族が代々研究を受け継つぎ、手に入れようとしてきた存在──〝永遠の人格〟』

　バイザーの向こうに浮うかぶ仮想立体映像が、また切り替かわる。

　人間がこれまで歩んできた歴史が、次々と映し出されては消えていく。あらゆる時代の戦争、津つ波なみや地じ震しんなどの天災、産業革命から現代までの技術の飛ひ躍やく、また各時代、各世界のリーダーたちが映像に浮かんでいく。

『人間は、超ちよう越えつされるべき存在だ。たとえどれだけ長く生きても、どれだけ多くを引き継いでも、必ず消える運命にある存在。だからこそ変化が絶えない。変化は争いを生み、破は壊かいを招く──そう、かつての灰火秋一族の初代当主は考えた。変化することのない、変化する必要がない完かん璧ぺきで永遠の存在があれば、永遠の平和を生むことができる……それこそ、〝永遠の人格〟なのだ』

　完璧で永遠の存在。

　それは、まるで──。

「神様でもつくる気か？」

　祥はあぐらをかき、頰ほお杖づえをつく。

「今いま頃ごろ、ホールは大おお騒さわぎだろーな」

「お兄ちゃんなら、神様だって造れるよ」

　あかりが、言った。

「あの人は、怪かい物ぶつだもん。果須田裕杜と同じ、怪物」

「……」

　祥は黙って、少女を見る。二人の使用人やリリィも、静かにあかりを見ていた。

　あかりは真剣な表情で、ぽつりと呟いた。

「でもわたしは……永遠なんて、キライだな」

　スピーカを通し、アキヒコが続ける。

『諸君の困こん惑わくはもっともだ。だが、誤解しないでいただきたい。私は決して〝ヘラナ〟を信しん仰こうしているわけでも、またそれを使って人類を支配しようなどと非現実的なことを考えているわけでもない。あくまで人間型思考マシンの研究の、理想像をご説明したにすぎないのだ。私は宗教家でも哲てつ学がく家でもなく、あくまで科学者なのだからな』

　笑み混じりのアキヒコの声は、人心に安心感を植えつけるには十分すぎた。姿は見えないが、喋しやべり方を変えただけでこれほど魅み力りよくをふりまく声を祥は耳にしたことがない。祥には話の内容よりも、アキヒコという人物の存在のほうが非現実に思えた。

『〝ヘラナ〟に関するプレゼンテーションは、以上だ。今夜の対戦における〝ヘラナ〟の思考については後日、ログを提出する。私はこれで失礼させていただこう。〝ヘラナ〟に関する質問および取材への対応はすべて、助手の晶良に一任している。彼女を含ふくめ、〝うてな〟に乗る使用人は一人も除くことなく信用に足る部下たちだ。灰火秋島を訪おとずれる際にも、何かあったら彼らを頼たよりにしていただきたい』

　アキヒコの言葉に従うように、使用人たちが胸に手を当てて略式の敬礼をする。

『予定どおり航海が進めば、〝うてな〟は明日の午後にも灰火秋島に到とう着ちやくするだろう。これからの旅をいっそう楽しむ意味でも、諸君にはぜひとも島に足を運んでいただきたい。──我々は、諸君を歓かん迎げいする』

　友好的な声を残し、アキヒコの音声が消えた。同時に、ホールの上方に浮かんでいたあかりの映像も消え去った。

「うがー！　また負けたー！」

　降参を示すかのように両手を挙げるあかりに、問いかける。

「なんだよ、永遠がキライってのは」

　バイザーから、軽かろやかな楽団の演奏が流れる。人々が席を立ち、思い思いに移動するのが見えた。メイン・イベントであるチェス対決の第一戦は、これで終しゆう了りようのようだ。

　あかりが何かを考えるように一いつ瞬しゆんだまりこんだ。やがてためらいがちに言う。

「永遠って、ずっとそのままって意味だよね？　そんなの、わたしは嫌いやだな」

　あかりの目が楽しそうに輝かがやく。

「あのね、晶良さんが言ってたんだ。世界の真ん中にいた完璧なパーフエクト王・キングがいなくなって、これからは他の天才たちがこぞって世界を変えていこうとするだろうって。それって、すごいことじゃない？　色んな人が、色んなところで世界を変えてやろうって思ってるんだよ？　そんな人たちがこれからどんなことをするのか、考えるだけでドキドキして眠ねむれないの。わたしも、いつか島を出てそんな世界が見てみたいなあ」

　あかりが笑みを浮かべ、拳こぶしを握にぎりしめた。

「だからわたし、決めたの。お兄ちゃんに勝って、それから意地でも灰火秋島を出てやるんだ。これから世界を変えていこうとしていく人たちを、この目で見てみたいもん」

　興奮した様子で語る少女は、祥の目にはとても新しん鮮せんに映った。

「あかりお嬢様、そのようなことをお考えだったのですか？」

「灰火秋島を出て行くだなんて……」

「ザキ、クロハ。このことは秘密だからね。富二郎にも言わないように。いい？」

　狼ろう狽ばいした様子の使用人たちに、あかりが命令する。

　リリィが祥のそばに寄ってきて、眩まぶしそうな笑えみを浮うかべた。

「楽しそうですね、彼女……」

　祥は頷うなずいた。

「世界を変えようとしてるやつらか……灰火秋アキヒコや、ジョセフ・ヘンリーも同じことを考えてるんだろうな」

　ニヤリと笑って、あかりに言う。

「お前もただ見るだけじゃなくて、自分で変えてみたらどうだ？　この世界を」

　あかりは、驚おどろいたようだ。目を丸くして、祥の顔を見つめ返す。

「わたしが……？」

「お前が果須田裕杜くらいになったら、俺が挑ちよう戦せんしに行ってやるよ」

「はあ？　祥が？　なんでそうなるわけ？」

　あかりは、祥の言うことを冗じよう談だんと思ったらしい。

「万が一、そんな事態が起こりえたとしても、祥みたいなヘナチョコに負ける気しないよ」

「〝挑戦者はいつも笑われる。それは挑戦者の仕事の一つでもある〟」

「……なに、ソレ？」

「やっとやる気がでてきたってことだよ」

　祥は笑った。

　バイザーをはずし、床ゆかの上に寝ね転ころがる。

「おまえの言うとおりだ。世界を変えていこうとするやつらがいる。そいつら全員に勝てるようじゃなきゃ、あのチンチクリンに勝つことなんて永遠にできないな」

〝ルール・オブ・ザ・ルール〟が終わってから、ずっとつかえていた胸のしこりの正体がやっと分かった気がしていた。

　あのゲームの中で、それまで妹の遺い影えいを追いかけていた自分に気づいた。

　同時に、自分よりもはるかに先の世界を行く少女の存在に気づいた。

　一つの目的がなくなり、新たな目標ができた。

『灰火秋島には、灰火秋の者の研究のテーマである〝人間〟に関する成果を展示した博物館、〝灰火秋冬とう鳴めい館〟があります。灰火秋冬鳴館は灰火秋一族の住居を兼かねた研究施し設せつでもあり、〝ヘラナ〟もそこに安置されております。年間で一万人もの観光客や研究者たちが訪れており、皆みなさまもぜひ観光の際には灰火秋冬鳴館に──』

　スピーカからは、晶良の声が流れている。

「さて」

　あかりの沈ちん痛つうな声が、電気室に重く伝わった。

「それじゃ、また地道な復旧作業に勤いそしむとしますか……」







　８　鈴藤小槙　その四




　クルージング二日目の朝は、とても清すが々すがしいものだった。

〝うてな〟の船先にあるデッキで、小槙は潮風に吹ふかれていた。

　今日の空も、快晴だ。

　こんな日は後方のデッキにあるプールで日光浴をするのも、悪くないだろう。泳ぐことはできないので、なるべく水面には近づかないようにしてだ。

「灰火秋島には、予定より少し早く到着するそうです。もう間もなく島が見えるでしょう」

　女性の声が聞こえたと同時に、小槙の頭の上に何かがかぶさった。

　見上げると、白くて軽い帽ぼう子しが乗っていた。

「あまり日に当たりすぎていると、日射病になってしまいますよ。それはプレゼントです」

　晶良が小槙のとなりに立ち、柵さくに手をかけて微笑ほほえみかけてくる。

「おおきに」

　見ると、やって来たのは晶良だけではなかった。昨夜、ホールで知り合った老紳しん士し、富二郎の姿もある。小槙に一礼する老人の表情は、どこか落ち着かなく見える。

「富二郎さんは心ここにあらずのようやなあ。どうかしたん？」

「ふふ、お仕えしているお嬢じよう様さまが、まだ天あまの岩戸から出てこられないので心配なさってるのです。頼たよりになる使用人たちもいっしょなので、大だい丈じよう夫ぶだと言っているのですが……」

「天の岩戸？」

「ご心配さしあげるのは、当然でございます。ああ、おいたわしや、あかりお嬢様……」

「ああ、昨夜、灰火秋アキヒコが現れた時に映像に出とったコやな。可愛かわいい子やったな。あれだけ可愛いと、気を抜ぬいたらすぐに悪い虫がつくで」

　小槙の言葉に、ますます眉み間けんに皺しわを寄せる富二郎。「悪い虫……そういえば、電気室には見知らぬ少年もいるとか……いや、まさか」などと老人は呟つぶやいている。

　穏おだやかな波を眺ながめる小槙の背中から、晶良が抱だきついてくる。

「なにしてん、晶良さん？」

「富二郎さんから聞きましたよ。昨夜の対戦で、〝ヘラナ〟が負けるなんておっしゃったそうですね？　だから、しばらくこのままの刑けいです」

「実際に当たったやん」

「応おう援えんしてくださいって言ったのに……小槙さまがそんなことを言うから、負けたんです」

「……好きにしたらええ」

　嘆たん息そくする小槙の頭を、晶良が上じよう機き嫌げんになでまわす。はっきり言って暑苦しいことこの上なかったが、何を言っても無む駄だなようだ。

　そこへ、新たな靴くつ音おとが近づいてきた。

「プリンセスは今、囚とらわれの身のようだ」

　ジョセフ・ヘンリーだ。昨夜のようなスーツ姿ではなく、長なが袖そでの白いシャツをラフに着こなしている。晶良に捕つかまった小槙のもとへやって来るなり、彼女の細い手をとって軽く口づけをする。

「お迎むかえに上がりました。いっしょにランチはいかがです？」

　小槙の目を正面から見み据すえ、ジョセフが微び笑しようする。すぐそばにいる晶良や富二郎は、彼の視界には入っていないようだ。

「ランチには時間が早すぎるで」

「ならば、デートをしよう。エスコートするよ」

　小槙の手をつかんだまま、ジョセフが視線を持ち上げた。晶良とジョセフの微笑が交こう錯さくする。

「彼女を解放してくれないか？　彼女の所有権は勝利者にこそある」

「ゲームはまだ第一戦を終えたばかり……勝利者を名乗るのは、少し気が早いのでは？　それに彼女は重罪を犯おかしたので、執しつ行こう猶ゆう予よ中なのです」

　晶良がにっこりと人なつこい笑えみを浮うかべた。常人ならば見つめられるだけで萎い縮しゆくしそうな男の視線を、まるで気にしたふうもない。

「あたしの意志はどこにあるん？」

　両者を見上げて首をひねる小槙を、ジョセフが見下ろした。

「プリンセス。昨夜、私はゲームに勝利したら、また迎えに行く……そう言ったはずだ」

「あたしは行くとは言うてへん」

「いいや、君は来なければならない。私が迎えに行くというのは、そういうことなんだ」

　ジョセフの口調が、低くなる。タトゥが彫ほられたジョセフの手に力が込められ、握られた小槙の手に圧力がかかる。

「……いつもそうやって女の人を誘さそっとるん？」

「時と場合による。言ったろう？　欲しいものを手に入れるには、力と頭脳があればいい」

「異議あり、です」

　小槙とジョセフの手に、あたたかい手が添そえられる。

「欲しいものを手に入れる手段は、思うことです。貴方あなたに力はあっても、思いは足りません」

　晶良だ。

　長身の麗れい人じんの視線は、まっすぐにジョセフを捉とらえていた。男の迫はく力りよくに圧おされているわけでも、口調を強くしたわけでもない。しかし、笑みを消した彼女の表情には、それまで感じられなかった不思議な力が感じられた。

「その程度の思いでは、小槙さまを手に入れることはできない」

「精神論を唱えるのは、君たちが〝力〟の使い方を知らない証しよう拠こだ」

　ジョセフが嘲ちよう笑しようを浮かべ、晶良を睨にらみつける。

　小槙は、そんな二人を見て不思議に思う。

　彼らは戦意を剝むき出しにして、何を手に入れようとしているのだろう？

　少なくとも、小槙そのものではないはずだ。ジョセフは完かん璧ぺき主義者なのだろう。彼は小槙が誘いを断り続けているからこそ、逆に手に入れようとしているだけだ。一方、晶良は単純に小槙を守ってくれているだけである。

「なあ、二人は本当は何が欲しいん？」

　小槙の問いかけに、ジョセフは即そく答とうした。

「玉座だ」

「玉座……？」

「チェスのチャンピオンの座などじゃない。本当の王様の席は今、空席だ。私はそこに辿たどり着く。君には、ぜひともその姿を見て欲しい」

　──怪物モンスターは姿を消し、これからは多くの人々が彼のあとを引き継つごうとするでしょう。

　ジョセフの言葉に、小槙は晶良が言っていた言葉を思い出した。

「晶良さんは？」

「私は〝ヘラナ〟の付属品にすぎません。私自身が望むものなどありません」

　晶良は小槙の頭の上で、微笑ほほえむ。

　小槙は、理解した。

　──二人とも、挑ちよう戦せん者なんやな。

　彼らは勝利に飢うえている。ならば、彼らを満たすものは一体なんなのだろう？　ジョセフの言うように、玉座──人類のトップに立つことなのだろうか？　それとも晶良の言っていたように、怪物になることなのだろうか？

　だが小槙は、その両方を手に入れていた人物を知っている。

　幼なじみの少年。人類の頂点に立っていた彼は、しかし孤こ独どくに病やんでいるように見えた。

　そして、小槙自身も──。

「ええよ」

　小槙は言った。

「貴方たちが王様になったら、デートでもなんでもしたる」

　ジョセフが笑んだ。

「チェス対決に勝利したら、という意味かな？　それともまた別の？」

「なんでもええ。あたしが王様と認めたらや」

「……いいだろう」

　ジョセフ・ヘンリーがニヤリと笑った。小槙の手をはなし、晶良を見る。

「ならば、〝ヘラナ〟ごときの相手をしている場合ではないな。失礼する」

　不敵な笑みを残し、ジョセフがデッキを去っていく。

「先に言われてしまいましたね」

　男の背中を見送りながら、晶良がクスリと笑った。

「いいんですか、小槙さま？　あのような約束をなさってしまって」

「晶良さん、がんばってな」

「戦うのは〝ヘラナ〟です。でも〝ヘラナ〟と小槙さまのデートも見てみたいです」

「おもろない思うで」

　小槙が再び海へと視線を戻もどすと、一つだけ高い波がこちらへと向かいつつあった。

　やがて波は〝うてな〟の横っ腹に突とつ進しんし、わずかだがデッキが傾かたむく。

　大波が去ったあとの水面は、穏やかなままだ。真っ青な海原うなばらを、〝うてな〟の舳へ先さきが真っ二つに切り裂さいていく。

「一つだけ大きな波が生まれるのは、地じ震しんが起きた証拠や。どこか近くが震源地みたいやな。波がきた方向を考えると、灰火秋島に近いみたいや」

　小槙は、独り言のように言う。

　晶良と富二郎が、沈ちん黙もくのうちに視線を合わせたのが分かった。

「そういえば最近、灰火秋島では地震が絶えへんそうやなあ。あそこは火山帯のど真ん中やから、島の人たちは不安やろな」

「島の者は、決して島を離はなれることはありません」

　富二郎が直立不動の体勢のまま、言う。

「皆みな、外の世界からやってきた者たちで、灰火秋島を……アキヒコ様を慕したっております。アキヒコ様が島をお離れにならないかぎり、彼らが再び外界へ戻ることはないでしょう」

「えらい人徳やな」

　──小槙の視界、水平線の向こうに、天に向かって立ち上る白い雲が見えた。

　いや、雲ではない。

　次し第だいにその姿がはっきり見えてくると、それが白い煙けむりであることが分かる。

　白い煙の次に見えたのは、三角形の尾お根ねだった。

　遥はるか向こうで三角形の面積は徐じよ々じよに大きくなっていき、底辺が不規則に拡ひろがっていく。

「あれが私たちの島、灰火秋島です」

　晶良が、言った。

　赤茶色の山が見え、緑に染まった大地が見える。

　白い煙は、尾根の最も高いものから立ち上っているようだ。

「中央にそびえているのが、灰雪山です。一年の間に数度、噴ふん煙えんを立ち上らせることがあります。今はちょうど、その時期にあたります」

「ふうん。ここから見ると、空へ還かえるドラゴンみたいやな」

　柵さくの前に立つ小槙を、プラス方向の軽い重力が襲おそった。かろうじて体感できるくらいの変化だったため、ふらついたのは乗客たちの中で小槙一人だけだった。

「船の速度が落ちとる」

　小槙は海面を見下ろし、言う。晶良と富二郎が顔を見合わせた。

「灰火秋島に近づいたからでしょう？　この大きさだと、だいぶ前からスピードを落とさないとならないでしょうし」

　小槙は海面に向かって人差し指と親指を向け、Ｌ字を作る。小槙の思考空間で、無数の数字が瞬しゆん間かん的に計算されていく。

「ちゃうな。向こうに見えてた漂ひよう流りゆう物との対比からすると、減速速度は毎秒で〇・一ノットというところや。このままやと数分で完全停止するわ。灰火秋島までぜんぜん足りひん」

　晶良が少し考え、小槙から身を離す。

「富二郎さん」

「確かく認にんしてまいりましょう」

　一礼し、富二郎は機き敏びんに身を翻ひるがえした。

　小槙の他ほかに、異変に気づいている者はいないようだ。乗客の誰だれもが、平和な船旅を満まん喫きつしている。水平線に見える灰火秋島に気づき、指をさしている人々も多い。

「一度、大きくスピードを落として、それからゆっくり島に近づいていくのでは？」

「そうかもな」

　話す二人に近づいてくる人物がいた。

　キリンだ。今まで寝ねていたのか、タキシードのタイが微び妙みようにズレている。

「もうすぐ着きそうだな。そのわりには、ずいぶん速度を落としてるみてーだけど」

　晶良のとなりで灰火秋島を眺ながめながら、山やま吹ぶき色の髪かみの少年が言う。

「分かるん？　キリンくん」

「誰だって分かるだろ。慣性の法則を知らねーのか？」

「普ふ通つうは、分かりませんよ。それを体感できるのは、きっとキリンさんだけです」

　苦く笑しようする晶良に対し、キリンは「そうか？」とどうでもよさそうな返事をよこす。

　三人はそれきり無言で、遠方に見える灰火秋島を眺める。

　だいぶ近づいたとはいえ、島の全景はまだ小槙が作った両手の輪っか内に収まるほど小さい。

　数分もすると、小槙の予言通り〝うてな〟は完全に停止してしまった。

　さすがに乗客の中には気づいた者も出始めた。不思議そうな顔で、近くにいたスタッフに話しかけている者もいる。

　後方のブリッジ正面に取り付けられたスピーカから、アナウンスが響ひびいた。

『お客様に申し上げます。当フェリーはただいま航行を一時停止しております。灰火秋島よりの連れん絡らくでは先ほど軽度の地震が生じ、その際に港の一部に亀き裂れつが生じた模様です。損害の確認と修復にしばらくの時間を要するため、今しばらくお待ちいただけるようお願い申し上げます。つきましては灰火秋島より、当船から灰火秋島への送そう迎げいクルーザーを用意させていただく次第です。クルーザーの乗員数は五○名から八○名となっております。ただいまから船室番号を読み上げますので、クルージングにて灰火秋島への上陸を希望する方は船前方のデッキにお集まりいただくようお願い致いたします。なお、港の修復が済み次第、当船も灰火秋島へ入港致します。辞退される方はそのまま……』

　アナウンスの途と中ちゆうで、富二郎が小槙たちのもとへと戻ってくる。

「大体は、ただいま放送されている通りとのことです。アキヒコ様のご指示により、島にいる使用人も港へ確認に向かっているそうです」

「そうですか。大したことがなければいいんですけど……」

　富二郎と晶良が話しているうちに、アナウンスにて順に船室番号が読み上げられていく。

　小槙の船室番号は、真っ先に呼ばれていた。じつは小槙のいるキャビンは、船室の中で最も高級なロイヤルスウィートルームである。

「一番に呼ばれるんは、気分ええなあ。せっかくやし、クルーザーを楽しむのも一興やな」

「えっ？　お前、ひょっとしてロイヤルスウィートなのか？」

　キリンが心底意外そうに、小槙を見た。

「うん。ええやろ」

「じつはすげぇ金持ちなのか……？　これっぽっちもそんなふうに見えねーけど」

「どういう意味やねん。でも船室は、勝手に用意してくれてん。毎月のお小こ遣づかいがドッジソンのメニューでいつも消えていくんは、金持ちとはいわへんのやろな、たぶん」

「そうだったのですか。それなら、意外と私たちの近くの船室にいらっしゃったのですね」

　晶良が微笑ほほえむ。

「晶良さんも、呼ばれたん？」

「ええ。キリンさんもですよね？　灰火秋の者は全員、呼ばれているはずです」

「灰火秋島に住んどる人は、みんなリッチなんやなあ」

　晶良が富二郎とキリンに向き直る。

「私はアキヒコ様にご報告があるので、小槙さまといっしょにまいります。キリンさんと富二郎さんはいかがなさいますか？」

「オレも行く」

「せやろなあ。晶良さんが行くねんもんなあ」

「うるせえよ」

　老執しつ事じは「あかりお嬢じよう様のご意向をうかがって参ります」と言って、デッキを去った。

　小槙は、灰火秋島へと目を向ける。

　予言者の末まつ裔えいが支配する島は、はるか彼方かなたで白い噴ふん煙えんを立ち上らせていた。







　９　春野祥　その五




　非常階段の入り口前に、少女の静かなカウントダウンの声が響いた。

「スリー、ツー、ワン……システム起動」

　ブウン、と命が吹ふき込まれたかのごとく、ドアの表面を光源が照らした。壁かべに設置されたカード認にん識しき装置のディスプレイに、システム起動の文字が浮うかぶ。

　階段を照らしていた非常灯が消え、白い蛍けい光こう灯とうが次々と点灯していく。

「うん、オッケー。システムに異状なし、正常に再起動を完かん了りよう……と」

　バイザーをかけたあかりが、安心したように微笑んだ。両手にはめたグローブから伸のびるコードは、壁の機械に接続されている。

　そばにいた祥、リリィ、そして二人の使用人たちもまた、安あん堵どの表情を浮かべる。

「ようやくここから出られるのかよ……もう昼前だぜ」

「災難イツツ・でしたねアンラツキー」

　背せ伸のびをする祥に対し、リリィが苦笑いを浮かべて言う。

「誰だれかが居い眠ねむりなんてしなきゃ、もっと早く出られるはずだったのにな」

「う、うるさい！　ゴロゴロしてただけの祥に言われたくないし！」

「あかりお嬢様。ドアを開けてもよろしいでしょうか？」

　ザキが懐ふところからカードのようなものを取り出し、壁の機械に通す。

　空気が抜ぬける音とともに、ドアが開いた。

「おお……！　あかりお嬢様！」

　ドアが開くのを待ちかまえていたように、タキシード姿の老人が現れる。銀ぎん髪ぱつをオールバックにした人物だ。彼のうしろには、やはりタキシードやメイド服を着た使用人たちが安堵の表情で駆かけ寄ってきている。

「あかりお嬢様、どこかお怪け我がはされておりませんか？　不ふ眠みんの作業でお疲つかれでしょう、すぐにキャビンにお戻もどりになられますよう……それとも、何か食されますか？　ザキ、クロハ！　お前たちはすぐにブリッジに行って、スタッフに事情を説明するのだ！」

「はっ」

　二人の使用人が声をそろえ、足早に廊ろう下かの奥へと姿を消す。

　一方、老紳しん士しに詰つめ寄られたあかりは、いっそう疲れた顔をしている。

「内線で事情は知ってるでしょう？　もう、子供扱あつかいしないでよ、富二郎」

「なにをおっしゃられます。私どもがどれほどご心配さしあげたか……」

「行くか、リリィ」

　狭せまい廊下で使用人たちに押し潰つぶされているあかりを一いち瞥べつし、祥はドアから廊下へと出た。金髪の少女が「そうですね」と頷うなずいて、祥に続く。

「あ、ちょっと！　祥！　リリィ！」

　あかりに向かって手を振ふり、廊下を歩いていく。

「さて、と……シャワーを浴びてから、デッキにでも行くかな。さっきのアナウンスだと、もう灰火秋島が見えるそうだし、何より外の空気が吸いたい」

「ワタシも、そうします。色々とアリガトウ」

　リリィが天使の笑えみを残し、通路の角を曲がって去っていった。最初に会った時はか弱そうに見えたが、意外としっかりしている少女だった。現に、過か酷こくな一夜を過ごしたわりには、通路を歩く足取りには疲ひ労ろうが見られない。

　祥は自分の船室に入り、手早く着き替がえをすませる。

　船の緊きん急きゆう停止を知らせるアナウンスは、電気室にも流れていた。放送があったのが先ほどのことなので、そろそろ島から迎むかえのクルーザーが到とう着ちやくする頃ころだろう。祥は島への先発隊のメンバーには呼ばれていないが、とにかく一刻も早く外の空気に触ふれたかった。

　キャビンを出て、エレベータへと向かう。だが搭とう乗じよう口は、大勢の乗客で混雑していた。先発隊を見送ろうとする野や次じ馬うまたちだろう。

　しかたなくエレベータを諦あきらめ、階段をのぼっていく。

　一○階へ着いたところで、階段の前の通路を一人の女性が通りかかった。

　ビキニの水着の上に白衣を着た女性、晶良だ。

　晶良が祥の視線に気づいたようだ。こちらを見て、戸と惑まどいの笑みを浮かべる。

「私に、なにか？」

「あ、いや」

「申し訳ありませんが、急いでおりますので……失礼します」

　人当たりの良い笑顔とともに一礼し、晶良が去ろうとする。

「待ってくれ」

　祥は無意識に女性を呼び止めていた。

「あんた、晶良って人だよな？　灰火秋アキヒコの助手の……」

「はい。そうですが……」

「どうやったら、灰火秋アキヒコに会える？」

　単刀直入にたずねる。

　晶良は少し考え、ニコリと笑った。

「歩きながら、話しませんか？　私、この先のエレベータまで行きたいのです」

　祥はうなずき、晶良のとなりを歩く。

「どのような目的で面会を希望なさっているのかは存じ上げませんが、アキヒコ様はどなたともお会いすることはできません。ご用件は、屋や敷しきの使用人がおうかがいします」

　歩きながら、晶良が社交的な口調で説明する。灰火秋一族の当主に会いたいという人間は、報道関係者も含ふくめて大勢いるのだろう。彼女の口調は慣れているようだった。

　祥は、そんな女性の態度を見ながら、やはりストレートにたずねた。

「一族のしきたりってやつか……でも灰火秋島には、灰火秋アキヒコの〝予言〟を受けに来る連中もいるんだろ？　そいつらはどうするんだよ？」

「……よくご存じですね。しかし、〝予言〟というのはあくまで伝説です。たしかに外の世界で目的を失った方々が、そんな〝伝説〟をたどって島にやってくることはあります。アキヒコ様は彼らの相談を受け、居場所を分けてさしあげるだけです。面会はある場所で間接的に行われます。もしかして、貴方あなたも同じような目的で……？」

「それは、灰火秋アキヒコ次第だな」

　祥は挑戦的な笑みを浮かべる。

「伝説の科学者が本当に天才だとしたら、勝負がしたい。この〝うてな〟の乗船券も、そのために手に入れた」

　晶良が、無言で祥の顔を見つめ返す。

　一瞬の沈黙が落ちた。

　やがて女性が吐息を漏らし、微笑を浮かべる。

「でも貴方は、もうすぐ死にますね」

　何の前まえ触ぶれもない予告に、祥の心臓が殴なぐられたように高鳴った。

　晶良が、悲しそうな表情でこちらを見つめていた。

「貴方は、冒ぼう険けん者の目をしています。探し物をしているのですね。でも冒険はとても困難で、命を貶おとしめようとしている。貴方は、勇ゆう敢かんなのでしょう。死を怖おそれない。でも、だからこそ死は誰だれよりも貴方を好むでしょう」

「……まるで、予言だな。灰火秋アキヒコに教わったのか？」

　低い声で言う祥に対し、晶良がうって変わって明るい笑みを浮かべる。

「パートナーを見つけてください。たとえ果てのない旅でも、ともに生きてゆけるパートナーを。貴方にはそれが必要だし、そのほうがきっと楽しいと思います。貴方はきっと大切な人のためならば、死を怖れることができる人だから……」

　言って、立ち止まる。エレベータの入り口は、すぐ目の前だった。

　エレベータが、到着した。

　祥が予想した通り、機内はほぼ満員状態だった。スペースは一人分しか残っていなかった。

　晶良が視線で「乗りますか？」とたずねてくる。祥は無言で首を横に振る。

「良い航海を」

　エレベータに乗り込み、晶良が屈くつ託たくのない笑顔を浮かべた。あまりに自然な笑顔に、祥は思わず見入ってしまう。

　扉とびらが、閉じた。

　祥は無言で立ちつくす。

　すると、廊ろう下かの先から、口論をする声が聞こえた。どちらの声も、聞き覚えのあるものだ。

「しかし、あかりお嬢じよう様。アキヒコ様もお嬢様の帰りをお待ちしておられますし……」

「アキヒコ様アキヒコ様って、そんなにお兄ちゃんが大事なら、富二郎たちが先に帰ってお兄ちゃんのところに行けばいいでしょ！」

「あかりお嬢様、私どもは」

「あたしのことだって、どうせお兄ちゃんの命令だからくっついてるんじゃない！」

「お、お嬢様！　そのようなことを考えておられたのですか……！」

　案の定、口論の主はあかりと富二郎だった。エレベータの前で待つ祥を見て、小さな少女が表情を輝かがやかせる。

「祥！」

　あかりが、祥のもとへと駆け寄ってくる。遅おくれてやってきたのは、富二郎という老紳士だ。背後には数人の使用人たちもついてきている。

「ねえ、祥も船に残るんでしょ？」

「ああ。俺の船室が呼ばれるのは、たぶん最後のほうだろうし……〝うてな〟が港に入れるようになるのを待つしかないだろーな」

「じゃあ、わたしもいっしょに残る」

「お嬢様……！」

　エレベータが到とう着ちやくした。

　今度は数人分の空きがあった。祥たちは機内に乗り込んでいく。

　エレベータが上じよう昇しようをはじめると同時に、老人が嘆たん息そくした。

「あかりお嬢様が残られるのならば、私どもも残ります」

「富二郎たちは先に帰りなさいよ！」

「これはアキヒコ様の命令ではなく、私どもの意志です。よいな、お前たち」

「仰おおせの通りに」

　使用人たちが声を揃そろえるのを見て、あかりは黙だまり込む。まだ不満はあるのだろうが、船に残ることに決まったことで一応は納なつ得とくしたようだ。

　エレベータがデッキに到着した。

　あかりは真っ先に外へ飛び出し、祥も少女に続く。

　眩まぶしい夏の日差しが、網もう膜まくを刺し激げきした。むせかえるような潮の香かおりが、鼻び孔こうをくすぐる。

　デッキには、大勢の乗客やスタッフが集まっていた。

　灰火秋島への先発隊を乗せるクルーザーは、すでに到着しているようだ。デッキにはクレーンに吊つるされたテンダーボート──救きゆう命めい艇ていを兼かねた小型船せん舶ぱくが用意されている。上陸希望者の選せん抜ばつはあらかた済んでいたようで、ボートはほぼ満員である。テンダーボートで一度海に下り、そこからクルーザーに乗り込むのだろう。

　あかりがボートに駆かけ寄っていく。富二郎は近くにいたスタッフに、乗船しないことを説明しているようだ。そこへ別のエレベータから、ザキとクロハが姿を現す。

　一足先に灰火秋島へ向かう人々を見送ろうと、デッキには大勢の見物人がいた。見物人の中には、リリィの姿もあった。最も遠くから見ているのは、シャツ姿のジョセフ・ヘンリーだ。

　スタッフの間で合図が交かわされ、クレーンが動き出す。

　祥は遠目にその光景を見つめ──。

「……」

　あり得ない人物と、目が合った。

　祥の呼吸が一いつ瞬しゆん、停止していたのは間ま違ちがいない。もしかすると、瞬間的に心臓も活動を止めていたかもしれなかった。

「す──」

　相手もまた驚おどろいていた──かどうかは、分からない。つばの大きい白い帽ぼう子しと白いワンピースを着たその人物は、こんな時でさえ無表情だったからだ。だが祥の目には、彼女もまた凍こおりついたように一いつ切さいの動きが停止しているように見えた。

　無意識に、祥は走り出していた。人混みをかき分け、激げき突とつするように柵さくに手をかける。

「鈴藤さん……！」

　柵から落ちる寸前まで身を乗り出し、下降していくテンダーボートを見下ろす。

　ボートに乗った少女もまた、取り憑つかれたようにこちらをじっと見上げていた。

　つい昨日、いつか追いついてみせると決心した相手だ。

　その人物がなぜか今、目の前にいた。

　少女──鈴藤小槙が、動いた。

　無表情にこちらを見上げたまま、片手を口にそえて声を上げる。

「春野くんのアホー」

　柵を摑つかむ祥の手に、無意識に力がこもる。ベリッ、と音を立てて柵の塗と装そうが剝はがれ落ちた。

　小槙は逃にげるように、祥から視線をそらした。他の乗員たちが怪け訝げんそうに彼女を見ている。

　ボートが海面に下ろされ、そばに停てい泊はくしていた大型クルーザーからボートへと折りたたまれた通路が降ろされる。

　船を乗り換かえた後も、デッキの上の小槙は決してこちらを見ようとはしない。白衣の女性、晶良が彼女のそばに寄り、何か話しかけている。さらにそのそばに寄っていったのは、山やま吹ぶき色の髪かみをした見知らぬ少年だった。

「どうしたの、祥？　誰だれか、知り合いがいたの？」

　あかりがそばにやってきて、祥の視線を追う。

「あの、晶良さんといっしょにいる女の子？　男の人のほうは……何年か前に灰火秋島に来た人だ。いつも怖い顔をしてるから、なるべく近づかないようにしてたけど……」
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　少女の声も、祥の耳には入らなかった。

　頭の中が真っ白になっていた。どうして祥の同級生の少女、鈴藤小槙がこの〝うてな〟に乗っていたのかは分からない。二日前、祥が彼女を誘さそった時は、「知り合いに会いに行く」という理由で断られてしまった。信じてはいなかったが、ひょっとしたら灰火秋島、もしくはこれからの航程にある場所に、彼女の言う知り合いとやらが本当にいるのかもしれない。あるいは、まったく別の理由で乗船していたのかもしれない。

　だが、はっきりと分かっていることが一つだけあった。

　それは──この世でもっとも言われたくない言葉を、この世でもっとも言われたくない相手に言われてしまったということだ。

「あとでおぼえてろよ、鈴藤さん……」

　怒いかりのあまり笑えみを浮うかべる祥の見ている前で、クルーザーが灰火秋島に向けて発進した。

　異変は、祥が海に向かって笑いかけている時に起こった。

　ドンッ、という腹に響ひびく重い音とともに、足元がわずかに揺ゆれたのだ。

「……！」

　祥は我に返って、デッキを振ふり返る。

　爆ばく発はつ音だ。

　富二郎たちも、ただならぬ事態を感じ取ったのだろう。彼らの反応は、素す早ばやかった。

「ザキ！　クロハ！」

　富二郎が鋭するどい声で、命令を下す。

　ショートカットの女性が素早くあかりのそばに寄り、モヒカン・ヘアの青年がデッキの入り口に向かって駆けていく。

　散らばっていた灰火秋の使用人が、あっという間にあかりの周囲を固めた。

「え……なに？」

　不安げなあかりに向かって、富二郎が冷静に笑いかける。

「ご心配なく。おそらくただの故障か何かでしょう。ザキがすぐに調べてまいります」

　しかし、老執しつ事じの言葉はすぐに裏切られることとなった。

　出入り口に向かったザキの足が、ピタリと止まったのだ。

　影かげになった向こう側から見えるのは、金属製の細い筒つつのようなもの──銃じゆう口こうだった。

「……！」

　ザキの前の通路から、マシンガンを抱かかえた男たちが飛び出した。

　悲鳴が巻き起こった。武装した男たちが素早くデッキに展開し、周囲の乗客たちを取り囲んでいく。ガチャリ、と銃を構える金属音が甲かん板ぱんを満たした。

　乗客たちの恐きよう怖ふの声は、すぐに消えた。デッキの空気が一瞬にして凍りついていた。

　驚おどろきと戸と惑まどい、そして恐怖に支配され、銃を向けられた乗客たちは身動き一つとれない。

　そんな中、平然とした顔でデッキの中央へ向かって歩く人物がいた。

　リリィだ。

「バカ、動くな、リリィ！」

　祥は少女に駆かけより、手をかけようとした。

　リリィが、振り向いた。

「！」

　少女の姿が、こつぜんと視界から消えた。

　次の瞬間には、祥のみぞおちに白い肘ひじが打ち込まれていた。

「っ……！」

　肺の空気をはき出す祥めがけて、一いつ瞬しゆんで懐ふところに飛び込んでいたリリィの指が迫せまる。

　祥の瞳ひとみが、赤く染まった。

　祥の視界ですべての時間が停止する。

　三次元に展開された空間で、少女の指の軌き跡せきと、それを避よけるための進路が浮かび上がる。だがその現象──祥の超ウルトラ・飛躍ジヤンプの能力は、一瞬で効果が消えてしまう。

「……！」

　祥は反射的に身をのけぞらせ、両眼に突つき刺ささろうとした指を避ける。

　一瞬、リリィが驚いたように口を開いたのが分かった。しかし、すぐにその場で一回転すると、空気を裂さくような後ろ回し蹴げりが祥の顎あごをとらえた。みぞおちへのダメージが抜ぬけていなかった祥は、まともに直ちよく撃げきを喰くらって後方に吹ふっ飛ぶ。

「祥！」

　あかりの悲鳴が聞こえたのと、背中に激痛を感じたのは同時だった。柵さくに激げき突とつしたのだ。

　どさり、と自分が甲板に倒たおれる音が耳元で聞こえる。

　リリィ……！　こいつ……！

　意識が急速に遠のいていく。

「おい、銃をよこせ」

「やめてぇ！」

　ソプラノの利きいた声と、あかりの叫さけび声が聞こえた。

「〝うてな〟はこれより、我々の指揮下に入る！　乗客の皆みな様には冷静な判断と、従順な態度を願いたい！　逆らう者は、このガキのように──」

　それがリリィの声だと分かるまで、数秒を要した。

　だが祥の抵てい抗こうも、そこまでだった。

　意識が途と絶だえる直前に浮うかんだのは、同級生の少女が去った後でよかったという他人ひと事ごとのような感想と、晶良の言った台詞せりふだった。

　──貴方あなたはもうすぐ、死にますね。

　祥の全身から、急速に力が抜けていく。

　銃声が、鼓こ膜まくを震ふるわせた。
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　クルーザーの甲板で、小槙は潮風に飛ばされないよう帽ぼう子しをおさえながら呟つぶやいた。

「あかん。あとで絶対しばかれる」

　となりにいる晶良とキリンが、小槙の様子を見て顔を見合わせている。

「あの、小槙さま。先ほどの方は、小槙さまのお知り合いなんですか？」

「どうしてあんなこと言うてもうてんやろ」

　次し第だいに大きくなっていく灰火秋島を眺ながめながら、ぶつぶつと呟き続ける。晶良の声などは、まったく耳に入っていなかった。

「なんや知らんけど、チャンスや思てん。悪あく魔まが囁ささやいてん。……ああ、殺されるかもとか思てきた。思えば短い人生やったわ。ドッジソンのメニューを制せい覇はできひんかったことだけが、唯ゆい一いつの心残りや」

　小槙に関してはそっとしておこうと決めたのか、晶良がキリンを見る。

「どうかしましたか、キリンさん？」

「……」

　キリンは、だいぶ離はなれてしまった〝うてな〟へと、厳しい視線を向けていた。

「晶良」

「はい？」

「この前の話、考えてくれたか？」

　キリンが真しん剣けんな顔で、晶良を見つめる。

　晶良はちょっと困ったような顔をして、胸に手をあてた。

「心配してくださるのは、とても嬉うれしいです。でも、私が灰火秋島を離れることは決してないでしょう。私は〝ヘラナ〟の付属品にすぎませんから……」

「なんでだよ！　オレの先生だって、言ってるじゃねーか！　灰火秋島はもうすぐ──」

　声を荒あらげるキリンの口に、晶良の人差し指があてられる。

「アルコニー博士のお言葉を疑っているわけでは、ありません。そのようなことは関係ないのです。私も……きっと島の誰だれもが、灰火秋島を離れようとはしないでしょう。灰火秋島にいるのは皆、外の世界から逃のがれてきた人たちですから……。貴方は灰火秋島で生まれたわけではないので、理解できないでしょうけど……」

「あんなところで生まれるのは、奇き妙みような機械だけだ……！」

「それに、キリンさん。貴方はどうして、そんなに焦あせっているのですか？　まるで今にもあの島に、災わざわいがやってくるかのようですね」

「……！」

　キリンが顔を歪ゆがめ、目をそらす。

「なあ、アルコニー博士て、ひょっとしてスミス・アルコニー博士のこと？　地質学者の」

　小槙は二人を振り向いた。

　彼女の突然の復活に、驚おどろいた顔をしながらも晶良が頷うなずく。

「ご存じなのですか？　キリンさんは、アルコニー博士にお世話になっているのです」

「生きてたんやなあ。怪かい物ぶつに食べられてもうたんと、ちゃうかったんや」

「ああ、もしかして例の小槙さまが考えた伝説の続きでしょうか？」

「なんだよ、それ」

　晶良が微び笑しようし、キリンは眉まゆをひそめる。

　スミス・アルコニーはかつて、小槙に灰火秋島の伝説を教えてくれた人物である。一時期は地質学の権けん威いであったが、小槙に伝説を語った後、失しつ踪そうしてしまっていたのだ。

「アルコニー博士は、灰火秋島に地じ震しんが続いていることを危き惧ぐして、警告してくださったのです。でも、私たちが灰火秋島を離れようとしないことも、知っておられます」

「先生も先生だぜ。たった一度、警告したっきりでもう知らん顔だ。あの人は、いつだってそうなんだ。疲つかれた顔をして、他人のことなんて視界にも入らない……」

「……」

　小槙は無言で灰火秋島を見た。

　島に到とう着ちやくするまで、あと数分もかからないだろう。クルーザーは軽快に海を走り、目の前には灰火秋島の港や街並みが見えつつあった。遠目から、埠ふ頭とうの大部分が崩くずれているのが見えた。クルーザー程度なら寄港に問題はないだろうが、〝うてな〟のような大型客船となったら話は別である。修復には時間がかかるだろう。

「なあ、キリンくん。灰火秋島にどこかうまい逃にげ場所はあらへんかな。灰火秋冬鳴館に行きたかってんけど、あそこは灰火秋島の観光名所らしいからな。きっと春野くんにすぐに見つかってまうわ。ほとぼりが冷めるまで、なんとかいっしょにいてくれへんかな」

　キリンは少し考え、なぜか晶良の顔を見た。晶良が首を傾かしげるのを見て、頭をかきながら小槙へと視線を戻もどす。

「じゃあ、先生の家にくるか？　なんだか知らねーけど先生とは知り合いみたいだし、オレも帰って荷物を置いていきたいからな。そのあと、オレの用事のついででよければ、島を観光させてやってもいいぜ」

「ほんま？　おおきに」

「めずらしいですね、キリンさんが他の方と仲良くなさるなんて」

「悪かったな、愛あい想そがなくて。それに仲良くなんかなってない」

「いえ、嬉しいんです」

　晶良がキリンに笑いかける。キリンは苛いら立だった表情で、顔をそむけた。

　クルーザーが、灰火秋島の港に到着した。

　人口が少ない島であるためか、港に集まっている人々の数は多くない。運行会社の関係者らしきスーツを着た人々の姿も見える。さらに、クルーザーを迎むかえた人々の多くはタキシードやメイド服に身を包んでいた。おそらく、というより十中八九、灰火秋の使用人たちだろう。

「ようこそお越こしくださいました。灰火秋島は、あなた方を歓かん迎げいします」

　船を下りようとした小槙に手を差し伸のべたのは、男物のスーツを着た女性だった。他の使用人たちもまた島に上陸する乗客たちに一人一人、丁てい寧ねいに挨あい拶さつをしている。

　港に下り立ち、小槙は晶良とキリンを振ふり向いた。

　その時、キリンがクルーザーの船員らしき人物と視線を合わせたのを、小槙は見逃さなかった。顔見知りなのだろうか、と上の空で考える。

　晶良のほうは、小槙に手を差し伸べたスーツの女性に呼び止められていた。女性は晶良の耳元に口を寄せ、何かを囁いている。晶良の目が一いつ瞬しゆん、大きく見開かれた。

「小槙さま」

　晶良が小槙とキリンに呼びかける。

「私はここで、失礼します。キリンさん、寄り道も結構ですけど、小槙さまをちゃんと冬鳴館までエスコートしてくださいね」

　キリンは晶良を一いち瞥べつしたが、無言で背中を向けた。そんな少年を見て、晶良が一瞬、悲しげに表情を曇くもらせたのが分かった。

「ほんなら、晶良さん。またあとでな」

　手を振る小槙を、晶良はしばし無言で見つめていた。

「ええ、またあとで」

　ようやく笑えみを浮うかべ、晶良が手を振り返す。

　小槙とキリンは荷物を持ち、埠頭を歩く。途と中ちゆう、メイドの一人が「お家に帰られるのでしたら、お車を用意しますよ」と言ってきたが、少年は「うるせえ」と断った。そんな少年の態度には慣れているのか、メイドは気分を害したふうもなく「お気をつけて」と声をかけてきた。

「せっかく言うてくれてんから、乗っけてってもらったらええやん」

「うるせえな、嫌きらいなんだよ、あいつら全員」

　少年の歩ほ幅はばは、大きかった。港を出るまでに、小槙はどんどん置いていかれてしまう。

　港の入り口付近で、小槙は足を止めた。

　そこからは、灰火秋島の全景をよく見み渡わたすことができた。というのも、島にある建物のほとんどが、なだらかな斜しや面めんにできているからだ。港への出入り口は広場になっていて、前方には街へと続く道路が通っている。足元が石いし畳だたみでできているところからしても、車の乗り心地ごこちはあまり良くなさそうだ。

　建造物も、西洋の古風な造りに似たものが多かった。煉れん瓦がか、それに似せた材質でできているのだろう。三角の屋根をした家が、見渡すかぎりにまばらに立ち並んでいる。車よりも自転車のほうが便利が良さそうだ。電信柱や架か空くう電線が見えないところを見ると、通信ケーブルの類たぐいは地中に埋まい設せつされているのだろう。その他ほかにも見える範はん囲い内で、衛星放送を受信するためのアンテナや電気式キックボードなど現代機器の姿も見える。

　斜面の頂点にあるのは、巨きよ大だいな山脈だった。

　山脈の最も高い尾お根ねからは、大量の噴ふん煙えんが立ち上っている。それが、灰雪山だろう。山のふもとには緑一色の平原がひろがっている。丘おかの向こうには、いくつかの風車が見えた。

「なにぼーっとしてんだ、バカ。さっさと来いよ」

　広場でキリンが振り返るが、小槙は立ち止まったまま動かない。広場には通行人の姿も見える。多くの人々はシャツやタンクトップなどラフな姿をしているが、白衣を着ている人物も多くいた。子供たちが走り回り、ラジコン・カーのような機械を追いかけている。ただし機械を操作している者は、どこにも見あたらない。

　キリンが舌打ちし、靴くつ音おとも荒く小槙のもとへやって来る。

「ええところやなあ。灰火秋冬鳴館いうんは、どこらへんにあるん？」

　ぼんやりと街並みを眺ながめる小槙を見て、キリンが嘆たん息そくする。無理に連れだすことを諦あきらめたのか、山のほうを指でさし示す。

「こっから見えるぜ。ほら、あの一番高い山、灰雪山の下だ。この街を突つっ切った先だよ」

　少年の指の先、ぽつりぽつりと住居が点在する先に、屋や敷しきの尖せん塔とうのようなものが見えた。ここからだとはっきりとは見えないが、かなり大きな建物のようだ。

「……！」

　足元が、ぐらりと揺ゆれた。

　周囲の人々が、小さな悲鳴を上げる。小槙はふらついて倒たおれそうになったが、キリンに肩かたを支えられてなんとか踏ふみとどまる。

「おおきに」

「これぐらいの地じ震しんなんて、最近ではしょっちゅうだぜ」

　キリンが言う。通行人のほとんどは不安そうな顔をしながらも、また元のように歩き出す。

「ほら、そろそろ行くぜ。歩いていくと少し遠いからな、どっかでレンタル・サイクルでも借りるか、それともバスで──」

「自転車はあかん」

「なんでだよ」

「乗れへんねん」

「……バスで行くぞ」

「どうして他の人たちは、あんな曲芸みたいな乗り物に乗れるんやろか」

　二人は待合所まで歩いていき、バスの到とう来らいを待つ。

　やってきたバスは、まるでブリキの玩具おもちやのようだった。乗客の数は極きよく端たんに少なく、小槙たちの他には数人しかいない。

「おや、キリンくん。こんにちは」

　運転手の恰かつ幅ぷくの良い中年男性が、キリンに声をかける。しかし少年は無視して席へと向かう。

「キリンくんはほんまに無愛想やなあ。こんにちは」

「おや。可愛かわいらしい彼女を見つけたねえ」

「エッシャーのドラゴンや」

　運転手の男性に言い残し、小槙はキリンのあとに続いた。男性は眉まゆをひそめて小槙を見ていたが、やがて首を傾かしげながらバスを発進させる。

「なんだ、今の？」

「エッシャーいう人が描かいた竜りゆうの版画絵のことや。絵を折り曲げて自分の尻尾しつぽを咬かませることで、二次元の絵を三次元と錯さつ覚かくさせんねん。つまり、そう見えても誤解やねん、てこと」

「分かるかよ、そんなこと……」

「ところで、お金は払はらわんでええの？」

「このバスは灰火秋一族の所有物だからな。この島で金を使うのは、食い物か消しよう耗もう品を買うときくらいなんだよ。他のものは大たい抵てい、通信販はん売ばいでそれぞれ島の外から取り寄せるからな」

　小槙は「そうなんや」と相づちをうって、灰火秋島の街並みを眺める。なるほど、たしかに住居の数に比べて、店てん舗ぽのようなものは少ないように見える。

　十分ほど走ったところで、小槙とキリンはバスを降りた。

「上じよう昇しようと下降を繰くり返す僕の旅に、一時の楽しみをありがとう」

　扉とびらを閉じる間ま際ぎわ、運転手の男が小槙に笑いかける。

「どういたしまして」

　バスを見送る小槙を、キリンが呆あきれた顔でたずねる。

「今度は、なんだ？」

「同じエッシャーの版画絵や。階段を上っても下りても延々と同じところをまわる、だまし絵のこと。同じところぐるぐる回ってるバスとかけてんやな。あたしの言うたこと、分かってたんや。さすが灰火秋島の住人や、たいしたもんや」

「……お前、いっそここに住んだらどうだ？」

　嘆息まじりに言い、キリンがさっさと歩き出す。小槙は慌あわてて少年のあとを追った。

　目指す家は、町はずれにあるようだ。舗装された道路を抜ぬけ、土がむき出しになった林を通りぬけていく。

　石造りの小さな家屋が、見えた。林の切れ間に一軒けんだけ建っている。井い戸どのようなものが見えるが、そこから穴の中へぶら下がっているのは水みず桶おけではなく、電気ケーブルだった。

　キリンは家に近づいていき、扉に手をかけて中に入っていく。

　小槙も扉の前に行くと、中から「入れよ」というキリンの声が聞こえた。

　家の内部は、やけに荒あれ果てていた。強ごう盗とうに入られた後なのかとも思ったが、キリンが平然とソファの上に荷物を放ほうっているところを見るとそうではないらしい。テーブル、棚たな、ソファなどは得体の知れない機械や紙束に占せん領りようされ、その機能を失っていた。

　奥のドアが開いた。

「キリン。帰ってきていたんだね」

　姿を現したのは、無ぶ精しようひげを生やした老人だった。汚よごれた白衣を着ているが、それは汚れるような作業をしていたというより、ずっと洗っていないからのように見えた。肩まである白い髪かみは荒れ放題で、レンズが曇った眼鏡めがねをかけている。小槙の記き憶おくが正しければ、彼の正確な年ねん齢れいは五十代の半ばだったはずだ。しかし、眼前にいる老人はそれより十歳は年老いて見えた。

「ああ。これからまた、出かけてくる」

　スミス・アルコニーに対するキリンの態度は、冷ややかだった。

　スミスは弱々しく笑い、入り口に立つ小槙を見る。しかし、彼女が誰だれであるかは興味がないようだ。すぐに視線をそらし、キリンに向かって手に持っていた紙切れを掲かかげて見せる。

「見てくれ、キリン。この一年間の地震のデータを、私の考えた方程式で極小局面に図式化したんだ。驚おどろいたなあ。カオスが見つかったんだよ。これから二百年前のデータと照らし合わせてみようと思うんだ。うん、きっと美しい曲面になるだろうなあ」

「そんなもの、オレが見たって分かんねーよ。それより先生、ちゃんとメシ食ってんのか？」

「そうか……そうだよなあ。分からんよなあ」

　紙を持つ手を下げるスミス老人は、しかし嬉うれしげな笑えみを浮うかべた。キリンが自分の身を気き遣づかったのが嬉しかったのだろう。

「うえ、シャツにカビが生えてら。しかたねえ、このままでいいか」

「キリンくん、博士と二人きりで話したいんやけど、ええかな」

　キリンが振ふり返った。頭をかいて少し考え、「ああ」と頷うなずいて小槙とすれ違ちがう。

　家を出て行く間際、キリンが思い出したようにスミスを見た。

「……じゃあな、先生」

　キリンに見つめられたスミスの目が、大きく見開かれた。何を思っているのか、俯うつむき、再び顔を上げる。老人の口元にははっきりと笑みが浮かんでいた。

「食事はちゃんととる。心配いらないよ」

「……」

　少年と老人の視線が、無言で重なり合う。二人の間に漂ただよう奇き妙みような空気を感じ取り、小槙は首を傾かしげた。小屋の中に沈ちん黙もくが落ちる。

　キリンが、踵きびすを返した。家を出る間際、「外で待ってる」と小槙に言った。

「おおきに」

　閉じた扉に向かって礼を言って、スミスに向き直る。

　二人きりになって、スミスはようやく小槙に関心を持ったようだ。ぼんやりとした目で彼女を凝ぎよう視しする。

「君は……？」

「おひさしぶりや、博士。何年か前に、貴方あなたに灰火秋島の伝説を教えてもろた者や。おぼえてはるかな、貴方の最後の講義があった日や」

　老人の動きが停止する。記憶の糸をたぐっているのだろう。しばらくして、スミスは驚きとともに顔を上げた。

「おお……！　第九教室に迷い込んできた、小さな冒ぼう険けん者さんか。おぼえているよ、大きくなったなあ。うん、綺き麗れいになった。はぐれてしまった父上とは、あの後ちゃんと会えたのかい？」

「おかげさまで」

「ドクタ・スズフジは今もご活かつ躍やくで？」

「もうおらん」

「……そうか、彼も逝いってしまったか。偉い大だいな才能だった。冥めい福ふくを祈いのらせてもらうよ」

　スミスがテーブルの前の椅い子すを動かした。上に乗っていた機械──波形オシロ観測装置スコープを、乱暴に払い落とす。

「座りなさい。すまんなあ、飲み物くらい出したいんだが、なにせ客など実に久しぶりなものでね。ここにあるのは、使い道のない道具と老いぼれだけだ」

「おかまいなく。すぐに出て行くし、きっともう二度と来いひん」

　小槙は椅子に座りながら、言う。老人は小槙を見て、弱々しく笑っただけだった。

「あとになって、分かってん。あの日、アルコニー博士はあの小さな教室に逃にげてきたんやな。貴方はかつてある国の地じ震しんを予知した。何万という人間が避ひ難なんした。でも結局、地震は起きんかった……あの日の講義は最後の弁明の場やった。それやのに、貴方は講義の途と中ちゆうで逃げ出してもうた」

「……よしてくれ。私にはその過去は辛つらすぎる」

「灰火秋島に来て予言者には会えたん？　新しい目的は見つかった？　伝説は正しかったん？」

　小槙が知りたかったのは、その答えだけだった。

　スミスは微び笑しようした。みずからも小槙の向かいの席に座る。

「答えはきっと、イエスなのだろうなあ。アキヒコ様は私に、この島に居ても良いと言ってくれたんだよ。私はこの島を形作る地層となるだろう、とも言った。……私は、永遠の居場所を手に入れたと思ったよ。この島は、とても静かだ」

「永遠いうことは、それ以上もそれ以下もあらへんということや。今の貴方が、貴方の完成形なん？」

「……君は、未完成なんだね」

　スミスが小槙を見て、まぶしそうに目を細めた。小槙は無言で老人を見つめ返す。

「その問いに対する答えも、イエスだ。私は完成してしまった。……おぼえておくといい、完成するということは、人によっては絶望するということと同義だということを。私は私の限界を知ってしまった。完成した人間が完かん璧ぺきであるとはかぎらないからなあ」

「でも、未完成のままやと不安定や。完成してしまえば、迷うこともあらへん」

「迷う、というのは特権だよ。可能性の美徳だ。……この島には、永遠と変化がともに存在するのだよ。完成してしまった者たちが流れ着き、未完成の者たちを育てる」

　スミスが、長い吐と息いきを漏もらした。小槙には計り知れない年季と疲つかれを感じさせる嘆たん息そくだった。

「キリンの話をしてもいいかなあ」

「うん」

「あの子もまた、未完成なんだ。二年前に、キリンはこの島にやってきた。でもキリンは、とうとう灰火秋島に慣れることはできなかった。当たり前だ。あの子の目は、私とは……完成してしまった人間とはまるで違ちがう。変化の眼まな差ざしだ。この島にあの目を持つ者は、二人しかいない。知っているかなあ、アキヒコ様には妹がいるんだよ。あの子もまた、未完成だ」

「……」

「キリンはなあ、誤解されやすいが、とても優やさしい子なんだよ。きっと何か辛い目に遭あってきたんだろう、本当に相手が辛い時をちゃんと知っているんだ。あの子こそ、いつの日かきっと完成してほしいと願っているんだよ。あの子が完成した姿は、きっと綺麗でとても美しい……今でこそ墨すみにくすんでしまっているが、誰だれでもいい、彼自身でもいい、あの子を磨みがいてくれる者さえいれば、きっと誰よりも綺麗になれるんだ」

「アルコニー博士は、磨こうとしなかったん？」

「……キリンはね、この家に戻もどってくるときに〝ただいま〟と言ったことがないんだよ。ここが自分のいるべき場所じゃないことを、知ってるんだ。それに、〝行ってきます〟も言ったことがないんだ。これまで、一度も……」

　小槙は、先ほどのキリンを思い出した。

　──じゃあな、先生。

　あれはおそらく、〝行ってきます〟と同義語だ。

　小槙の前で、アルコニー博士が表情をくしゃくしゃにしていた。老人は、泣いていた。

「アルコニー博士」

　小槙は無表情のまま、何の抑よく揚ようもない声で問いかける。

「アルコニー博士にとってこの島は、あたしに灰火秋島の伝説を教えてくれたあの小さな教室と、何が違ちがうん？」

　スミスが涙なみだに濡ぬれた瞳ひとみを上げる。かつて投げられたことのある言葉を、老人もまた言った。

「君は、疑問ばかりなんだなあ」

「……」

「……さっき君は、私が最後の講義で逃げ出したと言った。それは、誤りだ。私は逃げ出さざるを得なかったのだよ。どんなに理論を述べようとも、小さな可能性に頼たよろうとも、私はたった一人の目に耐たえられなかった。講こう壇だんで踊おどるちっぽけな存在を見つめる小さな目だった。私はその時、私の限界を知ってしまったのだよ。私は完成させられてしまったんだ……小さな教室で、他愛もない昔話で恐きよう怖ふさせようとする程度の復ふく讐しゆうしかできなかった……」

　小槙は何も言わなかった。

「残ざん酷こくだなあ、君は。自覚はないかもしれんが、きっと今までにも何人も追いつめているのだろう。これからも何人もの凡ぼん人じんたちを喰くって、成長していくのだろう……」

　ガタ、とスミス・アルコニーが席を立った。片手で顔を覆おおい、肩かたを震ふるわせる。

「行ってくれ……私には、怪物モンスターの目は怖おそろしすぎる……」

　ズキン──となぜか胸に痛みが走った。

　アルコニーが小槙を見つめる目には、はっきりと恐怖が浮うかんでいた。

　ちゃうねん、あたしはただの──。

　言おうとした言葉は、喉のどにつまって出てこなかった。

「……」

　小槙は無言で椅い子すから立ち上り、老人に向かって小さく頭を下げた。

　出入り口の扉とびらを開いた小槙の背後から、声がかけられる。

「灰火秋島は、もうじきなくなるよ」

　振ふり向くと、スミスが最後の力を振り絞しぼるかのように、震える瞳をこちらへと向けていた。

「私の人生を賭かけた、最後の予言だ」

　小槙はドアをくぐり、家を出た。

　ドルン、というエンジン音が響ひびいた。

　キリンが、小型のオフロードバイクにまたがっていた。一から組み立てたのだろう、車体は軽量化されコンパクトな形に作られている。

　アクセルを握にぎってエンジンをふかすキリンの横顔を見て、小槙はさとった。

「聞いとったんやな」

「乗れよ」

　キリンは小槙の目を見なかった。後部シートは、パイプに布を巻いただけの簡単なものだった。小槙はブランコに乗るように座席に乗り、キリンの腰こしに手を伸のばす。

「アルコニー博士は、偉大な学者やってん」

　キリンがアクセルを極限までふかす。

「博士が予知した地じ震しんは、起こってん。博士が姿を消したほんの数日後や。この星の歴史からすれば、そんなんちっぽけな気まぐれにしかすぎひん……」

　キリンは何も語らず、勢いよくバイクを発進させた。

「あたしには……博士をあんな風にするつもりなんて、なかってん……」
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　薄うすく開いた目ま蓋ぶたの向こうにまず見えたのは、真っ白な細い脚あしだった。

　音は聞こえなかった。実際に一いつ切さい音がないのか、それとも自分の耳がどうにかしてしまったのかもしれない。

　腹と顔面に激痛をおぼえ、むりやり五感が目を覚まさせられる。

「……う……」

　ひどく喉が渇かわいていた。かすかなうめき声をもらしただけで、乾かわいた器官が痛む。

　次の瞬しゆん間かん、額と後頭部に激しい痛みが襲おそった。

「やっとお目覚めか？　いい夢は見れたかよ」

「祥！」

　頭の上で聞き覚えのある声、そして遠くからあかりの声が聞こえた。

「ぐ……」

　痛みのせいで、意識がようやくはっきりとしてくる。

　何かで頭を押さえつけられているようだ。それでも祥は目を開き、まわりの状じよう況きようを確かめる。

　床にはいつくばっている状態なので視界は限られていたが、自分がいる場所がメイン・ホールだということは分かった。

　まず、右へ目を動かす。

　床の上に、大勢の乗客が座らされているのが見えた。皆みなが恐怖の表情を浮かべ、こちらを見ている。最も祥に近い位置に、あかりの姿もあった。あかりのそばには富二郎やザキ、クロハをはじめとする使用人の姿もある。こちらに向かって駆かけ寄ろうとしているあかりを、富二郎らが身体からだを寄せて引き留めていた。乗客たちは拘こう束そくされていないが、あかりたち灰火秋の関係者たちは両りよう腕うでを後ろ手に縛しばられていた。

　そばにジョセフ・ヘンリーの姿もあった。彼は拘束されることなく、床の上に座っている。度胸があるのか、それとも諦あきらめているのか、冷静な顔で周囲をうかがっていた。

　昼食の準備の最中だったのだろう。点々と置かれたテーブルの上に、色とりどりの料理が並んでいるのがかろうじて見えた。それらを縫ぬうようにうろついているのは、アーミーパンツに袖そで無なしの防ぼう弾だんチョッキを着込んだ連中である。目の部分だけを切り抜ぬいたマスクで顔を隠かくしている者もいれば、タオルを頭に巻いただけの者もいる。少なくとも顔が見える者たちの国こく籍せきは統一されていないように見えたが、全員が手にマシンガンを持ち、チョッキにはナイフや拳けん銃じゆうなどが挿ささっている。正式な軍人ではない、傭よう兵へいか何かだろうと推測する。

　祥は目を動かし、左へと視線を移した。

　チェス対決が行われたステージが見えた。無線機を持った傭兵たちが何人か、歩いている。雰ふん囲い気きや、装備が軽いところを見ると、他の兵隊たちより上位の者たちのようだ。

　祥は、思い出した。

　──〝うてな〟はこれより、我々の指揮下に入る！

　意識を失う直前に聞いた声、あれは夢ではなかったようだ。

　マジかよ──。

　心中で呻うめき、奥歯を嚙かみしめる。

　メガシップ〝うてな〟は、完全にシージャックされていた。

「マスコミへの声明文は出したか？　日本だけじゃないぜ、世界中に声明文をばらまけよ！」

　祥の頭上で、高い声が言った。クセの強い英語だ。ステージにいる傭兵の一人が「あと数時間もすれば、このあたりの空はヘリでいっぱいになるだろうよ」と答える。

「ド派は手でに宣伝しろよ。おれたちは明日のニュースのヘッドライナーだぜ」

　祥は、自分の身体の状態を確かく認にんする。

　両りよう眼めは──見える。脚は縛られていないようだ。腕は背後で両手の親指を何かでつなげられていて動けない。おそらく拘束用のプラスティックリングか何かだろう。呼吸も問題ない。外傷は思ったより少ないようだ。

「おい、どうでもいいけど、いつまで人の上に乗っかってるんだ？　重くて仕方ないぜ」

「くくっ」

　頭の上で笑えみをかみ殺す声が聞こえた。

　次の瞬間、祥の視界が真っ赤に弾はじけた。

　何が起こったのか理解する間もなく、あかりたちのそばへと弾き飛ばされる。使用人たちに囲まれたあかりが、悲鳴を上げたのが分かった。

「レディの扱あつかいがヘタだぜ、てめえ。重いってのは、タブーだ」

　顔をしかめ、祥は上半身を起こす。横よこ面つらを蹴けり飛ばされたようだ。口の中に充じゆう満まんした血を、つばといっしょに床に吐はき捨てる。

「……くそっ、マジでお前だったのかよ……リリィ」

　顔を歪ゆがめる祥を見下ろした少女が、ニヤリと笑みを浮うかべた。

　傭兵たちに囲まれて立っているのは、金きん髪ぱつが鮮あざやかな美少女だった。ただしマリンブルーのワンピースを着た清せい楚そな令れい嬢じようではなく、白い手足を惜おしげもなく露あらわにしている。ストライプのビキニで胸を覆い、ジーンズ生地の短いパンツには拳銃といくつもの弾だん倉そうがぶら下がっていた。

　昨夜、祥やあかりたちと電気室で一夜をともにした少女、リリィだ。肩かたからベルトで提さげたマシンガンが、小こ柄がらな身体に不ふ釣つり合いだった。

「昨夜のウィルス騒さわぎも、お前たちの仕し業わざだったんだな」

「ブブー」

　リリィが祥を小こ馬ば鹿かにするかのように、目を細めた。祥が何度も見とれてしまった天使の笑みは、影かげも形も残っていなかった。

「減点１だぜ、サチ。おれたちはあんなふうにコソコソしたりしねえ。まあ、スタッフどもが混乱してる隙すきに、昨夜のうちに外から兵隊を招き入れる役には立ったがな」

「どういうことよ……？」

　あかりが、恐おそる恐るといった感じでたずねる。

「おれたちの同類は、どこにでもいるってことさ。目め障ざわりだから、とりあえず潰つぶしといたがな」

　鼻で笑う、リリィ。

〝うてな〟のシステムにウィルスを持ち込んだ者たちは、リリィ率いるジャック犯とは別のグループのようだ。つまり、この船には少なくとも二つの犯罪グループが紛まぎれ込んでいたことになる。

　──どうしてこの船が……しかも同じタイミングで、複数の犯罪グループに襲われるんだ？

　疑問を浮かべる祥のとなりで、ジョセフ・ヘンリーが軽く肩をすくめた。

「それで、君らの目的は？　やはり、身みの代しろ金かな？　この船には世界中のＶＩＰが招待されているから、目が飛び出るほどの大金を請せい求きゆうできる」

　ジョセフの言葉を聞いた乗客たちが、息を吞のんだのが分かった。

　祥の予想も、彼と同様だった。〝うてな〟には大勢の資産家が乗っているし、著名人も多い。手に入れられるかどうかは別として、莫ばく大だいな額を請求できるだろう。

「てめえの知ったことじゃねえよ、チャンピオン」

　話はそれで終わりとでも言うように吐き捨て、リリィがステージへと戻もどっていく。

「ちょっと待って！」

　あかりがリリィを呼び止める。

「祥の手をほどいてあげてよ。わたしたちはともかく、どうして祥まで縛るの？」

「はっ、てめえは見る目がねえな。こいつは──」

　言いかけ、リリィが言葉を切った。

　怯おびえている乗客たちを見たかと思うと、まるで取り憑つかれたように一いつ瞬しゆんで腰こしの拳けん銃じゆうを抜き放つ。あまりの早業に、誰だれもが悲鳴を上げる暇ひますらなかった。

　パンッ、パンッという火薬が破は裂れつする音がホールに響ひびいた。

　二人の乗客が悲鳴を上げ、床の上をのたうちまわる。

　悲鳴が、ホールを埋うめ尽つくした。

「黙だまれ」

　少女が天てん井じように向けて、マシンガンの銃口を持ち上げる。

　銃声が轟とどろき、一瞬にしてホールが静まりかえった。

　祥は倒たおれた乗客のほうを見た。二人の男たちが手をおさえ、苦く悶もんの表情を浮かべていた。血を流す彼らのそばには、壊こわれたレコーダーが転がっていた。記者か何かだったのだろう。今の状況を録音しようとしたのだ。

　少女と倒れた男たちの距きよ離りは、五十メートル近い。レコーダーを発見した視力はもちろん、それを先ほどのような早はや撃うちで撃ち抜いた腕は人間離ばなれしていた。

　仲間である傭よう兵へいたちすらも、恐きよう怖ふの表情でリリィを見ていた。

「おい、〝キューピッド〟……」

「外から見られるのは構わねえが、中でコソコソするのは許さねえ。今度、同じようなヤツを見かけたら、殺せ」

　右手に拳銃、左手にマシンガンをぶら下げた悪あく魔まが、青い瞳ひとみで祥を見下ろした。

　こいつ──。

　祥の額を、冷たい汗あせが伝う。

「〝ネクスト〟は、高く売れる。……てめえが何をしようとしても、ムダだぜ。おれはてめえらを殺すための訓練を受けてる」

　金髪の少女が、悪魔の笑みを浮かべた。

　あかりが不思議そうに眉まゆをひそめる。

「〝ネクスト〟……？」

　聞き慣れない単語だった。だが、それが何を意味するものか、予想はついた。祥の瞳が赤く変化する瞬間を見られていたのだろう。

　祥は笑い飛ばす。

「不意打ちでしか襲おそいかかれないようなやつが、よく言うぜ」

「……」

　リリィが祥のもとへ歩み寄り、無言で彼の横腹を蹴り飛ばす。

「ぐっ！」

「祥！」

　さらに頰ほおを殴なぐり飛ばしたところで、少女が前まえ屈かがみになった。祥の髪かみをつかんで、笑う。

「それに、てめえのことはキライじゃねえ。あの島にいるおれの仲間と、目がそっくりだからな。失うものが何もないやつの目だ」

「……いっしょにするな、クソ女」

　荒あらい息をつきながらも、祥はリリィを睨にらみつける。少女は目を細め、祥の頰に軽く唇くちびるを触ふれさせた。少女が歪ゆがんだ笑えみを残し、身を遠ざける。

「パーティはまだ先だ。ギャラリーが集まるまで、良い子にしてろよ、クソフアツキン金持ちども」

　リリィがぐるりとホールを見回し、ステージへと戻っていく。仲間たちと何事か囁ささやきあい、指示を出している。

　ジョセフが横で低い声をもらす。

「私のゲームに、とんだ邪じや魔まが入ったものだ」

「そんなこと言ってる場合かよ……」
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　苦痛に顔を歪めつつ、祥はこれまでに分かった現在の状じよう況きようを頭の中で整理する。

〝うてな〟は正体不明の集団によってジャックされた。これは、確定事じ項こうだ。

　ジャック犯のリーダーは、今のところリリィと考えておく。明らかに計画的な犯行だ。灰火秋島の港に被ひ害がいが出たというのも、彼らの仕し業わざに違ちがいない。

　他の乗客とは別に、灰火秋の関係者だけ拘こう束そくしているのも犯行の計画性を示し唆さしている。ザキやクロハなどのように、灰火秋の使用人が何らかの訓練を受けていることを知っていたのだ。

　あかりが、祥のもとへすり寄ってきた。後ろから、富二郎たち使用人と数人の傭兵たちもついてくる。

「バカ祥……！　なんで挑ちよう発はつするようなこと言うの？　殺されちゃうと思ったじゃない！」

　祥の顔をのぞきこんでくる少女の目には、涙なみだが浮うかんでいた。

「ああ……俺も殺されると思った」

「バカ！　超ちようバカ！」

「自分が置かれている状況も分からんのか、小こ僧ぞう。貴様などがどうなろうと知ったことではないが、貴様のせいであかりお嬢じよう様の身に危険が及およんだらどうするつもりか！」

　老紳しん士しが、唾つばを飛ばして祥にくってかかる。

「そう言うあんたらこそ、なにやってたんだよ。こんな時のための護衛じゃないのか？　ここまで追い込まれる前に、なんとかしようと思わなかったのかよ」

「貴様のせいだ」

　ザキが、はじめて感情を露あらわに祥を睨んだ。

「デッキで撃ち殺されそうになった貴様を、あかりお嬢様が身を挺ていしてかばったのだ。そうでなければ、あかりお嬢様だけでも安全な場所に避ひ難なんさせることができた」

「わたしだけ助かっても、意味がないでしょう！」

　祥は目を見開いた。

　あかりを見ると、彼女は今にも泣き出しそうな顔で祥を見つめている。背後にひかえている使用人は、殺意すら込こめられた視線でこちらを見ていた。

　ああ、そうか──。

　悔くやしさのあまり、嚙かみしめた奥歯が欠ける音が聞こえた。

　また俺は、守られちまったのか──。

「あかり」

　押し殺した声で呟つぶやく祥を、あかりが不思議そうな顔でのぞきこんでくる。

「灰火秋島に帰りたいか？」

「そんなの、当たり前じゃんよぅ……」

「わかった」

　腕うでが自由だったら頭を撫なでているところだが、今の祥には精せい一いつ杯ぱい笑いかけてやることしかできない。身体からだの痛みはまだ残っていたが、身を起こして床ゆかの上に座る。

「なによ、それ……ワケわかんない」

　怒おこった声で言いながらも、祥が無事なことで安心したのだろう。あかりの口元には笑みが浮かんでいた。

　──とにかく、今の状況をなんとかするしかないけどな。

　祥はホールの状況を観察する。

　ホールには、乗客の大半が集められているのだろう。傭よう兵へいたちが歩くスペースを除き、ほぼ埋うめ尽つくされている。監かん視しの目を光らせる傭兵の数は、二十人弱といったところか。

　リリィを含ふくめた幹部らしき傭兵たちは、ステージ上で何かを囁きあっている。たまに笑みを浮かべているところを見ると、どうも相談しているようには見えない。時間をもてあましているようにも見える。たまに傭兵がやって来ては、リリィに何か報告を残していくだけだ。

　メイン・ホールは、静まりかえっていた。誰だれかがすすり泣く声の他ほかには、リリィたちが話し合う声しか聞こえない。あかりたち灰火秋島の者たちも、無言で息をひそめている。

「ブリッジも制圧されてるのは、間ま違ちがいないな……電気室や駆く動どう機室も、巡じゆん回かいがまわってるはずだ……となると全部で三十人強といったところか……メイン・ホールの人ひと質じちさえどうにかすれば、いや、リリィを先に……」

「何を考えておる、貴様」

　ぶつぶつと呟く祥を、富二郎が睨みつける。祥は老人を一いち瞥べつし、たずねる。

「爺じいさん。これまでに誰か被ひ害がい者は出たか？」

「余計なことを考えるな……！　これ以上、あかりお嬢様を危険にさらす気か！」

「でもあんたらは、やる気たっぷりの顔をしてるぜ？」

　祥は、ちらりと灰火秋の使用人たちの様子をうかがう。ザキとクロハを筆頭に、執しつ事じやメイドたちが静かに様子をうかがっているのが分かった。

　富二郎が言葉に詰つまり、絞しぼり出すような声で言う。

「連中の目的も分からんような状じよう況きように、いつまでもあかりお嬢様を晒さらしておくわけにはいかん。もし身みの代しろ金が目的だとしたら、まず狙ねらわれるのはあかりお嬢様だ」

　チェス対決が注目されている航海だ。〝うてな〟の異変に、世間はすぐに気づくだろう。なぜかリリィたちはその時を待っているようでもある。外部との交こう渉しように入ってしまったら、リリィたちがどのような行動をとるかは想像もつかない。むしろ外部からの干渉がない今のうちが、最も安全といえるかもしれないのだ。

「何を喋しやべってる」

　祥と富二郎の後頭部を、傭兵のマシンガンの銃じゆう口こうがこづく。

　二人は離はなれ、沈ちん黙もくする。しばらくすると、傭兵たちは銃口を引いた。

　鈴藤さんは、運が良かったな。今いま頃ごろ、灰火秋島でのんきに──。

「……！」

　八つ当たり気味に考え、祥は違い和わ感をおぼえた。

　彼らの犯行が計画的なものだったとしたら、一度でも灰火秋島への送そう迎げい用のクルーザーを迎むかえ入れたのは不自然ではないのか？

　港を壊こわし、〝うてな〟を海上に釘くぎづけにしたまではいい。しかし、あのクルーザーには最も船室のランクが高い乗客から乗せていった。本当に彼らの目的が身代金だったならば、クルーザーを追い返すのが自然だと言える。

　あかりも、そうだ。もとはといえば、祥が〝うてな〟に残ることになったから、あかりも彼とともに船に残ることにしたのだ。本来ならば、あかりは他の使用人たちとともに灰火秋島へ戻もどるはずだったのだ。

　すなわち彼らの計画では、灰火秋の関係者がいなくなった後に犯行を行うはずだった。逆を言えば、灰火秋島の者たちを船から下ろすためにクルーザーを受け入れたとも考えられる。

　なぜ？

　傭兵たちは、灰火秋一族の使用人が訓練されていることを知っている。彼らがいなければ、ジャックの成功率はもっと上がっていただろう。

　しかし灰火秋一族であるあかりは、身代金が目的ならば格好の標的である。単純に船を手に入れることが目的だったとしたら話は別だが、〝うてな〟自体にそれほど価値があるとは思えない。

　身代金ではない。〝うてな〟ではない。だとしたら、彼らの目的は……？

　祥は、目を見開いた。

　──あの島にいるおれの仲間とそっくりだからな。

　先ほどのリリィが口にした台詞せりふが、脳のう裏りに蘇よみがえった。

　ＶＩＰの誘ゆう拐かいならば、世間には知らせずに国家機関と交渉するほうがやりやすいはずである。しかしリリィは、世間に〝うてな〟をジャックしたことを公表しようとしている。世間の目が集まれば、それだけ逃とう亡ぼうする手段も限られてくるというのにだ。

　そして、灰火秋島にはリリィの仲間がいるという事実。

　これらの条件から導き出される結論は、たった一つだった。

「……ヤツらの本当の目的は、灰火秋島か……！」

　押し殺した声で呟つぶやいた祥を見て、ジョセフがニヤリと笑った。

「鋭するどいな、ボーイ。そう、彼らの目的は身代金なんかじゃない」

「……！　あんた……知ってたのか？　灰火秋島に、何があるってんだ……！」

　ジョセフは肩かたをすくめ、タトゥの彫ほり込まれた手へ視線を落とす。高級そうな腕うで時ど計けいを見ながら、まったく関係のないことを口にする。

「もうすぐ、正午だな」

　祥は舌打ちし、男から視線をはずした。

　握にぎりしめた拳こぶしに、汗あせが滲にじんでいくのが分かった。

　灰火秋島──。

　あそこには、祥の同級生の少女がいる。

　鈴藤さん……！

　自分の鼓こ動どうが、焦あせるように速まっていくのが分かった。

「あかりお嬢じよう様……？」

　富二郎の声で、振ふり返る。

　使用人たちの中心にいるあかりの顔色が、蒼そう白はくになっていた。目を見開き、ある方向を凝ぎよう視ししている。

「いかがなされました？　ご心配なさらずとも、この富二郎があかりお嬢様に指一本たりとも触ふれさせません」

「違ちがう……なにか……」

　あかりが、夢遊病者のように呟く。彼女が見つめているのは、船首がある方角──灰火秋島の方向だ。

　リリィが、肩からさげたマシンガンに手をかける。

「おい、てめぇら。誰だれが勝手に喋っていいっつった？　殺されてえのかよ？」

「なにか……来る……もうすぐ……怖こわい……」

「……！」

　祥はその瞬しゆん間かん、ほんのわずかにあかりの瞳ひとみに朱しゆが滲んだのを見た。だがそれは一瞬で、すぐにまた元の瞳の色に戻ってしまう。

「ビビリすぎておかしくなったのかよ？　お嬢様はか弱いねぇ。……おい、いいからそいつを黙だまらせろ。あんまりうるせえとぶっ殺すぞ」

　リリィはあかりの瞳の色の変化には気づかなかったようだ。富二郎ら使用人が、慌あわててあかりのそばに寄り添そう。使用人たちに声をかけられても、あかりの耳には届いていないようだ。頭を抱かかえ、カチカチと歯を鳴らしている。

「わからないよ……でも、何かが……どんどん大きくなって……いやぁ、なに、コレ……」

「おい、あかり」

　祥は無意識に、あかりに向かって声をかけた。

「おまえ……もしかして、たまに普ふ通つうとは違うものが見えたりしたことがないか？」

　周囲の視線が、祥に集まる。彼が何を言っているのか、理解できないのだろう。ジョセフやリリィも眉まゆをひそめている。

　あかりは呆ぼう然ぜんと祥を見つめ、やがて小さく頷うなずいた。

　祥は灰火秋島の伝説を思い出す。

　──あまりに見込みの薄うすい、賭かけだ。

　だが祥の頭の中には、現在の状じよう況きようを突とつ破ぱするための唯ゆい一いつの道筋が浮うかんでいた。

「ヘイ、チャンピオン」

　祥は、ジョセフ・ヘンリーに向かって言った。

「ちょっとした勝負をしないか？」

　ジョセフは、怪け訝げんそうに祥の顔を見つめ返す。

「……黙れってのが、聞こえねえのか？」

　リリィが祥に歩み寄り、拳けん銃じゆうの銃口を彼の額に押しつける。

　ホールが、重い沈黙に包まれる。

「目め障ざわりなゴミは、消すぜ。たとえそれが商品でもな」

　リリィの口調は、冷ややかだった。彼女が本気であることは、銃口を向けられている祥でなくとも察しているだろう。祥の額を汗が伝う。

「リリィ、お前らだって、退たい屈くつしてるんだろう？　ちょっとした余興だよ」

「ああ？」

「チェスのタイトル戦の続きさ。今ここでやろうぜ。面おも白しろいゲームを見せてやる」

　会場に静せい寂じやくが落ちた。

　誰もが祥の発言にあっけに取られ、反応できずにいる。

「……くくっ」

　静寂を破ったのは、リリィの笑い声だった。

　ジャキッ、と祥の額にあてられた銃に力が込こめられる。

「殺すぞ、てめえ。くだらねえことぬかしやがって……」

　傭よう兵へいたちの間に、険悪な空気が漂ただよう。

　あまりにも当然な反応だった。祥も、ここで素す直なおに彼らが承しよう諾だくするなどとは思っていない。

　だが祥には、とっておきのカードがあった。

「〝ルール・オブ・ザ・ルール〟って知ってるか？　今もニュースで騒さわがれてるだろう、果須田裕杜が最後に仕組んだゲームだ」

「五秒以内に黙らなかったら、殺す。ファイヴ、フォー……」

「俺は〝ルール・オブ・ザ・ルール〟に参加した」

「スリー、トゥー……」

　祥とリリィの視線が、重なる。

　引き金にかけられた少女の指が動くのが見えた。

　祥は、笑えみを浮かべた。

「果須田裕杜を倒たおしたヤツを知ってる」

　カチン──。

　静まりかえったホールに、金属音が響ひびいた。

　場内の空気が張りつめる。

　銃声は──起こらなかった。

「へえ」

　安全装置をかけた拳銃を持ち上げ、リリィが笑みを浮かべる。

「聞かせろよ、ガセネタだったら殺すけどな」

「チェスでチャンピオンが勝ったら、教えてやるよ」

「ふん。そんな面めん倒どうなことをしなくても、口を割らせる方法ならいくらでも──」

「面白い！」

　突とつ如じよ、大きな声がホールに響き渡わたった。

　ジョセフだ。

　白いシャツを着た男が立ち上がり、両手を拡ひろげていた。静かにしていたそれまでとはうって変わり、野や獣じゆうのように目を輝かがやかせて笑っていた。

　傭兵たちのマシンガンが、男へと向けられる。

「果須田裕杜を倒した人物だと！　そんな人間が、実在するのか？」

　祥はジョセフの目を見て、うなずく。

「ああ」

「ハッハーッ！」

　ジョセフが奇声を上げた。目を見開き、歓かん喜きに全身を震ふるわせている。

　突とつ然ぜんのチェス・チャンピオンの奇き行こうを、あかりたちはもちろんのこと、乗客や傭兵たちまでもが愕がく然ぜんと見つめている。ただ一人、冷静な表情でリリィがジョセフに拳銃を向けた。

「黙れ、サイコ野や郎ろう。てめえはおとなしくしてろ」

「拷ごう問もんするより、早い方法がある」

　ジョセフがピタリと笑うのを止やめ、リリィを見み据すえる。

「やらせてくれ。三十分で終わらせてみせる」

「どうせ、時間かせぎのハッタリだ」

「そうかな？　君の目は、少年の言葉を信じかけている。それにもし情報が真実であれば、君らにとっても限りなく有益であるはずだ」

「……」

　リリィが黙り込んだ。

　祥、ジョセフ、リリィの三人に、ホール中の視線が集まっていた。

　金きん髪ぱつの少女が、祥とジョセフを交こう互ごに見つめる。

　──少女の手の中の拳銃が、ホルスターへと収められた。

「そいつの拘こう束そくをはずしてやれ」

　祥は、微び笑しようした。

「マスコミどもが集まるまで、約三時間……それまでにケリがつかなかったら二人とも殺す」

　驚きよう愕がくしたのは仲間の兵隊たちだった。数人の男たちがリリィに駆かけ寄る。

「正気か、〝キューピッド〟……！　こんなこと、計画にないぞ！」

「ヤツは〝ネクスト〟だ。あのゲームに参加したってのも、まるっきりウソとはかぎらねえ。もし情報が本当なら、金になる。それこそ今回の報ほう酬しゆうの何十倍にもなる大金だ。だが……」

　リリィがマシンガンのグリップを握にぎり、祥を睨にらみつける。

「もしガセネタだったら殺す。おれたちが信じられない内容でも殺す。途と中ちゆうでゲームをやめても殺す。ゲーム以外にくだらねえことしても殺す。……つまり、てめえは九十九パーセント死んだも同然だぜ」

「問題ない」

　傭兵の一人に拘束具を解かれながら、祥は笑う。

　乗客の間から、歓かん声せいにも似たどよめきが上がった。あまりに唐とう突とつな状況の変化に、理解がついていけないのだろう。

「来い。さっさと終わらせてやる」

　興奮を隠かくそうともせず、ジョセフが軽い足取りでステージに上がる。

　しかし、祥はその場から動かなかった。解放された手を動かしながら、平然と言う。

「そうそう、言い忘れたけどな。あんたの相手をするのは、俺じゃない」

　ジョセフとリリィが表情を変えた。

「チェスのやり方は知ってるよな、あかり？」

　完全に意表をつかれたようだ。あかりは目を見開き、呆ぼう然ぜんとしている。

「え……わ、わたし？」

　やっと祥の言葉が理解できたかのように、あかりが自分を指さす。顔色を変えたのは、まわりの使用人たちだった。祥に向かって非難の眼まな差ざしを向ける。

「貴様……いったい、何のつもりだ！　あかりお嬢じよう様を巻き込むつもりか！」

「取り引きの内容に、変へん更こうはない。問題はないよな？」

　色めき立つ使用人らを無視し、祥がステージに向かってたずねる。

「相手が誰だれであろうと、私は構わない」

　ジョセフが余よ裕ゆうの笑みを浮うかべ、リリィに視線を送る。

　金髪の少女は少し考えた後、短く言い放つ。

「はやく来い」

　祥はあかりに向かって歩いていく。

「な、なんでわたしなの？　チェスなんて、やり方くらいしか知らないよ……無理だよ……！」

　首を振ふるあかりを守るように、富二郎が祥の前に立ちはだかる。

「小こ僧ぞう！　何を考えて、あかりお嬢様をそのような危険な場に……！」

「どけよ」

　祥は力ずくで老人を払はらいのける。しかし、すぐにザキとクロハがあかりの前に立った。

　──俺が動いたら、おまえたちも動け。

　声を出さず、祥は口だけを動かす。ザキとクロハの表情が動いた。彼らならば、唇くちびるを読むことなど造作もないだろう。

「なんで、こんなことするの？　わたしが負けたら……祥、死んじゃうかもしれないんだよ？」

　これまで平和な島で暮らしてきた十四歳の少女には、辛つらすぎる重圧だろう。ましてやあかりのことだ。祥の命までかかっているとなれば、恐きよう怖ふに身が竦すくむのは当然である。

「閉じこめられている時に、言ってただろう。世界を変えていこうとしているヤツらがいて、それを見てみたいって。ジョセフ・ヘンリーは、間ま違ちがいなくその一人だ」

　言って、祥は少女に向かって手を差し伸のべる。

「守られてばかりじゃ、一生あの島から出られないぜ」

　あかりが唇を嚙かみしめた。涙なみだをこらえる子供のような表情だった。

　だが、祥は微み塵じんも迷わなかった。差し出した手を、引こうとも思わなかった。

　祥とあかりの視線が、重なる。

「……っ」

　あかりが唇を嚙んだ。半ばヤケ気味の表情で立ち上がる。

「あかりお嬢様……！」

　使用人たちが止めようとするが、あかりは使用人たちの一人に声をかける。

「ドギーとマギーをかして」

　逡しゆん巡じゆんする使用人の手からアタッシェケースをひったくり、祥のもとへ歩いていく。

「あかりお嬢様」

　だが、あかりの前に富二郎が立ちふさがった。

「危険だと分かりきっている場所へ、むざむざとあかりお嬢様を行かせるわけには参りません。あかりお嬢様をお守りすることこそが、私どもの使命であり願いでございます」

「お兄ちゃんに、そう命令されたからでしょう？」

「仰おつしやる通りでございます。しかし、それだけではございません」

　使用人たちを従え、老紳しん士しが言う。

「アキヒコ様は我々に居場所を与あたえてくださった。そしてあかりお嬢様は、我々に人間らしい心を与えてくださった。ともすれば誰もが自らの殻からに閉じこもりそうなあの島で、明るく健すこやかにお育ちになられていくあかりお嬢様のお姿が、どれだけ救いとなったか……我々はアキヒコ様の命に従います。しかし、あかりお嬢様を守るためならば、アキヒコ様の命に逆らうこともございましょう」

「私どもも同様でございます」

　使用人たちが、あかりに向かって頭こうべを垂らす。

「どうせ、お兄ちゃんに従うんでしょう……」

　あかりが唇を嚙み、富二郎の横を通り過ぎる。

　富二郎たちは、答えを口にしなかった。ただ黙もく礼れいを続けている。

　複雑な表情でやってきた少女の頭に、祥は手を置く。

「あんなヤツ、お兄ちゃんに比べたらたいしたことない……よね？」

「〝ヘラナ〟は負けたけどな」

「……」

「だから、お前が仇かたきを討うってやれ。兄貴に勝つんだろ？」

　祥の言葉に、あかりは頷うなずいた。

　マシンガンを構えた傭よう兵へいたちに左右を挟はさまれたまま、二人は一歩ずつジョセフたちが待つ円えん卓たくへと向かう。

「あかり……さっき言ってた、〝大きな何か〟が来るのは、もうすぐなのか？」

　あかりの肩かたを抱だいてなぐさめるフリをして、小声でたずねる。

「う、うん……今も、なんだか怖こわいよ。ドキドキする……」

「〝来る〟直前になったら、合図をくれ」

「うん……」

　傭兵たちに銃じゆう口こうをつきつけられたまま、円卓へと到とう着ちやくする。

　あかりがおそるおそる椅い子すに座り、祥はその横に立つ。

「ねえ、ドギーとマギーを使ってもいいでしょ？　これを使ってると落ち着くから……」

　向かいの椅子に座ったジョセフが、演技がかった仕草で両手をひろげる。

「何でも使いたまえ。今、この場に〝ヘラナ〟を持ってきても構わない」

「演算と簡単なシミュレーションしかできないよ。基本的にはただの入力端たん子しだもん。それに〝ヘラナ〟とは、通信が使えなきゃコンタクトとれないし……」

　あかりが、チェス盤ばんにケーブルを差し込む。バイザーとグローブを装備すると、あかりの横顔が少しだけ落ち着きを取り戻もどしたように見えた。

　チェス盤を操作すると、自動的に稼か働どうするように設定されていたのだろう。頭上の立体映像投とう影えい装置が起動し、チェス盤の映像を映し出す。

　ホールに、軽かろやかな演奏が流れた。

　正午を知らせる音楽である。

「さて、私も言い忘れていたことを、ここで君たちに明かそう」

　ジョセフが唐とう突とつに言った。

　同時に、ホールの出入り口がいっせいに閉じた。

「！」

　リリィを含ふくめ、傭兵たちが驚おどろきの表情を浮うかべて身構える。

　祥やあかりも同様だった。チェス盤の前で、出入り口を振り返る。

　ドアに光が点灯し、空気が抜ぬける音が広場に響ひびく。乗客たちが、小さな悲鳴を上げた。

「なんだ？　おい、何が起こった？」

　怒ど鳴なるリリィに対し、出入り口付近の傭兵が「ドアがロックされてる！　開かねえ！」と叫さけぶのが聞こえた。

「無む駄だだ。この船のシステムは、すでに私の作ったプログラムが支配している。正午になったら自動的に作動し、ホールを完全に隔かく離りするようにしてある。解除方法は私しか知らない」

　ジョセフがタトゥの入った手で口元をおさえる。こみあげる笑い声をこらえているようだ。

「てめえ……！」

　リリィたち傭兵の銃口が、いっせいにジョセフを囲む。

　だがジョセフは微み塵じんも動じなかった。それどころか、楽しげに歪ゆがんだ笑えみを浮かべ、リリィの顔を見つめ返す。

「航行システムにも、ウィルスを仕込んである。私が信号を送信すれば発電機が誤作動を起こし、爆ばく発はつする。何千リットルという燃料が誘ゆう爆ばくしたら、どうなるかな？」

「てめえも、死ぬな」

　リリィが銃口をジョセフに押しつける。

「私は死なない。間もなくヘリで私の仲間がやってくるからな。そうすれば、ホールの外にいる君たちの仲間は皆みな殺ごろしだ」

　傭兵たちの間に、動どう揺ようが拡ひろがっていく。リリィが顔を歪めた。

　あかりが思い出したように言う。

「まさか……電気室のウィルスも……！」

「あのプログラムは私が作った。しかし、あんなものはただのフェイクだ。君たちがあそこに閉じこめられているうちに、私は容易に〝うてな〟の本体にハッキングすることができた」

「お前の、目的は？」

　祥がたずねる。ジョセフはリリィに向かって笑いかける。

「最初は、灰火秋島の人間を人ひと質じちにしてあるものを手に入れるはずだった。だが、作戦変へん更こうだ。君たちはどうやら私と同じものを狙ねらっているらしい」

「なんだと……」

　両者の会話を聞いて、祥はようやく彼らの本当の目的をさとった。

　灰火秋島。そして、同じタイミングで複数の犯罪グループが〝うてな〟に潜もぐり込んでいたということ……それらのキーワードが示すものは──。

「〝ヘラナ〟か」

　祥の呟つぶやきに、ジョセフが笑みを深めた。

　今回のクルージングはチェス対決だけでなく、世界最さい高こう峰ほうのシミュレーション・マシンである〝ヘラナ〟の完成発表も含まれている。

「シミュレーション・マシンとしては三流以下だ。だが組み込まれたプログラムの、コンピュータ・ウィルスとしての純じゆん粋すいな〝力〟は、まさに理想的といえよう。〝永遠の人格〟だか何だか知らんが、力の本当の使い方も知らない連中と私は違ちがう」

　ジョセフがリリィに向き直り、言い放つ。

「君たちは予定通りに〝ヘラナ〟を手に入れ、私のもとへ持ってくる。それで問題は解決だ。なに、君ら傭兵にとっては、渡わたすのが依い頼らい人から私に変わっただけだろう？」

　悠ゆう然ぜんと笑うジョセフを前に、リリィが悔くやしげに奥歯を嚙かみしめる。

　祥もまた、予想外の展開に焦あせっていた。

　彼らの意外な目的もそうだが、まさかこのような状じよう況きようで、〝うてな〟がまた別の人間にジャックされるとは思ってもいなかった。

「さあ、理解してくれたなら、余興を続けよう」

　ジョセフが、キョウチクトウのタトゥが入った手を持ち上げた。白い駒こまを摑つかみ、ホールにいる全すべての人間に向かって獣けもののような笑みを浮かべる。

「貴様らクズとの格の違いを、見せてやる」
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「もう用事は済んだん？」

　小槙は丘おかを歩いてやってくるタキシード姿のキリンに向かって、たずねる。少年の背後には、風車小屋と、大きなアンテナを立てた家屋があった。灰火秋島と外界との通信を担になう施し設せつらしい。キリンは用事があると言って、そこへ行っていた。

　他ほかにもここへ来る途と中ちゆう、キリンは小槙を海岸に連れて行ってくれた。彼はそこでも用があると言い、沿岸警備の船せん舶ぱくが停留する事務所に立ち寄っていた。

「……ああ」

　キリンが、感情を感じさせない表情でうなずく。少年の目は、静かに小槙を捉とらえていた。

　小槙は「ふうん」と相づちを打ち、視線を変えた。

「しかし、まさに断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきやなあ」

　眼下で波打つ海を見下ろしながら、小槙は声を上げた。

　小槙たちは、島の南なん端たん部に位置する草原へとやって来ていた。

　灰雪山の麓ふもとに伸のびた平原の果ては、深い断崖だった。沿岸部が、まるで巨きよ大だいな手で真っ二つに引き裂さかれたように亀き裂れつが入っている。対岸までは約三十メートルといったところだろう。深さはその倍以上はありそうだ。

「二百年前に灰雪山が噴ふん火かした時の地じ震しんで、こうなったらしいぜ。晶良に聞いたんだけどな」

　背後から、キリンが説明する。彼は停止したバイクによりかかって腕うでを組んでいた。

　渓けい谷こくを挟はさむのは、広大な平原だ。一面に生える草の間に見えるのは、赤い点々だ。ワレモコウの花である。小槙の視界には、緑と赤のコントラストが一面を覆おおっていた。

「キリンくんがいつもアルコニー博士の手伝いをサボって昼ひる寝ねしとるんって、ここ？」

「……晶良に聞いたんだな。ああ、そうだよ。よく分かったな」

「ここは、灰火秋島では異質な場所やからな」

　小槙が言うと同時に、足元が上下に揺ゆれたのが分かった。小槙は自分の身を支えきれず、ぺたんとその場に尻しり餅もちをつく。

　キリンは平然とした顔だ。腕組みをしたまま、地面の上の小槙を見下ろす。

「なんだよ、異質って」

「ワレモコウの花言葉は〝変化〟って言うねん。〝永遠〟をのぞむ灰火秋島とは正反対や」

　言いながら、小槙は遠方にそびえる灰雪山を仰あおぐ。依い然ぜん、真っ白な噴ふん煙えんは天に向かって立ち上っていた。地面に座り込んだまま、次は谷間を見下ろす。

　キリンは眉まゆをひそめながらも、バイクにまたがってエンジンをかける。

「そろそろ灰火秋冬鳴館に行くぜ」

「そこはあかん。春野くんが来る」

「タイムリミットだ。俺も冬鳴館に用があるんだよ。イヤだったら置いてくぜ。……そのハルノってヤツも、何だったらオレがなんとかしてやるさ」

「それは無理な話や。相手は魔ま王おうや。しかも怒おこると大魔王になんねん。めっちゃ強いねん」

「なんだよ、そりゃ。強いっつっても、どうせ何の苦労も知らねーただのガキだろうが」

　キリンの声には、憎にくしみにも似た感情が込こめられていた。彼が歯をむき出すと、まさに肉にく食しよく獣じゆうのように険しい顔つきになる。

　小槙は立ち上がり、キリンのもとへ歩いていく。

「ほんならせめて、歩いてこ。な？」

「……ちっ」

　舌打ちしながらも、キリンはエンジンを切った。

　二人は肩かたを並べて、平原を歩きだす。木の板が敷しかれた唯ゆい一いつの道の半分は、草に埋うまって見えなかった。

　しばらく無言で歩いていたが、平原を抜けて街にさしかかった頃ころ、小槙は口を開いた。

「キリンくんは二年前に灰火秋島に来たって、博士が言うてた。何のために来たん？」

　少年は何も言わなかった。バイクを引いて、街の中央通りへと繫つながる斜しや面めんを下りる。

　小槙もまた前方を見ながら、言う。

「灰火秋島は、不思議なところやなあ。永遠をのぞむ人なら……変化を諦あきらめた人なら、とても居い心地ごこちがええんやろな。逆を言えば、変化をのぞむ人はここにおったらあかんいうことや」

「……」

「晶良さんは、どうなんやろう？　晶良さん、言うてたわ。自分は〝ヘラナ〟の付属品やて。それがあの人の完成形なんかな」

「くだらねえ」

　キリンが、言った。ハンドルを握にぎる少年の手に、力が込められたのが分かった。

「この島にいるのは、くだらねえ連中ばかりだ。住んでる連中も、スミス先生も、晶良だってそうだ。どいつもこいつも、自分の限界を自分で勝手に決めつけてやがる。たんに外の世界へ出るのを怖こわがってる臆おく病びよう者じゃねーかよ。ヘドが出るぜ。……なかでも一番ムカつくのが、灰火秋アキヒコだ。あいつが、この島をこんな風にしてるんだ。晶良だって──」

「ついこの前や。あたし、言われてん。人を嫌きらうのは最も原始的な防衛手段やて」

　小槙は言って、キリンを見る。

「キリンくんは、いったい何を守っとるん？」

「オレに守るものなんて、ねえよ」

　少年が自じ虐ぎやく的に笑った。吐はき捨てるように言う。

「今までそんなもん、一度だって持ったことはねえよ」

「だったら、キリンくん自身とは別のところにあんねんな」

　キリンが目を見開いた。

「なんや、やっぱりあるんやん。……ええなあ、あたしにはそんなもん、ないわ」

「……」

「アキヒコ様に会うたことがあるん？」

「……ねえよ。そんなやつに会わなくたって、オレは……晶良に会えただけで……」

　少年が片手をハンドルからはなし、握りしめる。握った拳こぶしを見つめ、何かを思い出すように黙だまり込んだ。

　小槙たちは、灰火秋島の中央通りをのぼっていく。通りを歩く住人の姿は、少なかった。皆みな、家にひきこもって研究をしているのだろう。

「晶良さんは、灰火秋島に呪のろわれてるように見えるわ」

　小槙は言う。

「晶良さんは天才や。でも天才いう人種は、孤こ独どくやねんなあ。天才かて人間や、寂さびしいて感情は持っとるやんな。あの人は、手を差し伸のべてくれる人を待っとるように見えるわ」

　キリンが、足を止めた。

　周囲にはいつの間にか住居が途と切ぎれ、人の気配もなくなっていた。

　坂の頂に、広大な屋や敷しきの姿が見えていた。灰雪山を背負って丘に寝ねそべる建物は、幼い頃に読んだ絵本の中の大だい蛇じやケツァルコアトルのようだ。柵さくの向こうに、複雑な造形をした屋敷と羽のような一対ついの尖せん塔とうが見える。

　少年が足を止めたことに気づき、小槙も立ち止まる。

「──振ふり向くな」

　小さな、しかし鋭するどい声が小槙の背中に突つき刺ささった。

　小槙の喉のどに、冷たく細い感かん触しよくが当たる。それが何であるか、小槙はさとっていた。

　灰火秋島に着いてから、キリンがずっと小槙のことを観察していたことには気づいていた。その視線に、ある種の緊きん迫ぱく感──殺意が込められていたことも。

「どないしたん、キリンくん？」

　何の警けい戒かい心もない口調で、たずねる。

　少年は黙ったまま、答えない。

　──キリンの正体に疑問を持ったのは、〝うてな〟にいた時からだ。普ふ通つうの少年にしては彼は足音がまるでしなかったし、何より常に周囲の動向をさぐるような視線の配り方に訓練を受けた癖くせのようなものが垣かい間ま見みえた。先ほど、キリンが通信施し設せつに訪おとずれた理由も、なんとなく分かっていた。そして、彼が何かを迷い続けていることも。

　だから、小槙もあることに賭かけていた。

　島をいっしょに散策するように仕向けたのも、そのためだ。島にいる間、小槙がキリンのそばにいて、もし彼の身から少しでも血の匂においがするようであれば、罠わなを仕し掛かけて少年を捕とらえるつもりだった。

　だが、今まさに小槙の喉に触ふれているもの──鋭えい利りな刃は物ものであろうそれに、血の匂いはなかった。少年の身体からだからもだ。

「……」

　キリンは息を押し殺したまま、次の行動をとれずにいるようだった。

　そんな少年の様子を見て、小槙はずっと感じていたことを口にした。

「キリンくんも、エッシャーのドラゴンやねんな」

「また、それかよ」

　背後で、苛いら立だたしげにキリンが言った。小槙の首にあたる冷たい感触が圧力を増す。

　しかし小槙は、動じない。平然とした口調で続ける。

「ドラゴンに生まれたからには、吼ほえたいやんなあ。飛びたいやんなあ。でも、本当は二次元の自分を三次元に見せるためだけに、自分の尻尾しつぽを咬かんでんねん。──二次元やって、ええやん。他の人とちゃうかっても、ええやん。本当にやりたいことやらんと、一度くらい思いっきし吼えとかんと、自分がドラゴンやいうことも忘れてまうで」

「……オレは、ドラゴンなんかじゃねえ」

　小槙は頷うなずいた。

「せやな」

　小槙は父に連れられ、これまであらゆる人々と対面してきた。その中で知ったのは、自らの正体を隠かくすことができる者とできない者がいるということだ。何か明確な目的があり、しかし迷いを隠しきれずにいる少年は、間ま違ちがいなく後者だった。

「普通の恋こいする男の子や。せやろ？」

　ピクリ、と喉に触れた感触が動どう揺ようした。

「……てめえ、いったい何者だ？」
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「あたしも、普通の女の子や。恋はしてへんけどな」

　ぼんやりと言い、喉にあてられたものに気づいた素そ振ぶりを見せず、灰火秋冬鳴館へと向かって坂をのぼっていく。

　ピリッとした痛みが喉に走った。

　だが、それだけだった。前を向いて歩く小槙を再び冷たい感かん触しよくが襲おそうことはなかった。

「……」

　背後で、キリンが立ちつくしているのが分かった。

　だがやがて舌打ちとともに、バイクを引っぱって小槙の横に肩かたを並べる。

「恋する、は余計だ、バカ」

「なんで？　ロマンティックでええやん。恋するキリンて、なんか可愛かわええやん」

「ぶっ殺すぞ、てめえ……」

　小槙とキリンは、屋や敷しきの正門の前に立った。

『ご見学の方でございますか？』

　閉じられた門から、女性の声が響ひびく。スピーカらしき機械や、カメラのようなものは見あたらない。おそらく超ちよう小型のそれらが門そのものに組み込まれているのだろう。

「ほんまは人に会いに来てんけど、でも先に見物しとこうかな。灰火秋一族の研究いうのにも興味あるし」

『キリンさんは、どのような？』

「このバカの付き添そいだよ。すぐ帰るけどな」

『かしこまりました。まっすぐお進みください』

　女性の声を合図に、柵さく状の門が開いていく。

　バイクを置き、二人は屋敷の敷地内へと足を踏ふみ入れた。

　建物へと続く道は、アスファルトで舗ほ装そうされていた。噴ふん水すいや彫ちよう像ぞうがある庭は、綺き麗れいに刈かり整えられた芝生しばふが敷しき詰つめられている。

　灰火秋冬鳴館というのは、目の前にある建物すべてを指した呼び名なのだろう。奥行きもかなりあるようだ。小槙が歩く正面からはだいぶ先にまで屋根が見えた。

「ようこそ、灰火秋冬鳴館へ」

　正面玄げん関かんの前で、一人の女性が小槙たちを迎むかえた。

　港で小槙に手をかしてくれた、スーツ姿の女性である。スリムな長身とベリーショートに切った髪かみという外見のせいで、遠目には男性に見えた。豹ひようを思わせる切れ長の瞳ひとみが印象的である。

「鈴藤小槙さまでいらっしゃいますね？」

「うん。どうして知っとるん？」

「うかがっております」

　誰だれから？　と訊きこうとしたが無意味なのでやめた。短たん髪ぱつの女性を見上げ、別のことを訊く。

「富二郎さんの血けつ縁えん者？」

「……なぜ、お分かりに？」

「うかがってはおらんなあ。なんとなくや」

　女性の目元が緩ゆるんだ。姿勢を正し、小槙に向かって一礼する。

「富二郎は私の祖父でございます。私のことはカズホとお呼びくださいませ。──ご案内さしあげます、どうぞこちらへ」

　カズホという女性に導かれるまま、建物の内部へと入る。

　絨じゆう毯たんが敷き詰められたホールの左右に、執しつ事じやメイドたちが整列していた。小槙が現れるなり、皆そろって頭を下げる。

「うわあ、たいした歓かん迎げいぶりや。いつもこうなん？」

「んなわけあるかよ。……マジで一体、何者なんだ、おまえ」

　となりにいるキリンは、さすがに気け圧おされたようだ。怪け訝げんそうに小槙を見つめる。

「上をご覧くださいませ」

　カズホが言うと同時に、ホールの頭上に立体映像が浮うかび上がった。巨きよ大だいなシャンデリアと縮小された灰火秋冬鳴館の映像が重なる。館やかたの映像はゆっくりと回転し、真上から見た建物の構造を映し出す。各部には細い矢印と名めい称しようが点灯していた。

「当館はこのような構造となっております。まずはどちらへ向かわれますか？　博物館でしたら最さい奥おう棟とうの──」

　カズホの説明を、小槙は聞いていなかった。立体映像を凝ぎよう視しする小槙の瞳が、薄うすい赤に染まっていく。

「なあ、これ、真横からも見れるん？　いろんな方向から」

「は？　ええ、もちろんでございます」

　カズホの返事からしばらくすると、映像が回転して別角度から見た館を映し出す。

　小槙はじっと映像を見つめたまま「次は斜ななめからや」「もう少し、拡大して」「もう一度、上からや」と指示を出していく。そのたびに次々と映像が切り替かわっていった。

「……この冬鳴館を造った人は、天才やな」

　元の瞳の色を取り戻もどした小槙が、嘆たん息そくする。

　小槙の言動の意味が分からないのだろう。ホールにいる全員が怪訝そうな顔をしていた。

「原形をお造りになったのは、初代の当主様と聞いております。時代ごとに復旧、改装はされているようですが、基本的な構造は当時と変わらないままだと……」

「例の〝予言者〟やな。そんなら納なつ得とくがいくわ」

「なにか……？」

「ううん、独り言や。──ええと、博物館は奥やったっけ」

「ご案内いたします」

　カズホに連れられ、使用人たちが揃そろうホールをあとにする。

　小槙たちは、迷めい路ろのような館内を進んでいく。冬鳴館についてカズホの説明をきく小槙とは異なり、キリンは退たい屈くつそうだ。道中ずっと無言で、一度カズホと「えらい歓迎ぶりだったな。使用人はあれで全員か？」「ええ、他ほかは皆みな〝うてな〟に乗っているので」「そうか」といったやりとりをしただけである。

　渡わたり廊ろう下かを抜ぬけ、最奥棟に入る。

　またしばらく歩いて、ようやく博物館の入り口らしき大広間へ到とう着ちやくした。

　そこにはすでに先客がいた。

「晶良さん」

「ようこそ、小槙さま」

　白衣の美女が振ふり返り、微笑ほほえむ。

　最初から晶良のもとへ案内するのが役目だったのだろう。カズホが「どうぞごゆっくり」と頭を下げて、広間を去っていった。

「……じゃあな、小槙」

　晶良の姿を見るなり、キリンもまた身を翻ひるがえした。去り際ぎわに、小槙の頭を軽く小こ突づく。

「キリンくん？　なんか用があるんとちゃうかったん？」

「もう済んだ」

　そっけなく言い放ち、少年がもと来た道を戻っていく。靴くつ音おともなくタキシードをなびかせる少年の背中を見送りながら、彼がはじめて自分の名を呼んだことに気づく。

「キリンさんは、ごいっしょされないのですか？」

　歩み寄ってきた晶良が、不思議そうに言う。

「用は済んだんやて。晶良さんの顔でも見に来たんちゃう？」

「私の？」

　晶良がわずかに目を見開いた。嬉うれしそうな、しかし困ったような笑えみを浮かべる。

「キリンさんは、いっしょに島を出ようと言ってくれたことがあるんです」

　予想外の言葉に、小槙は「わあ」と思わず声をもらした。

「ごっついなあ。女の子なら一度は言われてみたい台詞せりふナンバーワンや。なんや、言うことは言うてんや、キリンくん」

「でも、断ったんです」

「晶良さんは〝ヘラナ〟の付属品だから？」

　地じ震しんが起きた。

　ぐらぐらと揺ゆれる足元に対応できず、小槙は転びそうになる。小槙が島にやってきてから、もっとも震度が大きいのは間ま違ちがいなかった。

　転てん倒とうしそうになった小槙を、晶良の腕うでが支える。小槙の肩かたを支える女性の顔には、言い表しようのない微び笑しようが浮かんでいた。

「まいりましょう。灰火秋一族の歴史が、貴女あなたを待っています」

　──扉とびらをくぐった先は、時空を超こえた空間だった。

　一いつ切さいの音が聞こえない。

　一切の気配がしない。

　しかし、時代ごとの忘れ形見たちが一定間かん隔かくに並んでいる。

　宮きゆう殿でんの通路のように延々と続く空間の壁かべ側、透とう明めいのディスプレイで仕切られた中に見たこともない異物が鎮ちん座ざしていた。手前にあるのは、最も古い時代のものなのだろう。等身大の人形の一部らしき手足や頭部が置かれている。紐ひもでぶら下がったものや、文字が書き込まれたもの、ありとあらゆるからくり人形が置かれている。ディスプレイの上に掲かかげられたプレートに、それらに関する説明が記き載さいされている。

　通路に照明はないようだ。ディスプレイを照らす明かりだけが、かろうじて足元を照らし出している。暗くら闇やみに包まれた天てん井じようは、高いのか低いのかも分からなかった。

『灰火秋一族の歴史は、人間という種に関する観察の歴史だ』

　どこからか、若い男の声が響ひびいた。

　空気だけでなく、人々の心も震ふるわせるような存在感に満ちた声だ。小槙は昨夜、メガシップ〝うてな〟のメイン・ホールでこの声を聞いた。

　灰火秋アキヒコだ。

『そして、鈴藤小槙。君は我々一族の歴史の答えを示す、この世でたった一人の人物だ』

　ガチャリ、という金属音が、小槙の背中から響いた。

　小槙は嘆息した。

「買いかぶりや。それにここまで来て、今さら逃にげようなんて思わへんで」

「アキヒコ様がお待ちです。どうぞ奥へ」

　小槙の背中に拳けん銃じゆうを押しつけた晶良が、囁ささやくように言った。今、彼女がどのような表情をしているのか、小槙からは見えなかった。

　銃口に押しだされ、小槙は歩き出す。

　薄い暗闇に支配された異空間を、小槙と晶良はまっすぐに進んでいく。

　からくり人形が終わったら、次は精せい巧こうな義手や義ぎ肢しだった。旧時代のものなのだろう。素材の鉄やゴムは厚く、不格好だった。だが中には義眼らしきものもあり、それには見たこともないケーブルやチューブが繫つながっていた。

「もうちょっと、ゆっくり観みたいなあ」

『時間など関係ないだろう？　君は一目見れば、それらの全すべてが理解できるはずだ』

　アキヒコの声は、どこから聞こえてくるのか分からない。だがアキヒコからは、小槙の姿が見えているのだろう。

『灰火秋の者は、人間に関する研究を続けた。灰火秋一族の本当の目的──人間を〝造る〟という悲願を叶かなえるために』

　またディスプレイの中身が一変した。機械的なものの中に、人間そのものの模型が交ざっていく。脳に関しての医い療りよう技術の成果らしい。むき出しになった脳のう髄ずいの働きと、あらゆる角度からの断面模型が置かれている。それらは模型とは思えないほど精巧だ。

「灰火秋一族の〝予言〟を求めてやってくる人々も、あんたらにとっては人間に関するデータ集めにすぎひんかってんな。──ひょっとしたら〝予言者〟の伝説も、様々な種類の人間を呼び寄せるための方便かもしれへん」

『前半は、その通りだ。しかし〝予言者〟の存在は、作り話ではない。私たち一族には確実に〝予言者〟の血が流れている。いつか一族の中に、〝予言者〟の血を呼び覚ませる者が現れると確信していた』

「あなたがそうなん？　灰火秋アキヒコ」

　アキヒコは、答えなかった。

　小槙はさらに奥へと足を運んでいく。

　人体の模型の間が終わった。次に現れたのは、機械群だった。稼か働どう中のものもあるのだろうか。光源が点てん滅めつし、冷れい却きやく器が動く振しん動どう音が響いている。技術が現代に近づいてきたのだろう。機械のコンパクト化が目に見える過程で進んでいく。

『〝ヘラナ〟は、我々の研究の最終形態なのだ。ハードを造ったのは、私の代に入ってからだ。しかし〝ヘラナ〟が〝ヘラナ〟たる理由、人間の輪りん郭かくを形成するためのアポトーシス・プログラムは、一族が長い歴史の中で得てきた研究成果がなくしては実体化し得なかった。人工の人間、完かん璧ぺきな人間たる〝永遠の人格〟を生み出すための要素はすべて揃った』

「確かにそうやろな。人間を造るための自殺因子、アポトーシスと同じ働き……破は壊かいすることを〝正常な働き〟と認にん識しきさせてしまうプログラムなんて、完全なオーバー・テクノロジーや。果須田裕杜が生きていた頃ころなら、ただの技術の一つにすぎひん。でも、彼がいない世界では誰だれにも止められへん。電子世界の核かく爆ばく弾だんみたいなもんや。そのうちきっと世界中から狙ねらわれることに……ううん、もう狙われとるんかもな」

『〝ヘラナ〟は、真の完成に近づきつつある。灰火秋一族の悲願、〝永遠の人格〟は完璧な姿で生まれようとしている。あとは〝永遠の人格〟の誕生を証明するだけなのだ』

「どうやって、それを証明するん？」

『答えはすでに、君の頭脳が導き出しているはずだ』

　アキヒコの言葉は事実だった。小槙はたった一つしかないその方法を、すでに知っていた。

　灰火秋の歴史を語る空間が、終わりを告げる。

　目の前に大きな壁かべが立ちふさがった。壮そう大だいな絵画を施ほどこされたそこには、扉らしきものは何も見あたらない。

「進んでください」

　拳銃を小槙の背中に押し当てながら、晶良が言う。

「なんもないで。ただの壁や」

「大だい丈じよう夫ぶです」

　何が大丈夫なん？　そう訊きこうとして、小槙は気づいた。小槙の髪かみが、前方に向かってかすかになびく。──風が、吹ふいていた。

　小槙は理解し、壁に向かって歩いていく。

　小槙の額が、壁にぶつかり──一いつ瞬しゆんにして、新たな世界へと足を踏ふみ入れる。

「立体映像の壁か。凝こっとるなあ」

「実在した壁と隠かくし扉が地震で崩くずれ、アキヒコ様が新たに今の状態をお作りになられました」

　そこは、やはり薄うす暗ぐらい空間だった。

　前方に青白い光源があり、そこから届くかすかな明かりで、かろうじて足元を確認することができる。

「ここが、これまで灰火秋一族以外に足を踏み入れた者たちの、最後の境界線です。灰火秋島にやってきた人々はここで代々の当主様に〝予言〟を受けます」

「けったいな場所やな」

「どうぞ前へ進んでください。アキヒコ様は奥におられます」

　小槙たちは歩いていく。

「最初にはっきり言っとくけどな、あたしは灰火秋アキヒコに会う気なんて全然なかってん。〝ヘラナ〟にも興味なかったし。ただ、この招待状の意味を知りたかっただけや」

　小槙はポケットから、一枚の紙を取り出す。カード状の小さな紙に書かれた文字が、光源に近づくにつれて浮うかび上がっていく。




　　──人類の王が怖おそれた、新たなる怪かい物ぶつへ──




　アキヒコは何も言わなかった。晶良もまた、無言だった。

　薄うすい暗くら闇やみを歩く二人は、すぐに光源のもとへたどり着いた。

「止まってください」

　晶良が言い、前へ出る。

　青白い照明が天井、床ゆか、壁と四方を囲んだ空間だ。

　晶良が細い手を、暗闇に向かって差し出す。

　──暗闇が波打った。

　空間の歪ゆがみは波は紋もんのように拡がっていき、やがて亀き裂れつにも似た光の線が次々と宙を駆かけめぐっていく。

　光は空間に満ちていき、暗闇は薄い皮ひ膜まくを纏まとった壁となった。空気が抜ぬける音とともに、壁の一部にぽっかりと穴が空く。

「フレキシブルのホロペーパーで光を遮しや断だんしとったんか。立体映像やと三次元を表現できても、暗闇は作れんからな」

「どうぞ、前へ。貴女あなたはアキヒコ様にお会いしなければなりません」

　壁の向こうは、〝うてな〟の船内で見た無数の機械が立ち並ぶ空間だった。〝ヘラナ〟の脳のう細さい胞ぼうとも言うべきハードディスクと演算機の群れである。ただしそこもまた余計な光源は一いつ切さいなく、点滅する機械たちと冷却器が稼働する音だけが存在する異空間だった。

「それは真実やあらへん」

　空間の最さい奥おうへ辿たどり着いた小槙の眼前で、光が生まれた。

　光は伝染するように空間へ拡散していく。

　何百、何千というケーブルが眼前の壁へき面めんを伝っていた。

　ケーブルは壁面の中央、まるで悪あく魔まの眼めのように真っ赤なレンズへと集まっている。レンズからはさらに一本の管が引かれ、床に置かれた入力装置へと繫つながっている。

　そこに、人間の姿はない。

「灰火秋アキヒコには、最初から何度も会おうとる」

　くすり、と微笑ほほえむ声が聞こえた。

　拳けん銃じゆうが床に落ちる金属音が響ひびいた。

　晶良が悪魔の眼のもとへ歩いていく。

「気づいていたのだな」

『気づいていたのだな』

　声が、重なった。

　白衣の女性の笑えみは、今までに見たことのないものだった。口元は微笑んでいるのに、瞳ひとみは悲しげに歪んでいた。

「いかにも。私が灰火秋一族当主、灰火秋うたびし秋あき日ひ子こである」

　語る女性の背後で、光が再び拡散した。

「ようこそ、灰火秋島へ。人類の王を倒たおした、最強の挑ちよう戦せん者よ」

　足元から、小さな震しん動どうが伝わった。







　13　矢羽・ジラフェ・時字　その一




　矢や羽はね・ジラフェ・時とき字じは、アメリカの東海岸にあるダウンタウンで育った。

　名前はあるが、それが産みの親によってつけられたものか、それともあとになってつけられたものかは分からない。なぜなら彼は生まれて間もなく、わずかな金と引き替かえにある資産家の夫ふう婦ふに売られたからだ。

　五歳までは、資産家夫婦のもとで育った。だが夫婦に本当の子供ができると、ダウンタウンに住む下働きの女性のもとへ引き取られた。分かりやすい財産相続の構図である。時字を引き取って三年も経たたないうちに、下働きの女も病死した。

　時字がスラム街にのさばるストリート・チルドレンになったのは、八歳の頃だ。同じような境きよう遇ぐうの仲間たちと犯罪を繰くり返し、不法に金を手に入れて日々を生きのびていた。

　もともと知能も運動能力も高かった彼は、ある仲ちゆう介かい屋の目にとまる。

　彼は週に五回の訓練を受ける傭よう兵へいとなった。訓練とは言っても、スラム街の一角に住む元傭兵のもとで武器の知識を学び、他の傭兵たちに戦せん闘とう術を学ぶだけのものだ。普ふ段だんはダウンタウンで仲間たちと群れ、依い頼らいがあれば一人いくらで雇やとわれる。そして生きて帰ることができたらまた、訓練を日課とする普段の生活に戻もどる。十回も戦場とスラム街を行き来した頃にはもう、時字は仲間たちに一目置かれる存在になっていた。それも当然だ、はじめは数十人はいたはずの同じ街出身の仲間たちは、すでにたった三人しか残っていなかったのだから。

　十一度目の依頼は、日本の灰火秋島という見知らぬ島への侵しん入にゆうだった。話を持ちかけてきたのが誰だれであるかなどは、興味はなかった。二年がかりの大仕事とあって、時字は二つ返事で引き受けた。これで少なくとも二年間は生きのびることができる──。

　島に潜せん入にゆうする方法は、簡単だった。その島には、〝予言者〟と呼ばれる者のもとへ世捨て人がよく訪おとずれるらしい。自分もまた彼らと同じ境遇を装よそおい、島に居着く手はずだった。

　そこで、時字は意外な人物と出会った。

　──どうしてですか？　貴方あなたの手は、こんなに綺き麗れいなのに。

　案内役の女性の手を思わず振ふり払はらった時字が、「手が汚よごれてるから」と苦し紛まぎれに言った時のことである。汚れている、と言ったのは、本当のことだ。時字の手は今までに何度となく犯罪によって黒く染め上げられている。

　──思えば、時字の苛いら立だちはあの日からはじまった。

　自分がどうしてこんなにも苛ついているのか、分からなかった。

　そして苛立ちは、今まさに頂点に達していた。




　キリン──矢羽・ジラフェ・時字は、改造したバイクで平原を疾しつ走そうしていた。

　谷に沿って渓けい谷こくを下りながら、時字は首に手をまわしてタイを外して投げ捨てる。障害物にぶつかってバウンドするバイクを、体重移動によって立て直す。時字のバランス能力は、傭兵仲間の間で最も高い。

　──キリンくんも、エッシャーのドラゴンやねんな。

　昨日知り合ったばかりのあの少女、小槙の言った台詞せりふが脳のう裏りに蘇よみがえる。

「……くそっ！」

　一いつ瞬しゆん、あり得ない未来を想像してしまい、顔をしかめて打ち消す。

　時字のすべきことは、たった一つしかない。そのために二年間もかけて、〝ヘラナ〟と灰火秋島について調査したのだ。送り出した報告書に〝ヘラナ〟の価値に疑う余地なしと書き記したのは、他ほかならぬ時字自身である。

　沿岸部に到とう着ちやくし、バイクを停止させる。磯いそに浮うかんだ小さな海岸で、この場所を知っているのは島民でもわずかしかいない。周囲に人ひと影かげがないことを確かく認にんする。

　時間だ。

　乱暴にバイクを乗り捨て、懐ふところに手を伸のばす。

　時字が取り出したのは、小さな発光ライトだった。小型だが強力で、昼間でも遠方まで光を届かせることができる。

「……」

　また、迷う。だが悩なやんだ末にライトで描えがいたのは、「ＧＯ」を示すサインだった。

　ライトをしまってしばらく待つと、海から無数の人影が浜はまへと上陸した。ダイバースーツとシュノーケルで身を覆おおった漆しつ黒こくの者たちである。

「！」

　その中の一人を見て、時字の心臓がはち切れんばかりに高鳴った。

　赤い双そう眸ぼうを輝かがやかせた悪魔が、海から姿を現していた。

　背せ丈たけは二メートル近くあるだろう。真っ黒なダイバースーツの上からでも、引き締しまった手足の筋肉が盛り上がっている。片手で肩かたに担かついでいるのは、無数の太い鎖くさりだった。鎖の先には十以上もの数の大きな金属のケースが繫つながっている。それら一つ一つがかなりの重量を有しているのは、砂浜に刻まれた深い溝みぞが示していた。

　潜せん水すい用のゴーグルの奥で赤い瞳ひとみを輝かせた姿は、まるで無数の棺ひつぎをひきずる地じ獄ごくの使者のようだ。時字はその悪魔が誰だれであるか、知っていた。

「レイ……ヴン……」

　時字はうわごとのように呟つぶやく。背筋に戦せん慄りつが走るのが分かった。

　赤い双眸の巨きよ人じんの他に、海岸に上陸したのは総員で二十名ほどの傭兵たちだった。酸素ボンベを投げ捨て、時字のいる場所へと近づいてくる。

　真っ先に時字のもとへ歩み寄ってきたのは、棺のようなケースを手放した大男だった。ゴーグルを外すと、男の目が赤から青へと変わっていく。

「ひさしぶりだな、兄弟ブラザー。調子はどうだ？」

　無表情な顔を露あらわにした大男は、若い白人だった。

　時字は思わず声を張り上げる。
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「レイヴン……！　てめぇが来るなんて聞いてねえぞ！　作戦の指揮はオレがとるはずだったはずだぜ！」

「〝キリン〟と〝キューピッド〟がいるってのに、〝バーサーカー〟だけ何もしないわけにはいかないだろう。さっさと終わらせて、俺たちの街へ帰るぞ」

　表情一つ動かさずに言い、レイヴンはダイバースーツを脱ぬぐ作業に入る。

「屋や敷しきに残っている使用人の数は？」

「……二十三人」

　作戦の障害となるであろう使用人の数は、すでに確認してある。そのために、時字は冬鳴館に訪おとずれたのだ。他にも、島の要所にある通信施し設せつにいた管理者たちも、すでに拘こう束そく済みだ。小槙とともに島の各所をまわっていたのも、そのためだ。本当は、小槙もまた冬鳴館に辿たどり着くまでに片づけるはずだった。

　拳こぶしを握にぎる時字の前で、傭よう兵へいたちはそれぞれ準備にとりかかっている。アーミーパンツに防ぼう弾だんチョッキを着込み、ケースの中に入れられたマシンガンなどの装備を分配する。中の一人が、箱のような機械の塊かたまりを背負う。〝ヘラナ〟を運ぶための媒ばい体たいとなるキャリア・ボックスだ。

「お前は知らないだろうがな、最近、俺たちの街の市長が変わったんだ。これからあの掃はき溜だめみたいだった街も、少しは変わる。今回の仕事が終わったら、俺とお前、それにリリカの三人で街のはずれに家を買おう。普ふ通つうの仕事をさがすのも、いいかもな」

　レイヴンが着き替がえをしながら、時字に言う。ニット帽ぼうをかぶり、黒い手て袋ぶくろに手を入れる。他の傭兵たちとは異なり、レイヴンは素す肌はだの上に漆黒の防弾ジャケットと防弾パンツを着けた。

　リリカというのは〝キューピッド〟の異名を持つ、仲間の少女だ。彼らは三人とも、同じ街で育った仲間である。

「掃そう除じ屋の仕事なら、いくらでもある。ゴミと言われてた俺たちがゴミ拾いさ。皮肉がきいてるだろ？」

　ブーツを履はきながら、レイヴンが時字を見て口の端はしを持ち上げる。

「……！」

　時字は拳を握りしめた。

「いい……かもな。三人そろってゴミ拾いだ」

「ああ。あの街も少しは綺き麗れいになるかもな」

「ピカピカに磨みがいて、街の連中を全員スッ転ばしてやる」

　話を聞いていた傭兵たちの間から、笑い声が上がった。

　やがて、時字をのぞく全員の作業が終わったようだ。レイヴンを先頭に、傭兵たちがそれぞれの装備を確かく認にんしている。

「お前はそのままでいいのか、時字？　お前の装備もケースに──」

「……なあ、レイヴン」

　自分が何をすべきか、まるで分からない。何が正しいのかも、分からない。だが、笑ってしまいそうだった。こんな時になって、自分は迷っている。心は笑ってしまいそうなのに、顔は見る見るうちに歪ゆがんでいく。

「頼たのみがあるんだ……なあ、頼むよ……」

「どうした、時字？」

「殺さないでくれ……」

　時字の口にした言葉に、レイヴンを含ふくむ傭兵たちが顔つきを変えた。

　時字は俯うつむき、唇くちびるを嚙かみしめる。

　これまで出会った、灰火秋島の住民たちの顔が次々と思い浮うかんだ。晶良を筆頭に、どんなに無愛想だろうとバカみたいにキリンに親切に接した灰火秋の使用人たち。そして、不自然に思いつつもとうとう最後まで何も訊きかず、時字を置いてくれたスミス・アルコニー。

「〝ヘラナ〟だけ、持って帰ればいいんだろう？　だったら……」

　レイヴンが、時字の頭に手を置いた。

「お前はここに残れ。あとは俺が指揮する」

「レイヴン……！」

　時字は顔を上げた。だが大男の表情を見て、言葉を失う。

「手を抜ぬいて失敗でもしたら、俺たちが仲ちゆう介かい屋に殺されるんだぞ……今までにどうやって生き延びてきたのか、忘れたのか？」

　レイヴンの目つきは、鬼おにそのものだった。かつての自分もまた、日常のように浮かべていた表情だ。

「……お前は二年間、よくやったよ。あとは俺とリリカにまかせろ」

　時字の頰ほおを軽く叩たたき、レイヴンが歩き出す。傭よう兵へいたちもまた、時字を置いて砂浜を歩き出した。ここから島の住民に見つからないよう隠おん密みつ行動になる。屋敷へ到とう着ちやくし、突とつ入にゆうするのは約三十分後といったところだろう。

「……っ！」

　屋敷に向かって歩いていく傭兵たちの姿が見えなくなるまで、時字は身動き一つとることができなかった。自分が何を言っているのか、その意味は分かっていた。

　本来の自分の仕事を終え、街へ帰る。

　そうすれば、大金が手に入る。小さな家を買い、三人で暮らしていく。夢のような話だ。

　だが──。

　──一度くらい思いっきし吼ほえとかんと、自分がドラゴンやいうことも忘れてまうで。

　いつもぼんやりとしている少女の言葉が蘇よみがえった。

「オレは……！」

　屋敷がある方向を仰あおぎ見る。

　──どうしてですか？　貴方あなたの手は、こんなに綺き麗れいなのに。

「オレは！」

　倒たおれたバイクに駆かけ寄り、ハンドルを持ち上げる。

　エンジンをかけ、傭兵たちが消えた方角とは別方向に向かって走り出す。

　迂う回かいしたとしても、灰火秋冬鳴館へはバイクなら五分程度で着くはずだ。

「金なんかより……家なんかより……もっと欲しいものができちまったんだよ！」

　アクセルを全開し、時字は海岸を全速力で走り出す。

　だが直後、平原が大きく揺ゆれた。







　14　春野祥　その七




　海上に浮かぶメガシップ〝うてな〟のメイン・ホールは、不気味な沈ちん黙もくに包まれていた。

　シージャックされたことで、乗客は人ひと質じちとなっている。それらを監かん視ししているのは、武装した傭兵たちだ。立場がまったく違ちがうはずの彼らは、しかし皆みな、同じように息を吞のんでいた。

　彼らが見ているのは、ホール中央──チェスを行っている数人の人々である。

　ジョセフが、歪ゆがんだ笑えみを浮かべていた。

　戦局は、一方的な展開を見せつつあった。

　バイザー越ごしに盤ばん面めんを凝ぎよう視しするあかりの顎あごから、汗あせの滴しずくが落ちた。

「……なんだ、これは」

　ぽつり、とジョセフが呟つぶやいた。タトゥの彫ほられた手で、黒の駒こまを動かす。

　灰火秋あかりが、目つきを変えた。

「Ｎｄ３……想定内。シミュレーション開始。三十手先まで終しゆう了りよう、Ｑｃ７で高ポイント。五十手先まで終了。相手の反はん撃げきを想定、回かい避ひするために……」

　あかりの瞳ひとみが、深しん紅くに染まっていた。ぶつぶつと呟く口よりも先に、虚こ空くうを叩く指先が高速で動いていた。彼女のバイザーには、そこに仮想のキーボードが見えているのだろう。

　チェス盤の上で、白の駒が勝手に動いた。あかりが操作したのだろう。

「なんなんだ、これは……！」

　ジョセフが掠かすれた声で叫さけんだ。

　──チェスの局面は、誰だれもが想定しえなかった状じよう況きようを迎むかえていた。

　ゲームの序盤は、チェス・チャンピオンであるジョセフの一方的な攻こう勢せいだった。

　だがある時を境に、あかりの様子が急変したのである。バイザーを見つめる瞳が深紅に染まり、とりつかれたようにキーボードを操あやつりだしたのだ。

　あかりの反撃が始まり、戦局は完全に逆転していた。

「私は……王に……あのプログラムを手に入れ……！」

　ぶつぶつと呟くジョセフの表情に貼はりついた笑みが、みるみるうちに歪んでいく。

　リリィがあかりを見て、小さな声をもらす。

「もう一匹ぴき、〝ネクスト〟が隠かくれてやがったか……」

「祥……ねえ、祥……」

　赤い瞳でバイザーを凝視しながら、あかりが掠れた声を出す。

「なに、これ……なんでわたし、こんなものが見えるの……？　この人が何をするのか、その先どうなっていくのか、見えるんだよ……怖こわいよ、祥ぃ……」

「……！」

　祥は、あかりの異常なほどに真っ赤に染まった瞳を見た。

　超ウルトラ・飛躍ジヤンプ──。

　あかりがその能力を使うことができることは、予想していた。だがこれまで、あかり自身に自覚はなかったようだ。今まではっきりと覚かく醒せいしていなかったのだろう。

　仮想キーボードを叩たたくあかりの指の動きが、次し第だいにぎこちなくなっていく。

「まるでわたしが〝ヘラナ〟になったみたい……頭が……痛い……」

　あかりの瞳から、涙なみだが溢あふれ出す。

　超飛躍は脳内の興奮物質を異常分ぶん泌ぴつさせて起こす、いわば一種の催さい眠みん状態である。興奮物質は本来、強い毒性を持っている。本人の許容量を超こえる分泌は、危険な状況を引き起こすことにつながるのだ。

　祥は、あかりの身に起きている事態をさとった。

　能力が暴走しかけているのだろう。急激な思考能力の変化に慣れていないため、身体からだがついていかなくなっているのだ。

　祥はあかりの頭を抱だき、囁ささやきかける。

「怖がらなくて、いい。その力も、お前の一部なんだ。今まで気づかなかっただけだ」

「でも……」

「怖いっていう気持ちを否定するな。それはお前が思っている以上に、危険な力なんだ。それでも、お前の持っている力なんだよ。お前のほうが、もっと強いと思うんだ」

「でも、でも……」

　ジョセフが、次の手を打つ。

　半ば反射的なのだろう。あかりの指先が高速に動き出す。だが、次々と生まれていく新たな情報を制せい御ぎよしきれないのだろう。あかりの赤く染まった瞳から、大おお粒つぶの涙がこぼれ落ちる。危険な状態にあることは明白だった。

「ダメ……頭が……割れ……祥……助けて……」

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　あかりの頭に手を置き、祥は身をかがめる。

「お前、言ったよな。これから変化していく世界を見てみたいって。今、お前が見ているのが、その世界だ。すげーだろ？　まだまだこれから変わっていく。お前が変えていくんだ。お前はもっとずっと強くなっていく」

　あかりの瞳からは、とめどなく涙が溢れ続けていた。みずからの力と、懸けん命めいに戦っているのだろう。指先の動きが、不安定に動いたり止まったりを繰くり返している。

「不安なら、俺がそばにいてやる。なにも一人でがんばる必要なんかないんだ。誰かといっしょなら、誰だって信じられないほど強くなれるんだ。──そう、果須田裕杜なんか、目じゃないくらいにな」

「……」

「今は、俺がパートナーになってやる。お前は一人じゃない。これからだって一人じゃない。お前にはお前を大切に思ってくれる奴やつらがいるんだろ？　うしろの爺じいさんたちだってそうだ。それに、お前の兄貴もな。アキヒコに毎日、挑ちよう戦せんしてたんだろ？」

「お兄──」

　あかりの目の色が、変へん貌ぼうした。深紅が薄うすまっていき、だが一定の濃のう度どで安定する。

　不可視のキーボードを叩く指の動きが、さらに速度を増した。だが、少女の瞳にははっきりと意志の輝かがやきが浮うかんでいた。唇くちびるを嚙かみ、まっすぐに目の前の光景を見つめている。

「こんなヤツになんて、負けられない……今度こそ、お兄ちゃんに──」

　あかりの瞳に、意志の輝きが戻もどる。

「灰火秋アキヒコに勝つんだ……！」

　チェスの盤ばん面めんを映した立体映像に、ノイズが走った。雑音とともにノイズが拡ひろがっていき、やがて別の映像を映し出す。無数の文字列と、大きな扉とびらだ。──電気室に閉じこめられていた時に祥が見た、セキュリティ管理システムの入り口を示す映像だ。

　鐘かねの音とともに、扉が開いた。

　文字列の洪こう水ずいが、立体映像を埋うめ尽つくした。

　目にもとまらぬ速度で、無数の映像が飛んでは消えていく。

「……貴様！」

　ジョセフが目を剝むいた。

「チェスをしながら、私のプログラムの上から新しいプログラムを書き込んでいたな……！」

　男がポケットから、携けい帯たい電話のような端たん末まつを取り出す。

「わたしのほうが、強い！」

　あかりが、声を張り上げた。

　ホールを照らす照明が、点てん滅めつした。

　空気が抜ぬける音が響ひびき、出入り口のドアがいっせいに開放されていく。

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくの後、照明が元通りに安定する。

『〝うてな〟全システムの再起動が正常に完かん了りようしました。システムがバージョン10へと移行されます』

　天てん井じように取りつけられたスピーカから、機械的な女性のアナウンスが響いた。

「あんたなんかとは、格が違ちがうんだから」

　ジョセフを睨にらみ、あかりが言い放つ。ジョセフは手の中の端末を操作していたが、やがて呆ぼう然ぜんと動きを止めた。

〝うてな〟のシステムが、完全に正常な状態へと戻ったのだ。ジョセフが仕組んだセキュリティのロックは解除され、また発電機を侵おかしていたウィルスも駆除されたのだろう。これでジョセフ・ヘンリーは武器を失ったも同然だ。

「あんたは脱だつ落らくだ、チャンピオン。相手が悪かったな」

　祥がジョセフ・ヘンリーに向かって言う。男はまだ愕がく然ぜんとした表情のまま、動かない。

　ガチャリ、と祥の耳元で金属音がした。

「ご苦労さん。ご褒ほう美びは、何がいい？」

　リリィが、祥のこめかみに拳けん銃じゆうの銃口をつきつけていた。

　あかりが顔色を変える。

「祥！」

「……人ひと質じちを解放してくれ、つっても、どうせきいてくれるわけないよな。そうだな……チェスチャンピオンのタイトルでいいよ。今日からあかりが王様だ」

「じゃあ、てめえには鉛なまり玉だまをくれてやる。いい冥めい土どの土産みやげになるぜ」

「貴様……なんのつもりか！　あかりお嬢じよう様は勝ったのだぞ！」

　後ろから富二郎が叫ぶ。だが金きん髪ぱつの少女は涼すずしい顔だ。

「そこのガキも〝ネクスト〟だったとはな。見たところ、理論セオリー型の〝ネクスト〟……相手の考えてることでも分かるのか？　それとも別の能力か……どっちにしろ、売り飛ばすのは一人でじゅうぶんだ。〝ネクスト〟が二人もいるとやっかいだからな」

「こいつの力は、そんなもんじゃねーよ。灰火秋一族の伝説を知らないのか？　〝予言者〟の再来だよ」

　祥は軽い口調で言ってみせるが、握にぎった拳こぶしには大量の汗あせが滲にじんでいた。

　──誤算だった。

　予想外に、あかりの能力が強すぎた。祥の計画ではもっとチェスの対戦を引き延ばし、あかりのいう〝何か〟がやってくるのを待つつもりだった。

　あかりを見る。彼女もまた、不安に満ちた表情で祥を見上げていた。

　──まだ、もう少し──。

　あかりの唇が、言った。

　祥の瞳に変化が生じようとしていた。視界に映る全すべての光景が、脳内でゆっくりとデジタル化されていく。

　祥の変化を見てとったリリィが、残ざん虐ぎやくな笑えみを浮かべた。

「無む駄だだぜ。てめえの能力は、おそらく閃きフラツシユ型……動きの中でもっとも威い力りよくを発揮するタイプだ。この状態じゃ、役に立たねえよ。ガキは生かしておくが、お前は殺す。万が一、戦せん闘とうになったら理論型より閃き型のほうがやっかいだからな」

　金髪の少女が、引き金にかけた指に力を込こめる。

「おい、そこの元チャンピオンも捕つかまえておけ。こいつの次は、そのクソ野や郎ろうだ」

　祥は拳を握り、言う。

「果須田裕杜を倒たおしたやつを、知りたくないのか？」

「その話は、もうやめだ。どうせハッタリだったんだろ？　──じゃあな」

　──あと十秒──。

　あかりが絶望的な顔で言った。

　祥は笑みを浮かべた。

「……だよ」

「あ？」

　俺が、果須田裕杜を倒した──。

　リリィにしか聞こえないような小声で、言う。

　金髪の少女は目を見開いた。

「くっ」

　リリィが笑みをもらしたのは、一瞬だった。すぐに怒いかりに形相を歪ゆがめ、拳銃の引き金にかけた指に力を込める。

「死にやがれ、ハッタリ野郎」

　十秒が、経過した。

「！」

〝うてな〟が、揺ゆれた。

　巨きよ人じんの槌つちで叩たたかれたかのごとく、真上から叩きつけられるような振しん動どうが船を襲おそった。

　祥の赤い瞳ひとみが、リリィを捉とらえた。

　リリィが舌打ちし、引き金を引く。

　拳銃から放たれた弾だん丸がんが、とっさに頭を下げた祥の頭上をかすめる。

　乗客が悲鳴を上げた。

　祥は腰こしを落とし、リリィに体当たりをかけようとする。少女が肩かたから提さげたマシンガンの銃口を向けるが、祥の飛び込む速度のほうが速かった。躊ちゆう躇ちよなく少女の懐ふところに飛び込み、細い首めがけてラリアットを繰くり出す。

　金髪の少女が、とっさに拳銃を持った手で防ぼう御ぎよする。だが体重の差で、後方の床ゆかへ弾はじきとばされる。衝しよう撃げきで少女は拳銃を手放し、祥はラリアットをした手で少女の肩からマシンガンをベルトごとかっさらっていた。

　ほんの数秒の出来事だったが、その瞬しゆん間かんに灰火秋の使用人たちも動いていた。

　揺れが起きた瞬間、テーブルから落ちたナイフとフォークをクロハが宙に蹴けり上げた。ザキが目を見開き、それらを閃せん光こうのような速度で蹴り飛ばす。ナイフとフォークは、ステージ上で祥を狙ねらっていた傭よう兵へいたちの顔面や腕うでに突つき刺ささる。

　同時に使用人たちの数人が、そばに立っていた傭兵たちに飛びかかった。力ずくで拘こう束そくを解いたのだろう、彼らの片方の指は肉が刮こそげ落ちていた。背後から傭兵らの顎あごを押さえ、一気に脳天の方向へ叩き上げる。それだけで、傭兵たちの目は焦しよう点てんを失った。瞬時に脳しんとうを起こしたのだろう。脱だつ力りよくした傭兵たちの腕ごとマシンガンを構え、四方に銃じゆう弾だんをばらまく。

　監かん視しするために乗客を一カ所に集めていたのが、彼らにとって災わざわいした。しかも座り込んでいる乗客とは異なり、立っていた傭兵たちは格好の的となっていた。

　祥は、ナイフとフォークをくらって倒れた傭兵たちの足めがけ、マシンガンの引き金を引く。悲鳴を上げて銃を手放したのを見て、背後にいるあかりを円えん卓たくごと壁かべに向かって蹴り飛ばした。

「きゃあ！」

「テーブルの陰かげに隠かくれてろ！」

　叫さけぶ祥の視界で、時間が停止した。視界の端はしに、こちらに向かって飛来するナイフが見えた。

　再び時間が、動き出した。祥は頭に突き刺さろうとしていたナイフを、間かん一いつ髪ぱつマシンガンで防ぐ。床の上で、リリィが舌打ちした。

「お前が言ったんだぜ。動きの中でこそ、突破ブレイク・スルーするための俺の能力は威力を発揮する」

　リリィが、倒れた傭兵に向かってダッシュした。銃を拾うつもりなのだろう。

　祥の視界に、無数の銀光がひらめいた。

　ザキとクロハが、ナイフやフォークを次々と投げ飛ばしたのだ。激しく揺れる船内でも、それらは的確に残る傭兵の急所へと突き刺さっていく。ただ一人、リリィだけは、無線機を盾たてにしてナイフをかわしていた。破は壊かいされた無線機が床に転がる。

　再び、叩きつけるような揺れが〝うてな〟を襲った。乗客たちの悲鳴が重なる。

　すでにリリィを除く傭兵たちは、ザキとクロハ、そして使用人らの攻こう撃げきで戦闘不能に陥おちいっていた。

　祥のマシンガンと、拳けん銃じゆうを拾ったリリィの互たがいを狙った攻撃は相撃ちだった。揺れによって両者とも狙いがはずれていた。祥の放った弾丸は少女の拳銃をはじき飛ばし、またリリィの拳銃による一発はマシンガンを持つ祥の腕をえぐる。

「ぐあっ！」

「祥！」

　床へ投げ出された祥のもとへ、あかりが駆かけ寄ろうとする。祥は目を見開いた。

「バカ！　来るな、あかり──」

　叫ぶ祥の視界の中で、それまで微び動どうだにしなかったジョセフ・ヘンリーが動いた。倒れた傭兵に飛びつき、マシンガンを拾い上げる。狂きよう気きの笑えみを顔面に貼はりつかせた男が狙ったのは、無防備になった祥でも銃を持つ使用人たちでもなく、一人の少女だった。

　あかりの表情が、凍こおりつく。

「私は、誰だれにも負けない……！」

　ジョセフが、引き金を引いた。

　連続する銃声が、ホールに響ひびいた。

「あ……」

　あかりが漏もらしたうめき声が、祥の耳まで届いた。

　血ち飛沫しぶきが宙に舞まっていた。

「富二郎──」

　富二郎、ザキ、クロハの三人があかりの前に立ちはだかっていた。

「ザキ……クロハ……」

　ジョセフが悲鳴を上げたのと、三人の使用人たちが床に倒れたのは同時だった。銃弾を受ける直前に投げたザキのフォークが、ジョセフの肩に突き刺さっていたのだ。

　祥は床を蹴り、もう一方の腕で銃を摑つかもうとするジョセフの頭にドロップキックを浴びせる。ジョセフの身体からだが見事に吹ふっ飛び、床に転がって動かなくなる。

「ちっ……！」

　形勢不利と見たのか、リリィがそばの出入り口からホールの外へ飛び出していく。

　祥はホールを振ふり返った。

　傭兵たちは全ぜん滅めつしたようだ。使用人たちは機き敏びんに傭兵たちの意識を確かく認にんし、武器を集めている。乗客たちは悲鳴を上げるばかりで、その場を動こうとしない。

「これで……少しは我々の忠誠を……信じていただけましたかな……？」

　倒れたまま笑う富二郎の頭を、あかりが抱だき上げている。

「富二郎のバカ！　ザキとクロハもバカバカバカ……！」

　ザキとクロハも、かろうじて立っているとはいえ、重傷なのは明らかだ。富二郎も含ふくめて、もう動くことはできないだろう。数人の使用人が彼らの傷を看みながら「命に別状はございません。ご安心くださいませ」と泣なき叫ぶあかりに声をかけている。

「俺はあの女をつかまえる！　ブリッジやデッキにいるはずの残りの傭よう兵へいはまかせたぞ！　今ならホールの状じよう況きようも伝わってないはずだ！」

　武器を持った使用人たちが頷うなずくのを確認し、祥は金髪の少女のあとを追う。

「祥！　待って！」

　あかりの叫ぶ声が聞こえた。祥はマシンガンを持ったまま廊ろう下かに飛び出す。

　廊下の先に、階段を上っていく少女の金髪が垣かい間ま見みえた。──ホールが三階分の吹き抜ぬけになっているため、その階段はデッキへ直通になっているはずだ。祥は少女のあとを追う。

　また激しい振しん動どうが、船を襲おそった。

　壁かべに叩たたきつけられ、祥は顔を歪める。

「いったい何なんだ、この揺ゆれは……！」

　壁をつたうようにして、階段へと向かう。祥は警けい戒かいしながら、階段を駆け上がっていく。今、リリィは銃を持っていないはずだ。たとえ不意打ちで襲いかかられたとしても、肉にく弾だん戦なら祥のほうが有利である。それよりも今は少女を見失うことのほうが危険だった。

　一気にデッキのある階まで駆け上り、甲かん板ぱんへ飛び出そうとする。だがこちらへ向かってマシンガンを構える二人の傭兵を見て、慌あわてて扉とびらの陰かげへ身を隠す。

　一呼吸の差で、階段のある扉を銃じゆう弾だんの雨が襲った。

　外の状況を監かん視しするための傭兵が残っていたようだ。祥は一いつ瞬しゆんだけ扉から顔を出し、デッキの状況を確認する。祥が身を引くと同時に、また銃弾の洗礼が襲いかかる。

　デッキに見えるのは、傭兵二人だけである。金髪の少女の姿は見あたらない。かといって階段の横にあるエレベータが動いていないところを見ると、リリィはデッキの奥──プールのどこかに身を隠かくしているのだろう。プールには柵さくや照明塔とう、飛び込み台など隠れる場所が多くある。武器も仲間からすでに受け取っているはずだ。

「……行くしかないな」

　祥は腰を落とし、そばの壁につかまって身体を支える。

〝うてな〟が、横よこ殴なぐりに振動した。

　同時に、祥は扉から飛び出した。

　直前の揺れで　二人の傭兵たちはまともに転てん倒とうしていた。だが無理な体勢からマシンガンの引き金を引く。

　祥の瞳ひとみが深しん紅くに染まった。

　凍りついたように時間が停止し、マシンガンの銃口から飛び出す銃弾の軌き道どうがいくつもの線となって視覚化される。

　──もちろん実際に時間が止まっているわけではない。超ウルトラ・飛躍ジヤンプによって加速された祥の脳内で、あらゆる情報が瞬時に処理されるのである。その時間があまりに短いため、祥の意識では時間が停止しているように見えるのだ。

　時間が、再び動き出した。

　祥は見えたばかりの銃弾の軌道を避よけ、甲板を走り抜ける。マシンガンから放たれた銃弾が、祥をかすめてはるか後方へと消えて行く。

　今度は、祥が銃弾を放った。傭兵たちの胸むな元もとめがけ、横なぎに銃弾をばらまく。

　悲鳴をあげ、傭兵たちが甲板に転がった。防弾チョッキを装備しているため、命に別状はないだろう。だが両りよう腕うでを撃うち抜かれた上に、間近から銃弾を浴びた衝しよう撃げきで肋あばら骨ぼねは何本か折れたはずだ。しばらくは身動きをとることもできないだろう。

　また〝うてな〟が大きく揺れる。

「うっ……！」

　祥は踏ふん張ることができず、甲板を転がる。──が、バランスを崩くずしたのが救いとなった。それまで祥が立っていた場所を、無数の弾丸が通り過ぎる。揺れがなければ、脳天を撃ち抜かれていたところだ。

　柵に激げき突とつし、祥は顔を上げた。

　銃弾が飛んできたのは、やはりプールのある方向からだった。祥はマシンガンを投げ捨て、プールめがけて甲板を蹴ける。よほど近きん距きよ離りでないかぎり、銃による勝負では祥に勝ち目はない。

　照明塔の陰に、銃口が見えた。

　祥の瞳が赤く染まる。停止した時間の中に、銃口から伸のびる軌き跡せきが視覚化される。

　だが、超飛躍していた祥の感覚が強制的に遮しや断だんされた。

　船体がまた大きく揺れたのだ。

「がっ……！」

　銃声が響き、銃弾が肩かたと脚あしをかすめた。はじき飛ばされるようにして、祥は救命具を収めてあるボックスに激突する。とっさにボックスにしがみついていなければ、柵を跳とび越こえて海へと投げ出されていただろう。

「……くそっ！」

　ボックスの陰かげに身を潜ひそめ、祥は奥歯を嚙かみしめる。柵かボックスにぶつかった時に切ったのだろう、口の中に血の味がひろがった。

　どんな状況であろうと、リリィの銃弾は正確に祥を捉とらえていた。一方、祥はデッキの揺れのせいで、走ることすらままならない状態だ。

　こうしている間にも、鈴藤さんが……！

　祥の中に、焦あせりが募つのる。

「ヘイ、サチ！」

　揺れるデッキに、リリィの声が響いた。

「仲良くしようぜ、一夜をともにした仲じゃねえか！」

　祥は笑い飛ばす。

「はっ、さっきまで何のためらいもなく殺そうとしてたヤツが、よく言うぜ！」

「仕方なかったんだよ！　おれたち傭よう兵へいは、一度でも仕事をヘマすりゃ依い頼らい人か仲ちゆう介かい屋に殺されるんだ！　〝リスト〟に載っちまってるから、どこの国に逃にげても、すぐに密告チクリ屋に見つかっちまうしな。おれの仲間にも〝ネクスト〟がいるが、そいつなんかひでえもんだ！　子供の頃ころに売られてきて以来、タダ同然の報ほう酬しゆうで世界中の戦場へ送られて──」

「同情でもして欲しいのか？　それとも、かわいそうだから見み逃のがしてくれって？」

「……てめえらみてーなシアワセな国に生まれた連中に、殺やられるかっつってんだよ」

　憎ぞう悪おの込こめられた声は、先ほどと微び妙みように違ちがう場所から聞こえた。

　しまった──。

　祥は歯嚙みする。

　場所を移動するための、時間稼かせぎか……！

　これでまた、どこから弾だん丸がんが飛んでくるか分からなくなってしまった。祥とそう変わらない年ねん齢れいで、これまでにいくつもの修しゆ羅ら場ばをくぐってきたのだろう。戦せん闘とうにおける経験は、リリィのほうが遥はるかに上のようだ。

　時間が長引けば長引くほど、祥にとっては不利となってしまう。止血もろくにできない状態で、すでにシャツの半分は血で染まってしまっていた。体力の損そん耗もうが激しい上に、一度でも見失ったらまたリリィは場所を移動してしまうだろう。

　一か八ばちか、一気に攻せめるしかない──。

　よほどの訓練を積んでいるのだろう、リリィの射しや撃げきの腕は正確無比だった。銃じゆう口こうさえ視界の中にあれば、祥の超ウルトラ・飛躍ジヤンプが発動する。だが、一発目はどうしても不意を突つかれる形になってしまう。その一発が祥にとって致ち命めい的だということを、リリィも知っているのだ。

　祥は甲かん板ぱんに手をつき、いつでも飛び出せる体勢をとる。

　〝うてな〟が大きく揺ゆれ、波の飛沫しぶきがデッキに降りかかった。

　祥は甲板を蹴り、一直線にプールに向かって走り出す。

　まさに、その直後だった。

　祥が二歩目の足を踏み出すよりも、リリィのほうが速かった。一発の銃声が轟とどろき、祥の左胸を衝撃が貫つらぬいていた。

「っ……！」

　シャツが破れ、甲板が真っ赤に染まる。

　──だが祥は、バランスを崩し、甲板に手をつきながらも走るスピードを落とさなかった。

「！」

　プールサイドで、息を吞のむ気配が伝わった、

　甲板に飛び散ったのは、赤い救命用のエア・ブロックだ。祥がシャツの中に忍しのばせておいたのである。鉄のワイヤが入った強化プラスティックで作られた円形の救命具は、使用法は多少異なるが祥の命を守るという使命は果たしてくれた。

　だが、命が助かったとはいえ、衝撃までは吸収しきれなかった。骨は折れていないようだが、祥の胸に激痛が走る。

　顔を歪ゆがめながらも、祥は目を見開いた。

　銃弾が放たれた方向、つまり祥が衝しよう撃げきで吹ふっ飛ばされそうになった対角線上を見る。飛び込み台の陰に、リリィの白い腕うでと拳けん銃じゆうがあった。

　直後、祥の思考空間内で目に見える光景が停止する。

　祥に向かって新たに放たれた弾丸は二発だ。銃の軌道が線となって視覚化され、線の延長が祥の額と左の胸に当たっていた。

　時間が動き出す。祥はとっさに右に大きく甲板を迂う回かいする。

　銃声が響ひびいた。

　左の耳と左肩を銃弾がかすめた。衝撃で後方に突き飛ばされそうになりながらも、祥は飛び込み台めがけて突とつ進しんする。

　──よし！　このまま飛び込み台の死角へ回り込む！

　飛び込み台に接近し、祥は走る方向を変える。

　その時だった。

「揺れが来るよ！」

　拳銃を構えたリリィが飛び出したのと、背後から声が響いたのは同時だった。

　祥はとっさに、地面を蹴けって跳ちよう躍やくする。

　直後、足元から突き上げられるような揺れが〝うてな〟を襲おそった。

　近きん距きよ離りから放たれた銃弾が、宙返りをするように跳躍した祥をかすめて甲板に穴を穿うがった。──反射的に背後からの声に反応していなければ、祥はバランスを崩くずして銃弾の餌え食じきになっていたところだった。

　銃弾を飛び越えての祥の浴びせ蹴りが、金きん髪ぱつの少女の肩かたに命中する。

「ぐあっ……！」

　リリィが顔を歪め、膝ひざをつく。鎖さ骨こつが折れたのが手て応ごたえから分かった。しかし金髪の少女は拳銃を手放してはいなかった。

「てめえなんかに……！」

　鬼おにの形相で、地面に倒たおれた祥に銃口を突きつける。

「おれたちは街へ帰って……三人でいっしょに暮らすんだよ……！」

　祥は反動をつけ、両足を蹴り上げた。拳銃を持つ少女の腕に脚をからめ、力ずくで小こ柄がらな身体からだを甲板に叩たたきつける。

「があっ……！」

　完全に腕ひしぎ逆十字固めが極きまり、少女の肘ひじが鈍にぶい音を立てる。

「お前だけじゃないんだよ。家に帰りたがってるのはな」

　祥はリリィの背中にまたがり、拳銃を海に放ほうり投げながら言う。少女の瞳ひとみから、大おお粒つぶの涙なみだがこぼれ落ちた。

「くそ……くそぉっ……！」

　デッキの入り口を見ると、祥のもとへと駆かけ寄ってくる少女の姿があった。

　あかりだ。

「バカ！　なんでついてきた！」

　祥が怒ど鳴なると、あかりはビクリと肩を震ふるわせた。

「富二郎たちの仇かたきを討うつために決まってるじゃない！」

　怒鳴り返すあかりの目には、涙が浮うかんでいた。身を挺ていして彼女を守った富二郎たちを思っているのか、それとも恐きよう怖ふに必死に耐たえているのかは分からない。

「仇って……死んでないだろうが！」

「祥は死ぬかもしれないじゃない！」

　祥は目を見開いた。

　──あなたは、もうすぐ死にますね。

　晶良という女性の〝予言〟が脳のう裏りに蘇よみがえった。

「祥が言ったんだよ。誰だれかといっしょなら、強くなれるって！　わたしはもう、誰にも傷ついてほしくないの！　わたしは祥のパートナーなんでしょ？」

　懸けん命めいに訴うつたえる少女を見て、祥は自然と笑えみがこみ上げた。

　パートナーがいれば、強くなれる──そのことは同級生の少女と組んだあの〝ゲーム〟で、痛いほどよく分かっていた。

　現に今、あかりの声がなかったら、祥は命を落としていたかもしれない。

　──予言の力……いや、物事の〝変化〟が見えるのか。

　あかりの能力を悟さとり、祥は苦く笑しようした。

「そうだったな。おかげで助かった。ありがとな、あかり」

「え？　う、うん」

　急に礼を言ったため驚おどろいたようだが、あかりが安あん堵どの笑みを浮かべる。だが祥からデッキの外へと視線を移すなり、少女が表情を曇くもらせる。

「祥……なんか、ヘンだよ……海が……島が……」

　言われてはじめて、祥はデッキから海を見た。

「！」

　広大な海を、大波が支配していた。

　灰火秋島の空に、どす黒い暗雲が生まれつつあった。
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　灰火秋秋日子、〝ヘラナ〟、そして鈴藤小槙がいる空間は、地じ震しんに襲われていた。

　今までで最大規模の揺ゆれである。

　小槙は、ぺたんと床ゆかに座り込む。

　秋日子はそばに置かれた〝ヘラナ〟の一部らしき機械に手をつき、体を支える。

　白衣を纏まとった女性の顔つきは、〝うてな〟に乗っていた時とは別人だった。人形のように無感情な顔を上げ、低い声を上げる。

「〝ヘラナ〟、外の映像を」

『了りよう解かいした』

〝アキヒコ〟の声が響き、秋日子と小槙の頭上にいくつもの立体映像が浮かび上がった。どれも灰火秋冬鳴館の外部を映した映像のようだ。

　海を映す映像では、大波に支配された海面を。街の光景を映す映像では、家から飛び出す住民と倒とう壊かいする家屋を。そして、灰雪山を映す映像では、白い噴ふん煙えんが大量に勢いを増していく光景を映し出している。

　地面の揺れは徐じよ々じよに大きくなっていく。

「とんでもない光景や」

　映像を見上げ、小槙は呟つぶやいた。

　地震に対する人間の恐怖は、本能だ。

　人類が生まれた当時から、地震は存在したのだろう。そのたびに多くの命が果てていったに違ちがいない。いわば地の揺れを怖おそれる本能は、人類の長い歴史で遺伝子に刻まれたものだ。

　ピタリ、と振しん動どうが止やんだ。

　地の底から響くような、重苦しい音が灰火秋島に満ちる。地の底──地じ獄ごくの底で、何かが蠢うごめいているかのようだ。

『秋日子。ドギーとマギーからの自動通信を受信。能力覚かく醒せいのパターンを示す波形だ』

「これも、灰火秋一族の宿命なのかもしれませんね。灰火秋島が再び吼ほえ、〝予言者〟もまた蘇る……」

　秋日子が、晶良の口調で呟く。表情もまた晶良へと戻もどり、穏おん和わな笑みが浮かんでいた。

　背後に並ぶ機械群が、カタカタと小刻みに揺れる。

　足元から伝わる振動音が、はっきりと大きく膨ふくらんでいた。あたかも地獄で蠢いた何かが、地上へと向かって物もの凄すごい速度で駆かけ上ってくるかのようだ。

　張りつめた空気が、弾はじけた。

「まるでこの世の終わりやな」

　頭上に浮かぶ映像が、すべて真っ赤な閃せん光こうに包まれた。







　時字は、ワレモコウが群生する平原そのものが、どこかへ落っこちたのかと思った。

「……ちっ！」

　なすすべもなくバイクから放ほうり出されながらも、受け身をとって草の上を転がる。

　地面に手をついて、立ち上がろうとする。だがまた襲おそった地震によって、膝をつく。

　立つこともできないほどの大地震だ。時字が灰火秋島へやってきて見み舞まわれた地震の中で、間違いなく最大級である。

　だからといって、立ち止まっている時間はなかった。獣けもののように地面に手をつきながら、バイクへと駆け寄る。

　すると、今度は噓うそのように揺れがおさまった。

「なんだ……？」

　地震はおさまったが、不気味なうなり声のようなものが聞こえた。うなり声は足元から聞こえ、次し第だいに大きくなっていく。

　耳が痛いほどの沈ちん黙もくが灰火秋島を包んだ。

　時字は呆ぼう然ぜんと、その光景を見た。

　灰雪山を見上げる少年の顔が、真っ赤な閃光に照らされた。







〝うてな〟の船上で、祥とあかりは突とつ然ぜんの異変に息を吞のんでいた。

　風はない。

　しかし、空にはどす黒い雲が拡ひろがりつつあり、空気が張りつめているのが分かった。

　灰火秋島を見る。すると、島の上空はさらに黒い雲に包まれていた。

「なんだ……この音は……？」

　足元から、何かが胎たい動どうするような音が伝わっていた。〝うてな〟から──いや、もっと深い海の底から響ひびいてくるような震しん動どうだ。

〝うてな〟の揺ゆれが、ピタリと止まった。

「……祥……」

　あかりがマシンガンを落とし、祥に身を寄せた。

　あれほど荒あれていた海が、まるで噓のように静まりかえっていた。

　無音の世界が訪おとずれた。

　急激に気圧が変化し、鼓こ膜まくが圧あつ迫ぱくされる。沈黙の世界に包まれた海に、しかし腹の底を震ふるわすような胎動の音は逆に次第に大きくなっていく。

　海面が、ざわめいた。

　小刻みに小さな波、いや波と呼ぶのが不自然なほど微び少しような変化だ。何かに弾かれたかのように、海面全体が水みず飛沫しぶきを上げていた。

　祥とあかりの視線が、ゆっくりと灰火秋島へと向けられる。

　視界が、真っ赤な光で埋うめ尽つくされた。







　──灰雪山が、天に向かって咆ほう哮こうしていた。

　吐はき出したのは叫さけび声でなく、赤黒い炎ほのおの塊かたまりだ。

　灰火秋島を揺るがし、天を壊こわし、海を引き裂さかんばかりの轟ごう音おんが空気を揺るがす。

　長い年月溜ため込んでいたエネルギーを、一気に爆ばく発はつさせるかのような噴ふん炎えんだった。

　膨ぼう大だいな火柱が暗雲を突つき抜ぬけたのは、一いつ瞬しゆんだった。大量の灰と岩石を空に向かって吹ふき飛ばし、山から真っ白な砕さい屑せつ物とガスが噴ふき出す。

　灰火秋島の空が、あっという間に灰色の粉ふん塵じんに包まれた。

　唸うなるような微震が続き、灰雪山が何度にもわたって火山灰を吐き出す。時折、花火のように真っ赤な溶よう岩がんも宙に噴き上げていた。

　──二度目の噴火が、灰火秋島を揺るがす。

　灰雪山の噴火口に、真っ赤な亀き裂れつが走った。

　ガスによって日光を遮しや断だんされ、暗くなった灰雪山に赤黒く輝かがやく物体──まるで血のような流体が顔をのぞかせた。

　マグマを噴き出す火口から、火砕流が発生していた。

　溶岩の流れはゆっくりと、しかし確実に灰火秋島の街へと向かっていた。
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　灰火秋冬鳴館の最さい奥おう部にある空間で、小槙と秋日子は頭上の映像に見入っていた。

　火山としての本ほん性しようを剝むき出しにした灰雪山の映像を、秋日子は穏おだやかな表情で見つめている。別世界の出来事を目まの当たりにしているような、浮うき世よ離ばなれした穏やかさだ。

「二百年前の噴火では、島が数十センチ沈しずんだといいます。今回は、どうなるか予想もつきません。最悪、この島は海に沈むかもしれませんね」

　小槙は床ゆかに座り込んだまま、言う。

「住民を避ひ難なんさせへんの？　またいつ大地震が起きるかも分からへんで」

『この島に残された船で、今の海を乗り切ることができるものはない。それに彼らは皆みな、外の世界から逃のがれるためにこの島へやって来た。彼らに島を出る意志はないだろう』

　壁かべに埋め込まれた赤いレンズが瞬またたき、〝アキヒコ〟──〝ヘラナ〟が言う。

　小槙は、何千というケーブルを収束する機体を見上げた。

「晶良さん──ううん、秋日子さんはやっぱり天才やな。まさに人間の人格そのものや。ううん、〝ヘラナ〟をここまで進化させたアポトーシス・プログラムとやらがすごいねんな。灰火秋一族の執しゆう念ねんも、たいしたもんや」

「いつから気づいていたのですか？」

「わりと最初から疑っててん。特に不自然だったんは、昨夜のチェス対決や。〝ヘラナ〟は最初、ジョセフ・ヘンリーに負ける。それは決まってたことや。チェスのタイトル戦に挑いどんだんも、より高いレベルの人間のデータを集めるためやからな。対戦相手のデータを引き出すのに、相手をねじ伏ふせてもうたら意味があらへん。せやから、負けた。その程度のことはあたしも分かっとるから、灰火秋アキヒコなら百も承知のはずや」

「ええ、その通りです。彼はデータとしては魅み力りよく的ですが、〝ヘラナ〟に本当の意味で勝利できる人物ではありません」

「あたしに初戦を見せる意味なんてないねん。でも晶良さんは、ゲームが始まった時から富二郎さんにあたしを見張らせた。あれは、あたしをジョセフから守るためや。〝ヘラナ〟が負けることも、そのゲームであたしがジョセフの賞品にされたことも、知っとるのは晶良さんだけや。でもあの時、富二郎さんは当主の妹のことを心配しとった。当主の妹のことよりも優先して命令を下せるのは、灰火秋アキヒコだけやねん」

「ふふ……」

[image: ]

　晶良が笑えんだ。その顔つきが、急に豹ひよう変へんする。

「〝ヘラナ〟は灰火秋一族の悲願であり、希望でもある。灰火秋一族そのものと言ってもいい」

　無感情だが人間離ばなれした存在感を持つ声は、〝ヘラナ〟が演じていたアキヒコそのものだ。

　目の前の女性を見て、小槙はさとった。

「秋日子さん……貴女あなたは多重人格者やねんな。あたしは何人も同じような人を見たことがあるで。頭が良すぎて、一つの人格やと理性を保ちきれんかったんやな。それとも、灰火秋一族の執念に押し潰つぶされそうになってもうたん？」

「私は灰火秋秋日子である」

　秋日子は低い声で言い、次の瞬間には穏おん和わに微笑ほほえんでいた。

「それ以上でも、以下でもありません。私は〝ヘラナ〟の付属品にすぎません」

「……いつから、人格が安定してへんの？　これまでアキヒコいう人格を〝ヘラナ〟に預けることで、かろうじて自分をコントロールしてたんやな。見たところ、もう限界や。貴女はじきに壊れるで」

　無表情に言い、小槙は立ち上がった。

　秋日子がにっこりと微笑んだ。

　──地面が、揺れた。

　立っていられないほどではないが、揺れは長時間続いている。頭上の映像の中で、街の住民たちが逃にげ惑まどう姿が映し出されていた。しかし、中には諦あきらめの表情で灰雪山を見上げている者も多かった。ひょっとしたら、彼らが見ているのは、灰雪山ではなく秋日子のいる灰火秋冬鳴館かもしれない。

「貴女は、何がしたいん？　どうして、そうやって笑っていられるん？」

　小槙はたずねた。人格の多重性はともかく、目の前にいる女性のように他のあらゆる感情を切り離はなした人間には、いまだかつて出会ったことがなかった。

　秋日子は、機械の上に置かれていた何かを持ち上げた。薄うすいバイザーのようなものと、そこからワイヤで繫つながれたいくつものリングのようだった。

「過去に、果須田裕杜に挑ちよう戦せんしたことがあります」

　小槙の見ている前で、秋日子は顔にバイザーを装着し、リングに指を通していく。その顔つきが次し第だいに〝アキヒコ〟のそれへと変へん貌ぼうしていく。

「〝ヘラナ〟の完成型である〝永遠の人格〟を証明する方法、それは人類の頂点に打ち勝つことをおいて他ほかにない。君ならば、その意味が分かるだろう？　我ら一族の悲願は、人類の王に勝利してはじめて完成される」

「裕くんとの勝負の結果は？」

「その問いは、無意味だな」

「せやな。果須田裕杜に……人間を超ちよう越えつした怪かい物ぶつに勝てる存在なんて、あり得へん」

「それは、違ちがう」

　秋日子の双そう眸ぼうが、小槙をとらえた。

「君が、勝利した」

「……」

　──それは真実やあらへん。

　そう言おうとしたが、口は動かなかった。

　つい数週間前、〝ルール・オブ・ザ・ルール〟というゲームで果須田裕杜に勝利したのは、間違いなく小槙だった。だが、小槙一人の力で勝ったわけではない。もう一人のパートナーがいなければ、小槙の勝利はあり得なかっただろう。

「どうして、そのことを知っとるん？　あのゲームの勝敗を知ってるんは、そう何人もおらんはずや」

「果須田裕杜が言ったのだ。彼は君を愛し、同時に恐きよう怖ふしていると言っていた。怪物たる彼の〝予言〟が外れることはあり得ない」

　小槙の思考に、ノイズが生まれた。

「……裕くんが、あたしを？」

　秋日子の顔つきが、優やさしげに緩ゆるむ。

「私、言いましたよね？　怪物に勝つためには、自らも怪物になるしかないと。貴女あなたは果須田裕杜に勝利したことで、彼が見ていた深しん淵えんへと自らを投じた……」

「……ちゃうねん」

　小槙は、言った。眼前にいる女性に言ったと同時に、今はなき幼なじみへと言った言葉でもあった。自分は、果須田裕杜とは違う。自分は彼と同じ存在にはなれなかった。それでも怪物に勝利することができたのは、自分があの時、一人ではなかったからだ。

「あたしは、怪物にはなれへんかったんや。裕くんの見ていたものなんて、ちっとも見てへんねん。あたしはまだ……未完成のままや」

　小槙は未完成だ。何の意味もないちっぽけな真実──果須田裕杜が彼女を怖おそれていたという真実を知っただけで、こんなにも動どう揺ようしている。

　秋日子の表情が、悲しげに歪ゆがんだ。

「いいえ、貴女は人類の頂点なのです。だから私は貴女と──戦わなければならないのだ」

　秋日子の表情は〝晶良〟のまま、口調が〝アキヒコ〟のものへ変わる。

　秋日子の人格に、誤差が生じ始めていた。それなのに小槙に戦いを挑いどむ姿は、まるで小槙にすがっているようにも見えた。

　秋日子と小槙の間に、新たな立体映像が生まれた。チェス盤ばんである。

　小槙の中に、得体の知れない感情が生まれた。

「秋日子さんは、呪のろわれてるんやな」

　秋日子が大きく目を見開いた。

「灰火秋島に……灰火秋一族の宿命に縛しばられすぎて、自分を強ごう引いんに完成させてしまっとる。永遠なんて、ほんとはあるわけあらへんのに……」

　たちまち絶望に歪んでいく秋日子に向かって、小槙は無表情に言った。

「〝ヘラナ〟はあたしには勝てへんで。はっきり言って勝負するまでもあらへん」

　時間が止まったかのような沈ちん黙もくが、空間を支配した。

「せやからあたしは、貴女にまったく興味があらへん」

　地じ響ひびきが、灰火秋島を襲おそう。

　沈黙を破ったのは、秋日子の力ない声だった。

「果須田裕杜と同じことを、言うのですね……」

　小槙は無言だった。

「彼に敗北したあの日から、私は〝ヘラナ〟の成長のために手段を選びませんでした。それなのに……〝ヘラナ〟は、人間にはなれない。貴女には、勝てない」

「それが真実や」

「……いいえ、それは真実ではありません」

　にっこりと微笑ほほえみ、晶良は小槙に背を向けた。

「〝ヘラナ〟、あかりの思考パターンの解かい析せきはどの程度まで？」

『25パーセントだ、秋日子』

　秋日子の眼前に、立体映像のキーボードが浮うかび上がった。秋日子はリングをはめた指でそれらを操作していく。

「私は、気づいたのです。灰火秋一族に生まれた、一いち縷るの望み。〝永遠の人格〟を造り出すという、呪いにも似た我が一族の執しゆう念ねんに終しゆう止し符ふを打つ可能性。それは、今まさに〝ヘラナ〟に命を吹ふき込みつつあります。〝予言者〟としての能力を目覚めさせた彼女の──あかりの思考パターンさえ解読することができれば、〝ヘラナ〟は真に完成します」

　小槙は、そんな女性の背中をただ見つめることしかできない。

　頭上の映像では、火口から噴ふき出した火か砕さい流りゆうが森林を押し倒たおしているところだった。森林を越こえた先にあるのは、灰火秋冬鳴館である。

「……悲しい人やな」

「私の人格は、〝ヘラナ〟を完成させるためだけに存在します」

　そこへ、少年の叫さけび声が飛び込んだ。

「晶良！」

　小槙は振ふり返る。

　視界の向こう、暗くら闇やみに支配された空間から一人の少年が現れた。

「キリンくん」

　タキシード姿の少年は、脇わき目めもふらずにこちらに向かって走ってくる。

　キリンは小槙と晶良の前までやってくると、荒あれた呼吸をしずめようと大きく肩かたを上下させる。睨にらむような目つきで小槙を見、晶良へと視線を移す。

「どうしてこの場所が分かったん？」

「逃にげろ、晶良！　ここはもうすぐ襲しゆう撃げきされるぞ！」

　小槙の相手をしている時間すら惜おしいように、キリンが口早に言う。

「俺の仲間たちが〝ヘラナ〟を狙ねらって、ここに向かってるんだ！　この屋や敷しきにいると殺されるぞ！」

　仲間、という言葉に小槙は状じよう況きようを理解した。

　キリンのこれまでの身のこなしと態度で、彼が兵隊としての訓練を受けていることは察していた。彼の仲間が〝ヘラナ〟を狙ってくるというのは、おそらく報ほう酬しゆう目当ての傭よう兵へいかなにかだろう。キリンはそのスパイだったわけだ。

「〝うてな〟をシージャックした人たちも、キリンさんのお仲間なのですね？」

　操作を続けたまま、秋日子が言う。キリンは言葉に詰つまった。

　秋日子が小槙を一いち瞥べつする。

「一時間ほど前に、〝うてな〟との連れん絡らくがとれなくなりました。私たちを島へと連れてきたクルーザーの運行会社の人間の行動が怪あやしかったので、使用人に事情を問いつめさせたのです。つい先ほど、彼らは現金とひきかえにシージャックの計画を白状してくれました」

　シージャック──。

　小槙の心臓が、大きく鼓こ動どうした。

〝うてな〟には小槙の同級生、春野祥がいる──。

「……とにかく、早くここから逃げるんだ！　溶よう岩がんもじきにここへ──」

「貴方あなたは逃げてください、キリンさん」

「……！」

「言いましたよね？　私は……灰火秋秋日子という人格は、〝ヘラナ〟の付属品にすぎないのです」

　いつもと変わらない、優やさしい〝晶良〟の笑えみで秋日子が言った。

「灰火秋……秋日子？」

　キリンが息を止めたのが分かった。

「お前が……？」

　呆然と呟く少年。

　今まで想像もしていなかったのだろう。秋日子と小槙の見つめる前で、キリンの顔がみるみる歪ゆがんでいく。拳をにぎり、きつく嚙みしめた唇はわずかに震えているように見えた。

「……ちまえ……」

　少年が堪こらえきれなくなったように、叫んだ。

「そんなもん、捨てちまえっ！　灰火秋島なんか、お前に関係ねえじゃねえかよ！　〝ヘラナ〟だか灰火秋秋日子だか知らねえけど、お前自身にそんなものが何の意味があるんだよ！」

　声をかぎりに吼ほえ、秋日子に向かって手を差し伸のべる。

「オレがお前を、この島から絶対に出してみせる！　オレといっしょに、灰火秋島を出ようぜ、晶良！　こんなオレの手だっていいって……言ってくれたじゃねえかよ……！」

　キリンという少年の、何のかざりもない咆ほう哮こうだった。

　傭兵としてのキリンでも、灰火秋島の住人としてのキリンでもない。ただの一人の男として目の前の女性に手を差し伸べていた。

　山やま吹ぶき色の髪かみの少年を、小槙は羨せん望ぼうとともに見つめていた。

　なりふり構わず、自分自身の衝しよう動どうに従って生きる少年の姿──それは〝ルール・オブ・ザ・ルール〟の中で小槙が目にした、様々な挑ちよう戦せん者たちと同じだった。それも小槙の同級生でありパートナーでもある少年にうり二つの目だ。

　小槙は彼らを、心から羨うらやましく思う。

　彼女は心から叫んだことなど、これまで一度もない。彼らにあるものが、自分に欠けているのではと思うことすらある。だから自分は、怪かい物ぶつなどと呼ばれて怖おそれられる──。

　──秋日子が、微笑ほほえんだ。

　これまでの優しげで穏おだやかな、理想のような笑みとは違ちがう。嬉うれしそうな、しかしどこか恥はずかしいような、少女のような笑顔だった。

「ごめんなさい」

　キリンが、顔を歪めた。

　キーボードを打ち続ける秋日子の横顔に、かすかな陰かげが落ちたように見えた。

「私は、あなたが思っているような人間ではないのです。〝うてな〟で危険にさらされていることを知りながら、それが彼女の──妹の能力を目覚めさせることを望んでいるんです。ハードに関しては詳くわしくない彼女のドギーとマギーを改造し、彼女の思考パターンを常に監かん視ししていました。……そんな最低な女なんです、私は……」

　行き場を失った少年の手が、虚こ空くうをさまよっていた。

「キリンさん。貴方はきっと、幸せになってください」

　──その光景を見て、小槙の中で決定的な何かが動いた。

「もうええやん。はやいとこ逃げよ、キリンくん」

　無表情のまま、秋日子に背を向ける。

「人の唯ゆい一いつの権利は、死に方を決めることや。いくら説得してみたところで、その人の人格が変わるわけやあらへん」

「……！　てめえ……！」

　キリンが怒いかりの表情で小槙につかみかかる。

「しかたないやん！」

　──誰だれかが、叫んだ。

　しん、と場を沈ちん黙もくが包んだ。

　誰もが口を閉とざすような、大声だった。

　キリンが、驚おどろきの表情でこちらを見ていた。秋日子でさえ、キーボードの操作を中断してこちらを凝ぎよう視ししている。

　叫び声が自分の発したものだと気づくまで、しばらくの時間を要した。

　小槙もまた、目を見開いていた。他の誰よりも、小槙自身が自分の声に驚いていた。

　どうして自分が叫んだのか、理解できない。だが小槙の中で、今まで感じたことのない感情が渦うず巻まいているのだけが分かった。

　小槙は生まれてはじめて──怒おこっていた。

「〝ヘラナ〟」

　自ら生んだ沈黙を打ち消したのも、小槙の声だった。

「あたしと、勝負したいん？」

　壁かべに埋うめられたレンズが輝かがやいた。ヴンッ、というハードディスクが動く音とともに、〝アキヒコ〟の声で答える。

『私の中には、私の存在を確かく認にんしたいという欲求がある。その欲求を満たす手段として、君との勝負は最優先事じ項こうだ』

「完成まで、どれくらいかかる？　完成したら、この場を離はなれることができるん？」

『このままのペースを維い持じした場合、五十八分十二秒後だ。データの入力が終しゆう了りようすれば、私の本体をキャリア・ボックスによって移動させることが可能だ』

「約一時間やな。分かった。あたしが傭よう兵へいを足止めしたる。ついでに住民たちの逃にげ場所も確保したるわ」

　小槙と秋日子の視線が重なった。

「そのかわり時間を稼かせぐのに成功したら、勝負より先にここからいっしょに逃げてもらうで。もちろん島の人たちもいっしょや」

　秋日子は微笑んだ。

　キリンが小槙に詰め寄る。

「おい、小槙……！　お前、どうやって──」

「〝ヘラナ〟、あんたにも協力してもらうで。あんたなら、ちょっとくらい別の作業したところで処理速度は落ちんやろ」

　言い放ち、秋日子に背を向けて歩き出す。

「執しつ事じたちを集めてや。それと、〝うてな〟と連絡をとりあう必要があるわ」

『了りよう解かいした。ロビーに私と直結しているマイクとスピーカが設置されている。君の指示に従おう』

「お前、何をするつもりだ？　それに、〝うてな〟にはリリカがいるんだぞ！　あいつがいる限り、〝ヘラナ〟を手に入れるまであの船は……」

「問題あらへん」

　足早に歩きながら、小槙ははっきりと言い放った。

「あの船には、もっと恐おそろしい大だい魔ま王おう──あたしのパートナーがおるからな」
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　祥とあかりがブリッジに入ったのと、男性の怒ど声せいが聞こえたのは同時だった。

「バカな……！　この船を破は壊かいする気か！」

　室内では、白い制服を着た船員たちと灰火秋の使用人たちが向かい合っていた。部下に肩かたを支えられた富二郎やザキ、クロハの姿もある。

　部屋の隅すみには、数人の傭兵たちが転がされていた。怪け我がを負っているのだろう、両りよう腕うでと両足を縛しばられた彼らの足元には血の滴しずくが垂れている。

　状じよう況きようを見るに、ブリッジの奪だつ還かんは無事に成功したようだ。ジョセフの仲間らしき不ふ審しんなヘリコプターも、灰雪山の状況を見て飛び去っていったと聞いている。

〝うてな〟は、完全にシージャックから解放されたといっていいだろう。だが彼らは、何か言い争いをしているようである。

　祥とあかりはリリィや残りの傭兵たちを駆かけつけた使用人に任せ、ブリッジへと下りてきたのだ。だが予想外の状況に、祥とあかりは顔を見合わせた。

「ねえ……どうしたの、みんな？」

　あかりが声をかけると、一同の視線がこちらへと集まった。

「あかりお嬢じよう様！」

　いっせいに使用人たちが少女のもとへ駆け寄る。富二郎が、涙なみだすら浮うかべて唸うなる。

「なんという無茶をなさる……富二郎めは、ご心配さしあげましたぞ！」

「みんな……島が……灰雪山が……」

『その声は、あかりか？　無事だったのだな』

　ブリッジに、アキヒコの声が響ひびいた。

　あかりが顔を輝かせる。

「お兄ちゃん！　お兄ちゃんは、無事なの？　晶良さんは？」

『何事もない。心配は無用だ』

　青年の声に、あかりが心からほっとした様子で頷うなずく。

「それより、何を言い合ってたんだよ？」

　祥の問いかけに、船長服を着た中年男性が唾つばをまき散らしながら叫さけぶ。

「この〝うてな〟を、住民避ひ難なんのために灰火秋島へ向かわせるといっているのだ！　港は倒とう壊かいしたままだというのにだ！」

『港に入港させるとは言っていない。別の場所を指定した。接岸のシミュレーションを含ふくめた三次元映像もそちらに送った』

　アキヒコの言葉と同時に、ブリッジの操そう舵だ装置に取り付けられた液えき晶しようディスプレイに立体映像が表示された。

　その映像を見て、ブリッジに居合わせる全員が息を吞のんだ。

「馬ば鹿かげている！　なにより、海面下の岩がん礁しようがどうなっているのかも分からないのだ。座礁するのは目に見えている！　それだったら、テンダーボートを往復させたほうが──」

『現在の高い波を、大勢の人々を乗せたテンダーボートで乗り越こえられる可能性は低い。〝ヘラナ〟によるシミュレーションの結果は13パーセント以下だ』

「……できるよ」

　あかりが、食い入るように映像を凝視して言う。その瞳ひとみが、深しん紅くに染まっていた。

「この辺りの岩礁は、波の動きを見て知ってるもん。うん、この角度からの接岸なら多分、大だい丈じよう夫ぶだと思う。すごい……どうして上からは見えないこの地形を知ってるの？　こんなことが分かるの、わたしだけかと思ってた……」

　祥の直感が、囁ささやいた。普ふ通つうの人間なら、想像すらしないだろう。だが、あの島にいる人間で、いつも突とつ拍ぴよう子しのないことを考えてばかりいる人物に心当たりがあった。

「おい、灰火秋アキヒコ。こんなバカげた作戦、あんたが考えたんじゃないだろう？」

『君は？』

「春野祥」

『なるほど。君が彼女の言っていた者だな』

「祥のことを知ってるの？」

　あかりの問いかけに、アキヒコは答えなかった。

　祥は表情を引き締しめ、姿の見えないアキヒコに向かって口を開く。灰雪山の噴ふん火かよりも、まだ目に見える危機が残っている。

「アキヒコ。こいつらの仲間が〝ヘラナ〟を──」

『春野祥』

　アキヒコが祥の言葉をさえぎる。

『君たちは〝うてな〟に乗ってやってきてくれ。こちらは──心配ない』

「……」

　口を閉とざし、祥はブリッジにいる人々の顔を見回す。あかりを含め、皆みながこちらを怪け訝げんそうな顔で見ていた。富二郎、ザキ、クロハを含めて、使用人たちに無傷の者はいないようだ。彼らが冬鳴館に迫せまっている危機を知れば、傷ついた身だろうと島へ渡わたろうとするだろう。

「……テンダーボートを出してくれ。一人くらいなら転てん覆ぷくはしないだろ。俺は先に灰火秋島へ渡る」

　突然の祥の申し出に、その場にいる全員が目を見開いた。

「なんで？　祥も〝うてな〟に乗って島へ向かえばいいじゃない！」

「あの島に、俺の知り合いがいるんだよ。放ほうっておくわけにはいかないだろ」

『彼女に伝えることはあるか？』

　アキヒコの言葉に、祥はニヤリと笑う。

「首を洗って待ってろ」

『了りよう解かいした』

　祥はブリッジの出口に向かって歩き出す。

　あかりが祥の横に並んだ。

「じゃあ、わたしも行く！」

「お嬢様！」

「あの島には、お兄ちゃんがいるの！」

　止めようとする使用人たちとあかりが、にらみ合う。

　富二郎が嘆たん息そくした。

「お前たち、テンダーボートの用意を。決してあかりお嬢様のそばを離はなれるでないぞ」

　ザキ、クロハを除く使用人たちが頷き、ブリッジを飛び出していく。

「富二郎……」

「祥どの」

　富二郎、ザキ、クロハの三人が、祥に向かって深々と敬礼した。

「あかりお嬢様を、お願い申し上げます」
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　立体映像が、館やかたの最さい端たん部についに溶よう岩がんが侵しん入にゆうする映像を映し出していた。

　玄げん関かんロビーに一堂に会した使用人たちは、その光景を見て動どう揺ようの声を漏もらす。

　小槙の説明は、終わった。

　説明を聞き終えるなり、短たん髪ぱつの女執しつ事じカズホが抗こう議ぎの声を上げた。

「やはり、私たちも冬鳴館に残り、傭よう兵へいどもを迎むかえ撃うちます！　何より、我々がアキヒコ様を残して館を去るわけにはまいりません」

　他の使用人たちが口々に同意する。

「はっ、てめーらがいたところで無む駄だ死じにするだけだぜ」

　ロビーの壁かべによりかかり、腕うで組ぐみをしたキリンが笑い飛ばす。

「あっちには傭兵だけならともかく、レイヴンがいる。あいつは〝ネクスト〟だ。普通の人間がかなうわけがねーんだよ」

「しかし！　アキヒコ様をお守りするのが、我らの使命！　それに、そうおっしゃるキリンさんはどうなのですか？　我々と同じ普通の人間ではないのですか？」

「オレも普通の人間だよ。ただし、〝ネクスト〟を殺すための訓練を受けた、な」

　平然と言うキリンに、使用人たちの不ふ審しんげな視線が集まる。

「キリンさん……貴方あなたはいったい……」

　キリンの正体については、使用人たちに明かしていない。言えば、彼らの混乱を招くだけだ。少なくとも、彼にアキヒコを任せて屋や敷しきを去ることは決してなくなるだろう。

「そもそも、本当に傭兵たちが襲おそってくるのですか？　灰雪山が噴火し、地じ震しんに襲われているこの状じよう況きようで……」

「奴やつらにとっちゃ、むしろチャンスだ。混乱に乗じることができるからな。実際、慌あわてふためいてるのはあんたらで、連中は予定通りこっちに向かってるはずだ」

「く……！」

『私は大丈夫だ。急げ、灰火秋島の住人たちを避ひ難なんさせることが最優先だ』

　ロビーに〝アキヒコ〟の声が響く。

『これまでの働きに感謝する。君たちの未来に、輝かがやかしい幸福があらんことを祈いのっている』

「アキヒコ様……」

　カズホたち使用人が、辛つらそうに天てん井じようを仰あおぐ。しばし何かを堪こらえるように俯うつむき、とうとう意を決した様子で顔を上げた。

「アキヒコ様。どうかご無事で」

　胸に手をあて最後の敬礼を残し、カズホを先頭に使用人たちが館の外へ飛び出していく。

「カズホ」

　キリンが短髪の女性を呼び止める。

「先生を……アルコニー博士を、たのむ」

　カズホは頷うなずき、屋敷から出て行った。

　小槙とキリンは視線を合わせ、屋敷の奥へ歩いていく。

「傭兵たちは、東棟から侵入してくるんやな」

「ああ、あそこが一番、セキュリティが手て薄うすだからな。つっても、こんな状況でセキュリティもクソもねえけどな。……それより、お前のほうこそうまくいくのかよ」

「いかへんよ」

　小槙はあっさりと言い放った。

「溶岩の勢いが、予想より秒速○・二メートルほども速いわ。一時間もしたら、この屋敷は火だるまや」

　キリンは驚おどろいた顔で小槙を見て、すぐにまた前方へと視線を戻もどす。

「じゃあ、なんでお前はここにいるんだよ」

「せやな。なんでやろう？」

「お前は先に逃にげてもいいんだぜ」

「せやったら、誰だれがルートを誘ゆう導どうするん？　〝ヘラナ〟には無理やで。この屋敷のからくりは、その時の状況によって微び妙みように変わるから。状況が変わるたびにシミュレーションし直してたら、そのタイムラグが命取りになるわ。〝ヘラナ〟には状況報告くらいしかでけへんよ」

　二人は予定の場所──東棟の入り口近い、曲がり角になった通路に到とう着ちやくする。

　足を止め、キリンが苦く笑しようした。

「まるで自分のほうが〝ヘラナ〟より頭が良いって言ってるみたいだな」

「うん。それが真実や」

　こくりと頷き、小槙は通路の陰かげになる場所で腰こしを下ろした。壁によりかかり、膝ひざを抱だく。

　館のどこかから、何かが崩くずれる轟ごう音おんが響ひびいた。溶岩が流れ込んだ東棟の最さい奥おう部のどこかが、崩れ落ちたのだろう。

　地震が起きた。

　廊ろう下かに置かれた調度品が落ち、割れる。

「……そうか。お前も〝ネクスト〟だったんだな」

　キリンもまた、小槙のとなりに座り込んだ。彼の言う〝ネクスト〟というのは、超ウルトラ・飛躍ジヤンプを使うことのできる人間のことを指しているのだろう。小槙は「うん」と頷いた。

　崩ほう壊かいの音が、徐じよ々じよに小槙たちのいる場所へと近づいてくる。

　熱を帯びた風が、小槙の頰ほおを撫なでた。

　小槙は、奇き妙みような感想を抱いだいた。こうして黙だまって座って崩壊の音に耳を傾かたむけていると、この世界の終わりを待っているかのようだ。きっと世界が終わる日は、こんな感じに違ちがいない。

「なあ」

　キリンが、ぼんやりと天井を見上げて呟つぶやいた。

「本当に晶良が……灰火秋アキヒコなのか？」

　小槙は頷いた。

「うん」

「そうか……」

　キリンの目が、細められる。

　小槙はとなりにいる少年の横顔を見た。彼は何かを考え込んでいるようにも、もう何も考えていないようにも見える。

「なあ、キリンくん。人を好きになるてどんな気分なん？」

「な、なんだよ、いきなり」

「秋日子さん──晶良さんのこと、好きなんやろ？」

「……まあな」

　しばし考え、少年は照れたように笑った。気き恥はずかしそうに頰をかく少年の笑え顔がおは、どこにでもいる普ふ通つうの少年だった。戦せん闘とう訓練を受けた兵隊でもなく、正体を偽いつわるスパイでもない。

　ああ、ええなあ──。

　小槙は、そんな笑顔を浮うかべる少年を素す直なおに羨うらやましく思う。

　いつか自分にも、そんな笑顔を浮かべる日は来るのだろうか？　なりふりかまわず誰かのために叫さけぶ日が来るのだろうか？　自分のために差し伸のべられた手を、握にぎりしめる日がいつかきっと──。

　──それとも、怪かい物ぶつのあたしは無理なんやろうか。

　なぜか、春野祥の顔が思い浮かんだ。

　どうして彼のことを思い浮かべてしまったのかを考えるよりも先に、先ほど〝ヘラナ〟から聞かされた伝言を思い出す。〝首を洗って待ってろ〟──彼は、そう言ったそうだ。〝うてな〟で会った時に自分の口をついて出た暴言を思い出す。

「こ、殺される……」

「ん？　なんか言ったか？」

「ううん、なんでもあらへん」

　首を振ふって、あらためてキリンに問いかける。

「なあ、教えてや。どんな気分なん？　あたし、そんなんよう知らんねん」

　キリンが俯うつむき、何かを考えてから小槙を見た。

「そうだな──」

　少年が呟いたのと、ガラスが割れる音が響いたのは同時だった。

「！」

　キリンの行動は、素早かった。小槙を通路の奥に押しやり、自らは壁から顔をのぞかせ、音のしたほうをのぞき見る。

「来たぜ。先に行け」

「ほんまに大だい丈じよう夫ぶ？」

「はっ、オレは〝麒麟ジラフエ〟だぜ？　竜ドラゴンの牙きばと、鹿しかの脚あしを持ってるんだよ。牛の尻尾しつぽは生えてないけどな」

　犬歯を見せるキリンの笑みは、まさに猛たけるドラゴンのようだった。麒麟とは伝説上の生き物のことで、鹿の胴どう体たいに竜の頭と牛の尻尾をはやした神しん獣じゆうである。

「もう自分の尻尾は咬かまねえ。思う存分、吼ほえてやるさ」

　小槙は頷いた。キリンに背を向け、通路の奥へと走る。

　むせかえるような熱気が、顔面に吹ふきつけた。小槙は顔をしかめ、十字路になった場所でキリンを振り返る。

「キリンくん、あと三十秒、そこで堪こらえてや！」

　叫ぶ小槙の見ている前で、キリンが動いた。

　偵てい察さつ役の傭よう兵へいだろう。曲がり角に姿を現した一人の男に飛びつき、首に両手を巻きつける。一いつ瞬しゆんで糸の切れた人形のように倒たおれた傭兵を陰かげへ引きずり込み、マシンガンと拳けん銃じゆうを奪うばう。

　一呼吸遅おくれて銃声が響いた。キリンは陰に身をひそめ、弾だん倉そうを詰つめたベルトを肩から提さげる。

「時字！　お前っ……！」

「悪いな、レイヴン！　金や家よりも、欲しいもんができちまったんだよ！」

　キリンは見えない誰だれかと言い合っているようだ。時字というのは、キリンの本名だろうか。

　少年と傭兵たちの銃弾の応おう酬しゆうが続いた。

　だが、人数差は大きかった。キリンがじりじりとその場を脱だつ出しゆつするための態勢に入る。

　灰火秋冬鳴館を、地じ震しんと轟音が襲おそった。

　小槙の横顔に、熱波が襲いかかった。

　──十字路の先、二つの通路から赤く燃える恐きよう怖ふが押し寄せていた。地震と同様に、この星のエネルギーの権ごん化げである溶よう岩がんに恐怖をおぼえるのも、人間の遺伝子に植えつけられた本能である。

「ええで、キリンくん！」

　小槙の合図と同時に、キリンが身を翻ひるがえす。こちらに向かって全速力でやってくる少年の向こうに、傭兵たちが姿を現した。

　銃弾の雨が、通路に降り注いだ。

「うおおっ！」

　紙かみ一ひと重えの差で、キリンが十字路に飛び込む。

「……はじめて見たぜ……マジで来たんだな……」

　小槙のそばで身を起こした少年が、唸うなった。通路の先に迫せまる溶岩を見たのである。

「次はあっちや。はよ行かんと、あたしたちまで閉じこめられるで」

「よし……！」

　小槙とキリンがさらに通路の奥へと駆かける。

　傭兵たちもまた、小槙たちを追ってやって来た。押し寄せるマグマを見て驚いたようだが、マシンガンを連射しながら通路を走り、扉とびらが開いた部屋の中で避ひ難なんする。邪じや魔まとなるキリンを倒すためだけでなく、屋や敷しきの奥へと向かう意味でも彼らに直進以外の道はあり得ない。

　二人は銃弾を避さけるため、途と中ちゆうの部屋へ飛び込んだ。キリンが半身を廊ろう下かに出し、マシンガンで傭兵たちを牽けん制せいする。

「次の通路までは、何秒で行けばいい？」

　小槙の瞳ひとみが、深しん紅くに染まった。

　──小槙の意識が、思考空間へと超ウルトラ・飛躍ジヤンプする。

　小槙は、色のない空間にいる。彼女が前方に手を掲かかげると、宙に灰火秋冬鳴館の立体映像が浮うかび上がった。壁かべを透とう過かし、すべての構造をさらけ出した館やかただ。

　東、西、南、北、そして中央と最さい奥おうの六つの棟むねに分かれた冬鳴館が、小槙の手の中でゆっくりと回転する。そこへ、無数の数字の波が押し寄せた。火山の火か砕さい流りゆうである。数字の流れは東棟とうから侵しん入にゆうし、すでにその三分の一を浸しん食しよくしている。

　小槙の手の中にあった館が、急激に拡大した。視覚が館の内部の映像を映し出し、小槙は溶岩の流れとなって屋敷の内部を疾しつ走そうしていく。

　迷路のような構造をした冬鳴館は、溶岩のパズル・ゲームだった。

　マグマの流れと化した小槙は館の中を駆けめぐり、次々と重要な支柱を吞のみ込んでいく。

　無感情に破は壊かいをもたらす炎ほのおと化した小槙の前に、一人の少女が現れた。

　その少女は泣き黒子ぼくろを浮かべた顔で、小槙を見つめている。

　もう一人の、小槙だ。

　通路を駆け抜ぬける小槙と、こちらを見つめる小槙が衝しよう突とつした──。

「約二十八秒や」

　現実へと意識を戻もどした小槙は、言った。赤い瞳が、元の色を取り戻していく。

「よし！　オレが合図したら、廊下の先に向かって走れ！」

「うん」

「……行け！」

　キリンが廊下に飛び出すと同時に、小槙も走り出した。

　部屋から出たキリンは、傭兵たちのいる部屋めがけてマシンガンを連射する。相手がひるんだ隙すきに、二人は目的の通路めがけて走る。

「ぐっ！」

　角を曲がった小槙の背後で、苦鳴が上がった。

　キリンの腕うでと脚から、真っ赤な鮮せん血けつが飛び散っていた。傭兵たちを牽制するため、マシンガンを撃うちながら後ろ向きに走っていたために反はん撃げきを受けたのだ。

「キリンくん」

「かすっただけだ、走れ！」

　通路には煙けむりと熱波が立ちこめていた。かすかに見える十字路の二方向から、真っ赤に燃える流体が見えた。

　二人は角を曲がり、中央棟へ繫つながる渡わたり廊下をかけぬける。

　角をまがったところで立ち止まり、後方の様子をうかがう。キリンは慣れた動きでマシンガンの弾だん倉そうを交こう換かんし、小槙は懸けん命めいに息を整える。

「はあ、はあ……最近は寿じゆ命みようが縮んでばっかりや。知ってた？　人間は生きているうちに心臓を動かせる回数が決まってんねんで」

「次の通路は？　何秒後だ？」

　渡り廊下の様子をうかがいながら、少年が訊きく。

　小槙の思考が超飛躍し、溶岩の流れるルートを瞬しゆん時じにシミュレートする。

「約百秒後や。ちょっとここで足止めせなあかんわ。何人くらい、ついてきとる？」

「五人も残ってないはずだけどな。あとはマグマに挟はさみ込まれたみてえだ。今いま頃ごろどっかの部屋から外へ逃にげ出してるだろうな。今のところは、お前の考えた作戦通りってところだ」

　小槙が考えた作戦、それはこの灰火秋冬鳴館の特とく殊しゆな構造を利用することだった。

　灰火秋冬鳴館は、複雑に入り組んだ通路と、微び妙みような段差のある敷しき地ち、さらに山の起き伏ふくまで考えた上で、火砕流の流れる経路を人工的につくり出していた。

　燃え上がった棟むねは、渡り廊下によって切り離はなされる。それを繰くり返し、博物館のある最さい奥おう棟とうを最後まで守るように設計されているのである。溶岩の流れを無理に引き止めることなく、最後まで脱出のルートを残すよう考えぬかれているのだ。

　小槙の作戦とは、傭よう兵へいたちを溶岩の流れに挟み、分断していくというものだった。

「ちっ……！」

　銃じゆう弾だんの雨が襲おそいかかった。

　キリンは反射的に身を引き、難を逃のがれる。

「でも、これからが本番だぜ。なにしろあっちには、レイヴンがいるからな」

「その人も〝ネクスト〟なんやろ？　ほんまに勝てるん？」

「〝ネクスト〟ってのはな、まともにやりあっても勝てるわけがねーんだ。何しろ、あいつらとは見えてるもんが違ちがうんだからな。でも、つけいるスキはある」

「スキ？」

「奴やつらにはタイプがあるんだよ。極きよく端たんに分けちまえば、理論セオリー型と閃きフラツシユ型だ。理論型の奴は頭の回転が速いから普ふ通つうじゃ勝ち目がねーが、意表を突つくような攻こう撃げきさえできればスキが生まれる。閃き型の場合は、その逆だ。思いがけない攻撃をしてくるが、それさえ防いじまえば普通の戦い方で対処できる。オレは連中のタイプを見分けて対応できるよう訓練を受けてる」

　キリンが小槙を見て、苦笑いを浮かべた。屋敷にたちこめる熱気のせいか、煤すすだらけの頰ほおに大量の汗あせが滴したたっていた。

「でも、レイヴンは──〝バーサーカー〟は特殊なタイプだ。オレは今まで、あいつより強い〝ネクスト〟と戦ったことがねえ」

「でも、やるしかあらへん」

　キリンがニヤリと笑った。廊ろう下かから半身を出し、マシンガンで反撃する。

　地鳴りのような音が、周囲に満ちた。

　小槙の瞳ひとみが赤く染まる。

　思考空間に、灰火秋冬鳴館のホログラムが浮かび上がる。

　溶よう岩がんと一体化した小槙は、炎に包まれていた。圧あつ倒とう的なエネルギーを秘ひめた小槙の両手が、完全に東棟を包み込んでいた。

「支柱が全部、落ちたわ。東棟が崩ほう壊かいするで」

　現実に戻った小槙は、言った。

　その直後だった。

　衝しよう撃げきと、灼やけるような熱波が通路に吹ふき荒あれた。

「ぐおおっ……！」

　ビリビリと中央棟の壁かべが衝撃に揺ゆれていた。キリンが敵への牽けん制せいも忘れ、マシンガンを持った手で顔を覆おおう。小槙は振しん動どうする壁にはりつき、吹き抜けていく衝撃波をやりすごす。

　衝撃が止やんで窓の外を見ると、視界はまさに火の海と化していた。

　倒とう壊かいした東棟の破片が火の矢となって、宙を舞まっていた。崩くずれた棟は炎の山と化し、壁の向こう全体に溶岩が押し寄せている。

　マシンガンの銃声が、通路の奥から響ひびいた。どこかの部屋に避難し、何人かの傭兵たちが衝撃波から逃れていたのだろう。そのことも小槙は計算済みだった。

「行くぞ！」

　牽制の銃弾をばらまきながら、キリンが叫さけんだ。

　二人は身を翻ひるがえし、中央棟の中心へと向かって駆ける。

　小槙のシミュレーションでは、この先には別の侵入経路より流れ込んだマグマが先回りしているはずだった。中央棟に流れ込んだ溶岩は、西と南の棟へと分断され、いくつかの逃とう走そう経路を残しつつ北棟と最さい奥おう棟を守るはずだ。

「しかし、この煙と熱気はたまんねえな……！」

　黒い煙がたちこめる屋や敷しき内を、二人は走っていく。キリンの横顔は、煤で黒く汚よごれていた。小槙自身も同じような顔をしているのだろう。

　直後、直下型の地じ震しんが屋敷を襲おそった。

「うわあ」

「くっ！」

　転てん倒とうしそうになった小槙の腕うでを、キリンが摑つかむ。

　少年のおかげでかろうじて踏ふみとどまった小槙は、わずかに目を見開いた。

　前方に見える十字路の左側の通路から、大量の煙が噴ふき出していた。真っ赤な明かりが、間近に迫せまっている。

「あかん」

　小槙の瞳が赤く染まる。瞬時にシミュレートを完かん了りようし、不測の事態が起きたことを知る。

「今の地震で、あっちで平行してた通路が壊こわれて繫つながってもうたんや。溶岩が合流して流速が上がっとる」

「急ぐぞ！」

　小槙の腕を引き、キリンが駆かける。

　二人は猛もう然ぜんと廊下を走っていく。

　だが、十字路にさしかかろうとした直前──。

「……！」

　赤い悪あく魔まが、十字路に姿を現した。ゆっくりと、しかし着実に十字路に真っ赤な舌を這はわせていく。

「間に合わんかった」

「まだだ！」

　諦あきらめかけた小槙を、キリンが強ごう引いんに引っ張った。二人は溶岩めがけて全速力で駆ける。

「あかん。あかんて、キリンくん」

「行くぞぉ！　跳とべぇっ！」

　まるで円えん盤ばん投なげをするかのように、キリンが溶岩の上めがけて小槙を投げた。小槙は反射的に地面を蹴けり、勢いにまかせて跳ちよう躍やくする。

「……っっ！」

　焼けるような風が、小槙の全身に襲おそいかかった。

　小槙が、溶岩の上を飛び越こえる。

　ダンッ！　という自分が床ゆかに投げ出される音がして、視界がゴロゴロと回転する。

「む、無茶するわ、キリンくん……」

　やっと勢いが止まって顔を上げた小槙は、信じられない光景を見た。

　キリンが調度品に飛び移り、さらにそこから跳躍したのだ。空中でマシンガンを振ふり回し、ベルトをシャンデリアにかけて溶岩の上を無事に飛び越える。

　小槙の眼前に、キリンが綺き麗れいに着地した。

「ごっついなあ……キリンくんはほんまに鹿しかの脚あしを持ってるんや」

「ぼうっとするな！　溶岩がくるぞ！」

　二人はその場を離はなれ、十字路を振り返る。

「計算外や。でもこれで傭よう兵へいたちはみんな、置いてけぼり──」

　言いかけた小槙は、先ほどキリンが見せた離れ業わざよりも信じがたい光景を目にした。

　黒こく煙えんの向こうに人ひと影かげが見えたかと思った瞬しゆん間かん、その人影が壁の上を走り出したのだ。窓の桟さんや照明など、わずかな突とつ起きの上を人間離れした脚きやく力りよくで走り抜ぬける。

　溶岩の上を駆け抜け、その人物が鬼おにのような形相で小槙たちに迫った。全身を防ぼう弾だん服に包んだ大男だ。

「時字ィィッ！」

「離れてろ、小槙っ！」

　叫ぶなり、キリンがマシンガンを乱射する。

　大男は両腕を顔の前で交差し、銃じゆう弾だんを防ぐ。常人ならばそれだけで吹っ飛ぶはずだが、大男は意に介かいした様子もなく、キリンめがけて拳こぶしを繰くり出す。

「ちっ……！」

　キリンはとっさに顔を引き、攻こう撃げきをかわした。空くうを切った大男の拳が、壁かべに突つき刺ささる。

　ズシン、という震動が通路を襲った。小槙はまた地震がやってきたのかと思ったが、違ちがった。

　大男の拳を受けた部分を中心に、壁中に亀き裂れつが走っていた。

「ウオアアアアッッ！」

　真っ赤に染まった目を見開き、大男がキリンめがけて拳を振り回す。咆ほう哮こうを上げて人間離れした攻撃を繰り出す姿は、まさに〝狂戦士バーサーカー〟の名の通りだった。

「退どきやがれ、レイヴンッ！」

　キリンが紙かみ一ひと重えで拳をかわし、大男の腹に何十発という銃弾をたたき込む。

　だがレイヴンという傭兵は、わずかに後退しただけだった。苦痛の表情を浮うかべることすらなく、またキリンに襲いかかる。

　右手に構えたマシンガンでは足りないと判断したのか、キリンが左手に拳けん銃じゆうを抜き放った。

「あとはオレがなんとかする！　お前は先に晶良のところへ戻もどれ！」

　大男の頭を拳銃で狙ねらうが、横蹴りに襲いかかったブーツがキリンの腕うでへ直撃した。

「ぐああっ！」

　拳銃をはじき飛ばされ、キリンは苦く悶もんの表情を浮かべる。

「キリンくん！」

　怯ひるんだキリンの頭を狙って、大男が殴なぐりかかった。

「な……めんなよっ、〝バーサーカー〟！」

　懐ふところに飛び込んで拳をかわし、キリンがマシンガンの銃口を男の胸へ押しつける。

　銃声が轟とどろいた。

　男の巨きよ体たいが、後方にのけぞる。

「行け、小槙！　晶良を……灰火秋島から救ってやってくれ！」

　少年が、吼ほえた。

　小槙の心臓が、鼓こ動どうした。

　秋日子のいる最さい奥おう棟とうがある方角を見つめ、うなずく。

「死んだらあかんで、キリンくん」

　言い残し、走り出す。

「……死なねえよ。こんなところでくたばるために、今まで生きてきたんじゃねえんだ」

　背中から聞こえた少年の声は、強い意志とわずかな笑えみが込こめられていた。
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　灰火秋島に上陸した祥が見たのは、まさにこの世の終わりのような光景だった。

　島の中心にそびえる灰雪山は、大量の火山灰とガスを噴ふき出していた。時折、真っ赤な溶よう岩がんも吐はき出している。山の表面にそって、真っ赤に輝かがやく火か砕さい流りゆうが流れ出していた。

　港や街は、白い灰と泥でい流りゆうに覆い尽つくされていた。火山弾の第一波は、すでに過ぎたあとなのだろう。大きな岩が自動車をおしつぶしているのが見えた。

　また地震が起こった。

　人々は逃にげ惑まどい、その間を灰火秋の使用人らしき人々が走り回っている。

「皆みな、東の渓けい谷こくへ向かってください！　またいつ噴ふん火かが起きるか分かりません、急いで！」

「避ひ難なんする者は、東の谷へ！」

　灰火秋の使用人たちは声をそろえ、住民たちを誘ゆう導どうしている。

「冬鳴館が……！」

　あかりが叫さけんだ。

　見ると、街を通り抜けた坂の先に見える屋敷に、火砕流の勢いが達していた。

「鈴藤さん……！」

　祥はそばにやってきた使用人をつかまえ、たずねる。

「鈴藤さんは！　鈴藤小槙ってやつを知らないか！」

「小槙さまは……まだ冬鳴館に……アキヒコ様とともに……！」

　スーツを着た短たん髪ぱつの女性が、顔を歪ゆがめて言った。女性のそばには、疲つかれた顔で灰雪山を見上げる老人がいる。

「あの、バカ……！　なんでいつも、一番危ないところに！」

　祥は走り出す。

　あかりもまた、祥のあとをついて走ってきた。

「お兄ちゃん……！」

　パラパラと灰に混じって小石が降り注ぐ中、二人は街の中央通りを駆かけ抜ける。

　坂を上っていく途と中ちゆうに、何人もの呆ぼう然ぜんと空を見上げる住民たちとすれ違う。すべてを諦あきらめたような表情だった。だが彼らは、あかりの姿を見るなり目をみはる。

「あかり様！」

「あかり様だ……！」

「みんな、東の平原へ！　そこから灰火秋島を出よう！」

　あかりが声を張り上げるが、住民たちは顔を伏ふせた。

「外の世界に戻るくらいなら、我々はいっそ灰火秋島とともに……」

「バカ！」

　あかりが叫ぶ。少女の目に、大おお粒つぶの涙なみだが浮うかんだ。

「そんなこと、誰だれものぞんでない！　わたしたちはみんな、生きて灰火秋島を出るの！　わたしも……お兄ちゃんだって、灰火秋島にいる人たちには死んでほしくないの！　灰火秋島を出たって、わたしたちは生きていけるでしょう！」

　住民たちが、黙だまり込んだ。

「わたしたちは、これから先もずっと生きていくの！」

　人々が顔を見合わせるが、まだ迷っている様子だ。

　祥はあかりの手を引く。

「行くぞ、あかり」

「……うん」

　去り際ぎわ、祥は住民たちに向かって言い放つ。

「あんたらがどうするつもりか知らないけどな、こんなガキを泣かすようじゃ、あんたらの灰火秋一族への忠誠とやらもたいしたことないんだな」

　息を吞のむ住民たちから視線をはずし、祥は走り出す。あかりもあとにつづいた。

　坂を駆けのぼり、広大な面積を誇ほこる灰火秋冬鳴館に到とう着ちやくした。敷しき地ちに入る前から、溶よう岩がんの熱気がたちこめていた。すでに屋敷のあちらこちらからは黒こく煙えんが立ち上っている。

「アキヒコたちがどこにいるか、分かるか？」

「たぶん、〝ヘラナ〟のところだと思う」

「よし、行くぞ」

　頷うなずきあい、二人は正面玄げん関かんへと飛び込んだ。

　屋敷内は煙けむりが立ちこめ、異常な熱波に包まれていた。

　複雑に入り組んだ通路を、あかりの先導で走り抜けていく。

「！」

　通路の先に、真っ赤に燃える火砕流が迫せまっていた。

「祥、こっち！」

　煙に咳せき込みながら、あかりが別の通路を指さす。祥は口に手をあて、煙を吸い込まないよう廊ろう下かを走っていく。

　途中、祥の耳に銃じゆう声せいが飛び込んだ。

　立ち止まる。

「なに、今の……銃声？」

　あかりも気づいたようだ。足を止め、周囲を見回す。

　曲がり角の向こうから、二人の人ひと影かげがもつれるように現れた。

　一人は防ぼう弾だん服に身を包んだ、大男だ。深しん紅くに染まった双そう眸ぼうを輝かせ、狂ったように両りよう腕うでを振ふり回している。

　もう一人は、少年だ。祥よりも歳とし上うえのようだが、ぼろぼろに破れたタキシードに身を包んでる。服装からすると、灰火秋の使用人なのだろう。負傷しているのは一目で分かった。器用に動き回って敵の攻こう撃げきをかわし続けているが、明らかに劣れつ勢せいに立たされている。

「あの人……キリンさん？　それになんでここに傭よう兵へいが……」

「……くそっ」

　祥は顔を歪めた。一刻も早く小槙のところへ駆けつけたいところで、思わぬ状じよう況きように来合わせてしまった。

「祥……」

「あかり、お前は先にアキヒコのところへ行ってろ」

　祥は言った。

「やだ！　あたしもいっしょに戦うよ！」

　あかりが祥の服を摑つかみ、彼の顔を見上げてくる。

「だって祥、そんなに傷だらけなのに……！　あたしは祥のパートナーなんでしょう？」

「……」

　リリィとの戦せん闘とうで、祥もまた傷ついている。しかも、あの赤い目を見る限り、相手の傭兵は超ウルトラ・飛躍ジヤンプを使う能力者のようだ。決して楽な相手ではないだろう。

　しかし、ここでもし山やま吹ぶき色の髪かみの少年が負けることがあったら、結局は屋敷にいる全員に危険が及およぶのだ。他に選せん択たく肢しはなかった。

「じゃあ、お前とのパートナーはここで解消だ」

　あかりが目を見開いた。

「お前は兄貴を連れて戻もどる。俺は、お前の兄貴と、もともとのパートナーを守る。お互たがいにやるべきことを、やろうぜ」

「……」

「もう俺がいなくても大だい丈じよう夫ぶだろう、あかり？」

　あかりは今にも泣き出しそうな顔で、祥を見つめる。

「お前は、強い。俺が保証するよ」

　笑いかける祥を見て、あかりは唇くちびるを嚙みしめた。

　何かを必死に堪えるように拳を握りしめていたかと思うと、少女が祥の胸に飛び込んでくる。

　祥は驚きながらも、あかりの小さな頭に手をのせる。

「絶対、死んじゃダメだよ、祥」

　少女の頭を軽くなでながら、祥は笑った。

　こんなところで、死んでなどいられない。

　そんなことではあの少女──普ふ段だんはとぼけた同級生に追いつくことなど、永遠にできない。

　鈴藤小槙は、常に祥よりも先を行っていた。彼には見えないものを、彼女は見ている。

　祥は決心していた。

　小槙とのパートナーもまた、今日かぎりで終わりだ。見失ってしまいそうなほど遥はるか先を行く彼女に追いつくには、今の祥よりもずっと強くならなければならない。

　そして、この先いつか──必ず、あの少女よりも先を行ってみせる。

「俺たちはこれからも、ずっと生きていくんだろ？」

「うん」

　あかりもまた笑った。祥から身を離し、煙けむりのたちこめる通路の向こうへと走り去っていく。

「さて、と……」

　祥は、戦いを続ける者たちを見る。

「最後の鬼おに退たい治じといくか！」

　拳こぶしを打ち合わせ、祥はいきおいよく床ゆかを蹴けった。
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「グルゥアアアアッッ！」

　血の色に染まった瞳ひとみを輝かがやかせ、レイヴンが隆りゆう々りゆうとした腕を横に振り払はらった。

「ちっ……！」

　時字は後ろに跳とび、かろうじて攻撃を避さける。男の腕が直撃した窓ガラスが、まるで爆ばく発はつするかのように吹ふっ飛んだ。マシンガンで反撃するが、数発ほど弾たまを発射したところで、弾薬が尽つきてしまう。

　銃撃でレイヴンが怯ひるんだ隙すきに、時字は通路の奥へと駆かける。

　レイヴンと一対一の戦いがはじまってから、まだ十分も経過していない。だが、すでに時字は追いつめられていた。拳けん銃じゆうを失った時に、左ひだり腕うでを折られてしまったらしい。さらにマシンガンに今、装そう塡てんしているのは最後の弾倉だ。これを撃うち尽くすまでにレイヴンを倒たおすことができなければ、時字の命はない。

「時字ィィィィッッ！」

　赤い瞳の大男が、時字を圧あつ倒とう的なスピードで追走する。常人離ばなれした脚きやく力りよくで床を蹴るたびに、床板がめくれ上がっていく。

　レイヴンの能力は、他の〝ネクスト〟のように思考能力を加速させることではない。一種の催さい眠みん状態へと陥おちいることで、痛覚のほぼ全すべてを消し去っているのだ。さらに興奮物質の分ぶん泌ぴつによって心臓の動きを活発化させ、常人では得られないような肉体能力を得ている。彼は一度でも完全に催眠状態に陥ると、敵か自分のどちらかが戦闘不能になるまで止まることはない。

　時字は振ふり向きざまに銃じゆう弾だんをばらまいた。顔の前で腕を交差したレイヴンの勢いが一いつ瞬しゆん、止まる。

「はあっ！　はあっ……！」

　キリンは再び走り出した。狭せまい通路では動きが制限されてしまう。マシンガンが唯ゆい一いつの武器であるキリンにとっては不利である。

　目の前に渡わたり廊ろう下かが現れた。中央棟とうを抜ぬけ、北棟へとつながる通路だ。

　通路を抜けると、大きなフロアに出る。中央に大きな階段があり、その両側にさらに奥へと伸のびる廊下があった。一時間ほど前に通ったばかりの場所だ。この奥に、灰火秋一族の歴史を遺のこした最さい奥おう棟がある。

　巨きよ大だいなシャンデリアの下で、時字は背後を振り向いた。

　ここでケリをつけてやる……！

　薄うす暗ぐらい渡り廊下を睨にらみ、マシンガンを構える。

　──だが、レイヴンはなかなか姿を現さない。

　しかし、時字は冷静に息を整え、何も考えずに時を待つ。

　特とく殊しゆな思考能力を発揮する〝ネクスト〟という人種との戦いで最も重要なのが、思考の柔じゆう軟なん性だ。相手のタイプを見み極きわめ、瞬間的に有利な行動をとらなければならない。時字はかつて三人の〝ネクスト〟と戦ったことがある。命を天てん秤びんにかけられた一瞬の駆け引きの中で時字を生き延びさせたのは、彼の持つ並はずれた瞬発力に他ほかならなかった。〝キリン〟の異名は、瞬発力という鹿しかの脚あしと、武器の扱あつかいに優すぐれた竜りゆうの攻こう撃げき力を怖おそれてつけられた名である。

　何の前まえ触ぶれもなく、視界に大きな何かが迫せまった。

　──レイヴンじゃあない！　避よけろ！

　回かい避ひ行動をとってから、それがどこかの部屋の扉とびらだと分かる。ここまでやってくる途と中ちゆうで、力まかせにもぎ取ってきたのだろう。それをレイヴンの怪かい力りきで投げつけてきたのだ。

　──オレの体勢を崩くずすためだ！　すぐにレイヴンが来る！

　一瞬の間に通路へと顔を向け、目を見開く。

　通路の奥から弾丸のような速度で迫りくるのは、またもや同じ物体──今の数倍の速度で投げられた、もう一つの扉だった。

　時字は絶句し、自らの上着に手をかける。

　直後、空中で二つの扉が激げき突とつし、木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだけ散った。刃やいばのような木もく片へんが、雨のように時字に降り注ぐ。

「ぐおっ……！」

「ウォォォアアアアッッ！」

　すかさず、通路から現れたレイヴンが時字へと襲おそいかかる。

　だが、大男の視界が黒い幕に覆おおわれた。

　ぼろぼろに破れたタキシードの奥から、時字がマシンガンの銃口を向ける。自らの上着を強ごう引いんに引きちぎって脱ぬぎ、木片から身を守る盾たてに使ったのだ。

「〝ネクスト〟との戦い方を教えてくれたのはてめえだぜ、レイヴン」

　時字は、マシンガンの引き金にかけた指に力を込こめる。

　しかしレイヴンが、大きな口を歪ゆがませた。

「！」

　マシンガンの銃口に、大男の手が押しつけられていた。防弾性の強化グローブだ。今、引き金を引いたらマシンガンは暴発してしまう。

「っっっっ！」

　視界から、レイヴンが消えた。

　──いや、違ちがった。時字がレイヴンの前から吹っ飛んだのだ。数メートルも宙を舞まい、壁かべに全身を叩たたきつけられる。

「がはっ……！」

　肺から空気が抜け、時字が床に落ちる。そばに置かれていた大きな花か瓶びんが、揺ゆれた。

　レイヴンの拳こぶしを、胸に喰くらってしまった。とっさに自ら跳とんで衝しよう撃げきを和やわらげたとはいえ、肋あばら骨ぼねを何本か痛めてしまったようだ。それでもマシンガンを手放さなかったのは奇き跡せきだった。

　赤い瞳ひとみが、震ふるえる腕で身を起こす時字に迫った。

　時字は顔を歪めた。

　負けられねえ……！　こいつを、晶良のところまで行かせるわけには──。

　マシンガンを構える。が、その動きは襲いかかるレイヴンに照準を定めるには至らない。

　こんなところで、オレは死ねねえ……！

　奥歯を嚙かみしめる時字の眼前に、レイヴンの大きな拳が迫った。

　だが、次の瞬間──。

「っらああ！」

　時字の視界の中で、レイヴンの横よこ顔つらに二つの靴くつがめり込んでいた。

　レイヴンの巨きよ体たいが吹っ飛び、一人の少年が床の上にきれいに着地する。

　時字の知らない少年だ。

　いや、思い出した。時字が晶良や小槙といっしょに〝うてな〟を下りた時に、デッキにいた人物だ。小槙の知り合いらしい。あとになって訊きいたが、春野祥とかいう名だったはずだ。

　だが、何よりも時字は、〝うてな〟に乗っていたはずの人間がここにいるという事実に驚きよう愕がくしていた。

「てめえ、どうしてここに……あの船は、リリカが……」

　春野祥が荒あらい息をつきながら、時字を見下ろした。ここまでどうやって来たのかは知らないが、シャツは破け、ところどころに血の染しみが浮うかんでいる。

「リリ……？　リリィってやつなら、俺が捕つかまえて倉庫に閉じこめてあるぜ。お前、灰火秋の使用人じゃないのか？」

　時字は目を見開いた。リリィとは、リリカが使う偽ぎ名めいの一つだ。

　フロアの向こうで、レイヴンが何事もなかったかのように立ち上がる。

「てめえが……小槙の言ってた、〝パートナー〟ってやつか……！」

「〝小槙〟？」

　ピクリ、と春野祥が眉まゆを上げたのが分かった。

「お前、鈴藤さんとどういう──」

　祥の言葉は、最後まで続かなかった。ブンッ、というレイヴンの拳こぶしが空を裂さく音に、かき消される。祥は舌打ちしながらも、レイヴンの攻撃をかわし続ける。

「リリカは……負けたのか……ぐっ！」

　立ち上がろうとするが、激痛に襲われて床ゆかに倒れ込む。痛みをこらえて上体を持ち上げ、壁によりかかる格好で座り込む。

「ははっ……ダセェな……結局、オレたちは〝ネクスト〟には勝てねえのかよ」

　時字の目の前で、祥とレイヴンの格かく闘とう戦が繰くり広げられていた。体格とパワーの差は言うまでもないが、驚おどろくべきことにスピードでは祥のほうが勝っていた。大男の拳をかわしては、相手の身体からだにパンチや蹴けりを浴びせている。だが銃じゆう弾だんでさえ効かない相手に、ダメージを与あたえることはできない。見る間に祥の表情に疲ひ労ろうがたまっていくのが分かった。

「お前は逃にげろ！　ここは俺がなんとかする！」

　祥が叫さけんだ。

　思わず時字はふき出す。

「はっ、バカか、てめえ。明らかにてめえのほうがおされてるじゃねーかよ。どっちにしろ、てめえはそいつに絶対に勝てねえぜ。俺も〝ネクスト〟殺しの訓練を受けてるが、レイヴンは〝ネクスト〟殺しの〝ネクスト〟だ。てめえもすぐに殺やられるぜ……」

　自分で言いながら、笑いがこみ上げてきた。

　その通りだ。

　自分はもう、ろくに動くことすらできない。間かん一いつ髪ぱつ、祥のおかげで死なずにすんだが、それも時間の問題だ。レイヴンに勝てる人間など、いない。本当は最初から分かっていたことだ。

　──晶良──。

　何が〝この島から助けてやる〟だ。自分の言ったセリフが、馬ば鹿か馬ば鹿かしく思えてくる。

「オレたちは、負けたんだよ……」

　時字は唸うなるように言い、マシンガンを持つ手から力を抜こうとした。

　祥が息を荒げながら、言った。

「じゃあ、お前はそこで死ね」

　少年は、笑っていた。一いち撃げきでも直撃をくらえば終わりという拳を紙かみ一ひと重えでかわし、大きく身を沈しずませる。

　祥の身体が、跳はね上がった。バック転をするように、両足でレイヴンの顎あごを蹴り上げる。

「グ……オアアアアッッ！」

　赤い瞳の大男の口から、血がこぼれた。狂くるったように叫び、床に着地した祥めがけて蹴りを放つ。だが祥は転がるように床に身を投げ出し、男の蹴りをかわす。

「俺は、先に行くぜ。こんなところで立ち止まってる場合じゃねーんだ。あいつは……鈴藤さんは、もっと先にいるんだからな」

　笑えみを浮かべながらも、祥の表情は必死だった。すでに体力の限界を超こえているのだろう、立ち上がろうとする脚がガクリと落ちた。隙すきを見てレイヴンが殴なぐりかかるが、祥はぎりぎり頭を下げることで攻こう撃げきをかわす。

「こんなところで、死んでなんかいられねーんだよ……！」

　カウンターで入った祥の拳こぶしが、レイヴンの顔を歪ませた。

　時字は、その時になってやっと気がついた。

　大男と戦う祥の瞳ひとみは、茶色がかった普ふ通つうの色だった。赤く染まってはいない。

「〝ネクスト〟じゃねえのか、てめえ……？」

　小槙は祥のことをずいぶん怖おそれているようだった。そのため、キリンはてっきり彼もまた〝ネクスト〟だろうと思いこんでいたのだ。

「〝ネクスト〟だよ。だからこんなデカブツなんて、メじゃねーんだ」

　言いながらも、少年の瞳が変化する様子はまったくない。戦い方も、〝ネクスト〟特有の、奇き抜ばつな動きは見られなかった。それなのに、彼はレイヴンと互ご角かくに戦っている。

「くっ……ははっ……」

　時字は、くぐもった笑い声を上げた。

　仲間を捨てた。

　住んでいた町を捨てた。

　金も、それまで望んでいた幸せも捨てた。

　全すべては、たった一人の女性のため──全ては、晶良に手を差し伸のべるためだった。

「オレだって、同じなんだよ。こんなところで、死んでられるか」

　マシンガンのグリップを握にぎる手に、再び力を込こめる。

「さっきの言葉……まずは、てめえが証明してみせろ」

　銃口を天てん井じように向け、引き金を引く。

　立て続けに銃声が鳴り響ひびいた。

「……！」

　祥とレイヴンが、頭上を見上げる。

　巨きよ大だいなシャンデリアが、フロアで戦う二人の真上から落下した。

　瞬しゆん間かん、祥の瞳が赤く染まったように見えた。

「！」

　轟ごう音おんがフロアを埋うめ尽つくした。

　ガラスの破は片へんと埃ほこりが吹ふき荒あれ、衝しよう撃げきが空間を包み込む。

　時字は顔を覆おおい、破片の嵐あらしから目をそむける。

　衝撃音は一瞬で、すぐに静せい寂じやくが訪おとずれた。

　再び顔を上げた時字の目の前にあったのは、異常としか言いようのない光景だった。

「……化け物どもが……」

　思わずうめき声が漏もれる。

　壊こわれたシャンデリアの破片の上で、祥とレイヴンがなおも殴り合っていた。

　信じがたいが、あの一瞬の間に、網あみの目のようなシャンデリアの死角に身を滑すべり込ませたのだろう。祥には新しい外傷がほとんどない。

　一方、レイヴンはシャンデリアの衝しよう撃げきを全身に受けていた。頭から大量の血を流し、全身に電気コードを巻きつかせながら、それでも豪ごう腕わんを振ふり回している。

「俺まで殺す気か、てめえ！」

「オーケイ、死ななかったな。じゃあ次は、オレの番だ」

　力を振り絞しぼって立ち上がり、折れた左手でそばに置かれていた花か瓶びんを摑つかむ。一メートルはある大きな陶とう器きだ。中には水が満たされ、観葉植物がささっている。

「ぐっ……う……！」

　左手の激痛に顔を歪ゆがめながら、花瓶を持って祥とレイヴンへと駆かけ寄る。

「跳とべぇっ！」

「！」

　時字の叫びの意味を理解したのか、祥の瞳が深しん紅くに染まった。襲おそいかかった拳こぶしをかわし、体勢をくずした大男の肩かたを蹴けって宙高く跳ちよう躍やくする。

　時字は、レイヴンに向かって花瓶を投げつけた。

　レイヴンが赤い瞳をこちらへと向け、常人離ばなれした膂りよ力りよくで花瓶を叩たたき割る。

「っっ！」

　フロアが閃せん光こうに包まれたのは、一瞬だった。

　時字の全身を、衝撃が駆けめぐる。

　粉ふん砕さいされた花瓶がまき散らした水が、切れたコードにかかって感かん電でんしたのだ。

　電撃を全身に浴びた時字とレイヴンの身体が、グラリと傾かたむく。

　意識の光を失いかけた両者の目が、間近で交こう錯さくする。

「オ……レだって……この程度、メじゃねえんだ……」

　ゴツッ、とレイヴンのみぞおちに、マシンガンの銃じゆう口こうが当たる。

　レイヴンもまた、意識を繫つなぎ止めていた。キリンを睨にらむ瞳が、再び深紅に染まっていく──。

「おおっ！」

　頭上から雄お叫たけびが響くと同時に、レイヴンの両りよう眼めが大きく見開かれる。跳躍していた祥が、男の延えん髄ずいにソバットを喰くらわせていた。

「なあ、レイヴン……こんなところで死ぬために、オレたちは今まで生きてきたわけじゃねえよな……」

　目を瞑つぶり、時字はマシンガンの引き金を引いた。
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　小槙は、〝ヘラナ〟のもとへと戻もどってきた。

　頭上には、炎ほのおと灰を噴ふき出す灰雪山の映像が浮うかんでいる。他の映像には、使用人たちの誘ゆう導どうのもと街を避ひ難なんする人々の姿も映し出されていた。

　足元からは、微び震しんが伝わっていた。二度目の噴ふん火かが近いのかもしれない。

「時間切れや。約束の一時間に足りひんかったけど、これ以上ここにおったらすぐに溶よう岩がんに吞のまれてまうで」

　小槙は言った。

　秋日子は、こちらに背を向けてキーボードを操あやつっていた。バイザーを通して虚こ空くうを見つめ、リングをはめた指を動かしている。

　壁へき面めんに埋め込まれた〝ヘラナ〟のレンズが、点てん滅めつした。

「秋日子さん」

　小槙は再度、呼びかけた。しかし秋日子の手は止まらない。

「ううん、もう逃にげられへんかもしれへん。どこの通路が破は壊かいされてるかも分からへんし」

　予想を超えて、火か砕さい流りゆうの勢いが強かった。さらに地震も次し第だいに大きくなりつつある。灰雪山が再び咆ほう哮こうを上げるまで、そう時間はかからないだろう。

　立体映像のキーボードを操る秋日子の手が、止まった。微び笑しようとともに視線を落とす。

「……貴女あなたは、逃げてください。私はここで貴女たちの逃げ道を作るため、防火システムを作動させる準備に入ります。少しは時間かせぎになるでしょう。まだ生き残っている電気系統を探すには、時間がかかるでしょうけど……」

「ほんまに、ええの？　それがあなたの人格が導きだした答えなん？」

　小槙は言った。

　秋日子は答えなかった。

「無理かもしれへん。もう間に合わんかもしれへん。でも、それでもいっしょに逃げるべきなんとちゃうの？」

　小槙の声は、次第に大きくなっていく。

　秋日子を好きだと言った時の、キリンの笑え顔がおが思い浮かんだ。

　妹を利用したと言った時の、秋日子の辛つらそうな顔が思い浮かんだ。

　彼女を慕したう使用人たちの、屋や敷しきを去る時の姿が思い浮かんだ。

「キリンくんは今も戦っとるで。貴女の妹も危険を知ってて、ここに向かっとる。灰火秋一族の宿命？　〝永遠の人格〟？　そないなもん、貴女自身の人格に何の意味があるん？　貴女を待ってる人たちにとって、何の意味があるん？」

「君には永遠に分からない。君は、私ではないのだからな」

　秋日子の言葉に、小槙の中で何かが爆ばく発はつした。拳を握りしめ、声を張り上げる。

「分からへん！　あたしには、ちっとも分からへん！　貴女の考えていることも……裕くんの──果須田裕杜の考えていることも、まるで分からへん！　利用してたことなんて、関係あらへん！　目的なんて、ぜんぜん関係あらへん！」

　小槙の叫さけぶ声は、かすれていた。それが煙けむりによって喉のどを痛めたせいか、それとも胸の中に渦うず巻まく激情によるものか、自分でも分からなかった。

「一番ひどいのは、自分のことを大切に思っとる人を残していくことや！　そんな簡単なことが、なんで分からへんねん！　あんたたちは天才なんやろ！」

　秋日子の背中に向かって叫びながら、小槙はようやく自分を理解した。

〝ルール・オブ・ザ・ルール〟が終わってから、ずっと自分の中にわだかまりがあった。

　それが何なのか、小槙はずっと理解できなかった。

　だが今になってようやく、その正体が分かったような気がした。

〝ルール・オブ・ザ・ルール〟の、最後の瞬しゆん間かんを思い出す。

　崩くずれ落ちる白の中で、小槙は果須田裕杜といっしょに逝いくつもりだったのだ。

　誰だれも踏ふみ込んでこない、誰にも邪じや魔まされることのない──幼い頃ころから、彼といっしょに共有していた世界だった。同じ存在、同じ深しん淵えんを見ていた二人でならば、いっしょに消えていくのも良いと思っていた。

　だが崩ほう壊かいの直前に、果須田裕杜は小槙の背を押した。

　春野くんは、変わったんやろうか……？

　ゲームが終わり、以前と変わらない教室で祥を見かけるたびに考えていた。

　小槙の目には、祥は変化したようには見えない。たった今、人混みの中を直進するように〝いさぎよい〟彼のままだ。唯ゆい一いつ気づいたのは、たまに見せる横顔が、以前よりも大人びて見えるようになったことくらいか。

〝ルール・オブ・ザ・ルール〟が終わり、世界は変わった。時代を導いていた天才を失い、不安定になっている。彼が遺のこした、あるいは遺すはずだった技術を分ぶん析せきするのに精せい一いつ杯ぱいで、進化する速度は明らかに停てい滞たいしていくだろう。

　しかし小槙は、何も変わらない。

　ゲームを終えた今も──かつての幼おさな馴な染じみである果須田裕杜と決別した今でも、以前とまったく変わらない。世界のすべてを理解していた裕杜のようにもなれず、〝数に支配されるな〟という祇園寺蓮博士の言葉の意味も分からず、あいかわらず未完成のままだ。

　どうなりたい、というはっきりとしたイメージがあるわけではない。

　何かがしたい、というわけでもない。

　ただ、漠ばく然ぜんとした感情のわだかまりだけがあった。

　果須田裕杜という存在が消え、鈴藤小槙という存在が残った。

　──小槙は一人、この不安定な世界に遺された。

　小槙の双そう眸ぼうから、大おお粒つぶの涙なみだがこぼれ落ちた。

「あたしが、未完成やからかなあ……晶良さんや裕くんみたいに完成してへんから、分からへんのかなあ……」

「……」

「……あたしには、貴女たちの考えてることがちっとも分からへん……」

　秋日子が、両りよう眼めを閉じた。静かに瞑めい想そうするように一呼吸すると、ゆっくりと目ま蓋ぶたを開く。

　壁かべに埋うめ込まれたレンズに直結した機械のもとへ、秋日子が近づく。手をかざし、何かを操作したかと思うと、中から金属の箱のようなものが浮かび上がった。

　銀色のシンプルな構造をした筐きよう体たいである。

　秋日子は両手で銀の箱を抱かかえ、小槙のもとへ歩み寄る。

「……未完成です」

　どうしてこんな時にそのような顔ができるのか、小槙は理解できなかった。微笑ほほえむ女性の表情は、この世のものとは思えないほど美しかった。

「〝永遠の人格〟にはほど遠い、未完成の人格です。でも、これに私や灰火秋一族は全すべてを捧ささげました。これは、私たち一族の願いなのです……」

「……」

「本当に、ひどい姉ですよね。あの子には、何もしてあげられなかった。ずっと噓うそをつき続けてきた。その上、灰火秋一族の宿命まで背負わせようとしている……」

「なあ……いっしょに逃にげよう？　あたし、やっぱり晶良さんのこと嫌きらいになれへん……」

　秋日子が困ったような笑みを浮かべた。差し伸のべたキリンの手を断った時と同じ、少し嬉うれしそうな笑みだった。

「もう、ほとんどの通路が火に吞まれています。私がここに残って、少しでも退路を確保しないと……あの子がいるのなら、なおさらです」

「そんなん、ええやん。なあ、いっしょに逃げようや……」
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　秋日子の肩かたをつかもうとした手が、彼女の手に止められる。温かい秋日子の手が小槙の手を包み込み、冷たい銀色の筐体のもとへと導く。

「あの子なら、完成させてくれる……いえ、永遠に完成なんてしないでしょう。でも、あの子に受け取って欲しいんです。永遠が嫌いで、何よりも変化が好きな、あの子に……これは、私が生きた証あかしでもあるんです……あの子なら、永遠を望んでやまないこの小さな箱に、変化という希望を吹ふき込める……」

　残る手も筐体へと導かれ、小槙はそれを抱だく形となる。

「分からへん……あたしには、分からへんよ……」

　銀色の筐体を抱きしめ、小槙はとめどなく涙をこぼす。

　秋日子の手が、小槙を押した。

　かつて果須田裕杜が、そうしたように。

　どうして──。

　小槙の頭には、疑問しか浮かばなかった。

　どうしてみんな、あたしを押していくねん──。

　小槙は、秋日子の顔を見た。

　秋日子は、笑えみを浮うかべていた。

　こんな不安定な世界に遺されて、あたしはどうすれば──。

「……」

　小槙は後ろを向き、ゆっくりと歩き出した。

　何が正しいのか、分からない。なぜこうなってしまったのかも、分からない。いつもこうして、小槙はとり残される。そのことに意味があるのかすらも、分からなかった。

　ホロペーパーで覆おおわれた壁をくぐると、小槙の背後で扉とびらが閉じた。暗くら闇やみに包まれた空間は、煙けむりの匂においに満ちていた。はるか前方に、血潮のように赤い流れが見えた。

「お兄ちゃん！」

　直後、小こ柄がらな少女が姿を現した。

　灰火秋あかりだ。〝うてな〟で見た映像と同じ人物だった。少女は銀色の箱を抱きかかえる小槙を見て、たずねる。

「お兄ちゃんは……？」

「……」

「やだ──」

　あかりが叫ぶ。

「お兄ちゃん！　お兄ちゃん！」

　あかりが扉に触ふれても、変化は起きなかった。少女が壁を叩たたこうが、びくともしない。

「やだ、やだよぉ！　どうして？　なんで、会ってくれないの？　まだ、ちゃんと話してないよ！　まだ一度も、呼んでないよ！」

　あかりは、泣いていた。これまで堪こらえていたものを一気に吐はき出すように、顔を歪ゆがめて涙を流していた。

　少女が、叫んだ。

「お姉ちゃん！」

　小槙は、目を見開いた。

「お姉ちゃん！　お姉ちゃぁん！」

　あかりはなりふり構わず扉を叩き、泣なき叫んでいる。

　──ああ──。

　小槙の口元に、小さな笑みが浮かんだ。それなのに、双眸からは再び涙がこぼれる。

　秋日子の正体は、すぐに分かった。

　灰火秋冬鳴館に隠かくされた秘密も、分かった。

　だが、そんなことはまったくなんでもなかったのだ。

　目の前にいる少女、全すべてを知っていたあかりのほうが、自分よりも何倍も強い。

　自分が怪かい物ぶつであろうと、ただの人間であろうと関係ない。たんなるちっぽけな存在だ。

　──あたしは、未完成や──。

　黒こく煙えんが周囲に充じゆう満まんしつつあった。

　浮ふ遊ゆう感にも似た感覚が、小槙を襲おそった。

　灰火秋島に着いてから超ウルトラ・飛躍ジヤンプを使い続けていた反動が、今いま頃ごろになってやってきたのだ。その上に、著しく体力と精神力を失った状態で、煙けむりを大量に吸い込んでしまっていた。

　銀色の箱を抱かかえたまま、朦もう朧ろうとした意識の中で、顔を上げる。

　目の前に、一本の手が差し伸のべられていた。

　煙の中から現れたのは、いつも学校の教室で見かける同級生だった。彼は煤すすや血で汚よごれた顔で小槙を見て何かを叫さけんでいた。視界の端はしに、脱だつ力りよくした大男を肩かたに担かついだ山やま吹ぶき色の髪の少年も見えた。

　──未完成やから、あたしは行くで──。

　差し伸べられた手を摑つかんで。

　いつか、完成する日を夢見て。

　摑んだ手の温ぬくもりを感じつつ──小槙の意識が完全に闇やみに沈しずんだ。







　22　晶良




「最後まで……」

　灰火秋秋日子は、その空間で涙なみだを溢あふれ出させていた。

　妹の──あかりの、姉を呼ぶ声が聞こえた。

「最後まで、私は……なに一つ、できなかった……あの子に噓うそをつき通すことさえ……」

　いつからだろう。

　あかりはいつから、彼女のことを姉と知っていたのだろう。

　それでも、あかりは秋日子のために騙だまされ続けていてくれた。

　そして、今も──。

「でも……ありがとう、あかり……貴女あなたがそうして呼んでくれるだけで……泣いてくれるだけで……私は、ようやく言える……」

　核かくを失った〝ヘラナ〟は、静かだった。

　壁かべに埋うめ込まれたレンズに、ひびが入る。ひびは亀き裂れつとなり、亀裂からは真っ赤に輝かがやく流体の筋がこぼれ落ちた。こぼれ落ちた床ゆかに、ポツリと小さな火柱が生まれる。

「灰火秋なんて、関係ない……私は……灰火秋秋日子は、一生懸けん命めいに生きたわ──」

　最後の作業を全まつとうすべく、秋日子はノイズにかすれるキーボードへと手をやった。







　23　灰火秋灯




　視界の中で、灰火秋島が徐じよ々じよに小さくなっていった。

　灰雪山はあいかわらず、大量の灰と石を吐き出している。その名の通り白い雪にも似た灰を降らせる火山は、二度目の噴ふん火かを果たした。ちょうど、平原に避ひ難なんしてきた住民たちが〝うてな〟に乗り込んでいた時だった。

　そう──つい先ほどまでは、大おお騒さわぎの連続だった。

　口火を切ったのは、突とつ然ぜん、灰火秋島の平原に姿を現した巨きよ大だいな客船である。

〝うてな〟が、島の渓けい谷こくに接岸したのである。

　避難のために平原に集まっていた住民たちの驚おどろきようは、灰雪山が噴火した時と同じくらいだったと思う。住民たちは戸と惑まどいながらも、正式な搭とう乗じよう口ではなくデッキから〝うてな〟に乗り込んだ。

　そこへ、灰雪山の二度目の噴火が起こったのである。

　火山灰だけでなく、大量の火か山ざん弾だんが降り注いだ。火か砕さい流りゆうがすぐそこまでやってきていたし、地じ震しんもすさまじかった。平原の彼方かなたでは、ワレモコウの群生する大地が、陥かん没ぼつしたように崩くずれ落ちようとしていた。

〝うてな〟が灰火秋島を離はなれてから、ようやく外界からの使者たちがやってきた。シージャックの犯行声明を受けてやってきたのだろう。荒あれた海に浮かぶ船の中には、警察機関らしき船せん舶ぱくも見える。それらを見て彼女は、〝うてな〟がジャックされてからまだ数時間しか経たっていないことを思い出した。

　雲の立ちこめる空には、報道関係のヘリコプターが飛んでいた。しかし、噴火に伴ともなう灰の影えい響きようや気流の荒れのためだろう。なかなか〝うてな〟まで近づけずにいるようだ。

　だが、そんなことは彼女──灰火秋うたびし灯あかりにとってはどうでもよかった。

　大勢の灰火秋島住民で、デッキは埋うめ尽つくされていた。

　皆みな、遠ざかる灰火秋島を無言で眺ながめている。灯も、その一人だった。柵さくの前に座り、銀色の箱を抱だきかかえながら島を見つめる。

　富二郎から聞いた話によると、〝うてな〟はこれから潮天市へ引き返すことになったという。乗客数に余よ裕ゆうがあったとはいえ、一気に五百人近くも乗員が増えたのだ。当然の選せん択たくだろう。

　さらに、捕とらえた傭よう兵へいが二人、救助用のゴムボートを奪うばって逃にげたそうだ。大男と少女という奇き妙みような組み合わせの二人組だったと聞いている。もう一方の犯罪グループの首しゆ謀ぼう者、ジョセフ・ヘンリーは、今も倉庫に監かん禁きんされたままだ。

　だが、それもこれもどうでもいい。

　灰火秋島は、これからどうなるか分からない。このまま海に沈んでしまうかもしれない。

　大切な女性ひとも失った。兄であり、友人であり、姉であった女性。

　今の灯には、何も残されていなかった。

　たった一つ、腕うでの中に抱きしめた小さな箱を除いて。

　やるべきことは、分かっている。

　これから世界を見ていく第一歩として、しなければならないことがある。

　だが、一人ではとても自分が弱く思えた。

　かりそめのパートナーだった祥は、本当のパートナーのもとへ行ってしまった。

　風が吹ふいた。

　髪かみがなびき、顔にかかる。島から視線をそらすと、ぎっしりと居並ぶ住民たちの向こうに横になっている人ひと影かげが見えた。ここからだと、ぼろぼろに破れたタキシードと山吹色の髪しか見えない。

　灯は立ち上がった。

　住民たちを押しのけ、山吹色の髪をした少年のもとへ近づいていく。

「ああ、すまんなあ」

　最後の一人、無ぶ精しようひげを生やした老人の横をすり抜ぬける。

　その少年は、デッキの端はし、灰火秋島からもっとも遠い場所で仰あお向むけになっていた。両腕を枕まくらがわりにして、薄うすく開いた目で空を眺めている。

　灯は、その少年を知っている。数年前に灰火秋島にやってきて以来、どこか近寄りがたい雰囲気を漂わせていた人物だ。そのため、これまでは面と向かって話したことはなかった。

「ねえ、君」

　灯は前まえ屈かがみに少年の顔をのぞきこみ、声をかける。

　少年は何も答えなかった。目の焦しよう点てんはあいかわらず遠くを眺め、灯の顔など見えていないようだった。

「最後まで冬鳴館で戦ってくれてたよね？」

「……」

「お姉ちゃんの恋こい人びとだったの？」

「……そんなんじゃねえよ」

　遠くを眺めるような目つきのまま、少年が口だけを動かす。

「ふうん」

　灯は笑えみを浮うかべた。その言葉だけで、灯は気づいてしまった。

　この少年もまた、灯と同じだ。

　灰火秋秋日子という女性を、大切に思っていた仲間だ。

　灯はにっこりと笑って、箱を抱いたまま少年に片手を差し伸のべた。

「いっしょにいこう、キリン」

　少年の目が、はじめて灯を見た。

「これからいっぱい変化していく世界を、いっしょに見に行こう」

　キリンが目を見開き、自分に向かって差し伸べられた小さな手を凝ぎよう視しした。

　──彼が小さな笑みを浮かべるまで、時間はかからなかった。

「ヘンな奴やつだな、お前」

「灯だよ、よろしくね」

「……時字だ」

　灯と時字の手が重なり、二人が並んで甲かん板ぱんに立つ。

「あかりお嬢じよう様──いえ、我らが当主、灯様」

　デッキを振ふり返ると、杖つえをついた富二郎が立っていた。

　富二郎だけではない。ザキ、クロハ、そして残りの使用人が整列し、道を作っていた。

「準備はできております。どうぞ、あちらへ」

「うん」

　頷うなずいて歩き出した灯と時字に向かって、使用人たちがいっせいに頭を下げた。







　エピローグ




　潮天市へと向かう〝うてな〟の、静まりかえったメイン・ホール。

　レーザ光線で囲まれた絨じゆう毯たんのステージには、白い円えん卓たくと椅い子すが二つ、置かれていた。

　円卓の上にあるのは、無数のコードが繫つながるチェス盤ばんである。

　ステージやレーザ発生装置には無数の銃じゆう痕こんがあり、機能していないレーザもある。ステージだけではない。壁かべや天てん井じようなどいたるところに破は壊かいの痕あとが残されていた。

　傷だらけのステージを囲んでいるのは、ホールを埋うめ尽つくすほどの観衆だ。皆みなが息を吞のみ、これから行われる対決を待ち望んでいた。

　ステージに、四人の人物が足を踏ふみ入れた。

　四人は無言で円卓へと向かって歩いていき、少女二人が椅子につく。

　黒の駒こまが置かれた側の椅子に座ったのは、透とう明めいのバイザーをかけた灰火秋灯だった。バイザーからのびたコードは両手に装着したグローブへと接続され、さらに手元の小さな箱に繫がっている。灯はさらに一本のコードをチェス盤に接続する。

　灯のそばに立ったのは山やま吹ぶき色の髪をした少年、矢羽・ジラフェ・時字だ。野性的な目つきを細め、静かに灯を見守っている。

　一方、白の駒の陣じん地ち側に腰こしを下ろしたのは、鈴藤小槙だ。白いブラウスから伸のびた手でショートカットの髪かみをかきあげている。ぼんやりとチェス盤を眺める目つきは、どこか眠ねむそうだ。

　小槙の後ろに控ひかえているのは、春野祥である。「負けたらどうなるか分かってるよな、鈴藤さん？」と小声で囁ささやく。ビクリ、と椅子に座る少女の肩かたが震ふるえた。

　ホールの上方に、無数の立体映像が浮かんだ。ノイズの混じったものもあるが、三次元のチェス盤を映し出したものだ。

『暫ざん定ていチャンピオン灰火秋灯、バーサス、チャレンジャー鈴藤小槙。非公式戦、開始』

　アナウンスが響ひびき、小槙は白い駒に向かって手を伸ばした──。

　局面は滑なめらかに進行していった。

　赤い瞳ひとみをした小槙が駒を動かし、同じく赤い瞳をした灯がキーボードを操あやつる。

　両者の手は、ほぼノータイムに進んでいく。

　観衆は喚かん声せいを上げることも忘れ、無言で盤上の展開を見守っていた。

「なあ、春野くん」

　駒を動かしながら、小槙が小声でたずねる。

「あたしを誘さそった時、クラスの皆を誘ったいうの、あれ噓うそやんなあ」

「ああ」

　祥は正直に頷いた。

「どうして、噓なんかついたん？」

　小槙は、ずっと不思議に思っていた。

　小槙を誘うのに、必要のない噓だ。しかし祥は、噓をついた。ならば彼にとって、その噓には意味があったのだろう。

「さあ」

「さあ、て」

「俺にも分からない。分からないから、答えようがない」

　彼らしい、潔いさぎよい答えだった。たぶん本当のことだろう、と思った。

「分からないなら、しゃあないな」

「ああ、仕方ない」

　会話は、それで終わった。小槙は再びチェスに集中する。

　小槙と灯の対戦は、黙もく々もくと進んでいく。

　やがて──。

　両者の手が止まった。

　盤面を睨にらんでいた二人の少女が、顔を上げる。

　観客たちの間から、感かん嘆たんの声が上がった。

　バイザーを外し、灯が小槙をまっすぐに見つめる。

「首を洗って待っててね。いつか絶対、勝ってみせるから」

「ヒマやったら、相手したるわ」

『勝者ウイナー、鈴藤小槙』

　どっ、と拍はく手しゆがわき起こった。

「ところで、鈴藤さん。俺もききたいんだけど」

「なに？」

「鈴藤さんが灰火秋島へ行く時に言った、あれ……なんだったっけ、〝春野くんの〟……？」

「さあ、あたしも分からへんねん」

　背後から、自分の頰ほおにむかって忍しのび寄る気配を感じる。

　小槙は思った。

　自分が、この世界に残された意味──。

　それは、きっと──。

「これから色んなものを見て、わたしは成長していくから」

　灯が満面の笑えみを浮かべて、言った。

　小槙も答える。

「あひゃひほひゃへ」

　あたしもやで──。

　そう、自分では言ったつもりだった。







　あとがき







　担当さんに、ご息女（二人目）が誕生しました。

　おめでとうございます！




　人ひと様さまのシアワセ報告から、こんにちは。岩井恭平です。

　次巻あたりでは、自分のシアワセ報告をしたいところです。

　今朝の白飯はふっくら炊たけたぜ！　とか。

　……。

　次の次の巻あたりまでには、なんとか別のシアワセを……。




　ともあれ、こうして『消しよう閑かんの挑戦者』の二作目が刊行されることとなりました。

　今作は、いかがでしたでしょうか？　一巻とは多少イメージが異なるかもしれませんが、そのあたりもお楽しみいただければ幸いです。もし同作者で同時進行中の別シリーズを読んでいただけていたら、そちらとの作風の違ちがいを感じていただけるともっと面おも白しろいかもしれません（今作中におけるチェス、および技術や登場人物に関する内容は、実際のものとは関係しておりません。作者の考えたフィクションです）。




　ここからはお礼を少しずつ。

　まずは何と言っても、担当の女井さん。素人しろうと丸出しの原げん稿こうを上げる作者を、いつも根気強く上のステップへ引きずり上げてくれます。本当に有あり難がとうございます。

　前巻に引き続き、素す晴ばらしいイラストを描えがいてくださった四し季き童どう子じさん。今回も色々と注文をつけた上にギリギリまで原稿を待たせてしまい、ご迷めい惑わくをおかけしました。今度お会いできた時に、また素敵な笑え顔がおが見られることを願っております。有り難うございます。

　さらに、未熟な作者を励はげまし、応おう援えんしてくださった周りの人々に感謝を申し上げます。会社の同期からのプレゼント、低周波の肩かたこり治ち療りよう器は今や手放せない必ひつ需じゆ品となってます。でも同じく貰もらった花束をそのまま置き忘れていったのは、ホントごめんなさい。




　そして、この本を手にとってくださった読者の皆みな様さま方。本当に有り難うございます。お手紙やハガキをくださった皆様にも、心から感謝いたします。皆様からの応援なくしては、現在の状じよう況きようはあり得なかったでしょう。

　また再びお会いできることを、心から願っております。





岩井　恭平　　
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